
図 面 リ ス ト

A-05

A-04

A-03

A-02

A-01

縮 尺図 面 名 称図面番号 図面番号 図 面 名 称 縮 尺

改 修 前 全 体 2階 平 面 図

A-00 表紙・図面リスト NOSCALE

A-06

A-07

A-09

A-11

A-12

A-13

A-17 １／１００　１／５０

NOSCALE改修特記仕様書（その１）

改修特記仕様書（その２）

改修特記仕様書（その３）

改修特記仕様書（その４）

改修特記仕様書（その５）

NOSCALE

NOSCALE

NOSCALE

NOSCALE

１／　５０

１／　５０

１／　５０

１／２００

工 事 概 要 ・ 案 内 図 ・ 配 置 図 （ 仮 設 計 画 図 ） １／３００

燕市建築設計監理協同組合

NOSCALE

通信仮眠室整備工事

A-08

改修特記仕様書（その６）

改 修 後 全 体 2階 平 面 図A-10

A-14

A-15

A-16 １／　５０

１／　５０

１／　５０

１／２００

現 況 全 体 1階 平 面 図

改 修 前 平 面 詳 細 図 （ 撤 去 ）

改 修 後 平 面 詳 細 図

改 修 前 天 井 伏 図 ・ 改 修 後 天 井 伏 図

改 修 前 展 開 図 （ﾘﾌﾚｯｼｭｺｰﾅｰ・脱衣室・浴室・通路-3）

改 修 後 展 開 図 １（仮眠室1・仮眠室2・仮眠室3）

改 修 後 展 開 図 ２

建 具 符 号 図 ・ 建 具 表

１／２００

E-01

E-02

E-03

E-04

E-05

E-06

NOSCALE

NOSCALE

NOSCALE

１／１００

１／１００

２階 火災報知、弱電、放送設備図（現況、改修後）

２階 幹線・非常用照明誘導灯設備図（現況、改修後）

２階 電灯・コンセント設備図（現況、改修後）

２階 分電盤図（現況、改修後）

電気設備特記仕様書（その２）

電気設備特記仕様書（その１）

燕・弥彦総合事務組合

令和5年度　　消工第5-1号

E-07

M-01

M-02

M-03

M-04

M-05

NOSCALE

NOSCALE

１／１００

１／１００

１／１００

２階 冷暖房配管設備図、冷暖房機器表（現況、改修後）

２階 衛生設備図（現況、改修後）

２階 換気設備、ダクト図（現況、改修後）

機械設備特記仕様書（その２）

機械設備特記仕様書（その１）

１／１００

（仮眠室通路・脱衣室・ｼｬﾜｰﾕﾆｯﾄ・通路-3）

弱電、放送設備、照明器具姿図（現況、改修後） NOSCALE



※部分使用に係る条件に変更がある場合は、部分使用承諾書により、施設内部の使用

　を開始する。

※次の作業は内部工事着手前に行える。ただし、着手日、作業箇所は施設及び監

　督員と協議のうえ決定する。

※外部足場組等の仮設工事

※工場制作のための現場寸法調査

４ 品質計画等 建築基準法に基づき指定する条件                                      [1.2.2]

　・地区の区分に応じた風速（Ｖo（m／sec））　※ ３０　・ ３２

　・地表面粗度区分　　・ Ⅰ　・ Ⅱ　※ Ⅲ　・ Ⅳ

　・多雪地域の指定　　積雪区分　建告示第１４５５号　別表（３０）

　
防
　
水
　
改
　
修
　
工
　
事

・塗装(建築塗装作業)

石工事

・ﾌﾞﾛｯｸ建築　・ＡＬＣﾊﾟﾈﾙ施工ﾌﾞﾛｯｸ､ALCﾊﾟﾈﾙ工事

・造園

・防水施工(ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業)　・ｶﾞﾗｽ施工環境配慮改修工事

耐震改修工事

塗装改修工事

・建築大工　・左官　・表装(壁装作業)

・ｻｯｼ施工　・ｶﾞﾗｽ施工

外壁改修工事

・樹脂接着剤注入施工

・左官　・ﾀｲﾙ張り　・塗装(建築塗装作業)

・左官　・建築板金(内外装板金作業)

内装改修工事

建具改修工事

防水改修工事

    適用工事種別

内容は各章による。

工法による。

改修標仕及び標仕に記載されていない特別な材料の工法は、材料製造所の指定

　 方法

・とび　・型枠施工　・鉄筋施工

※要（　　　　　　　　　　）　　　　　　　 　　　　　 　　 　　　　 [1.3.3]

目視及び打診(必要に応じて破壊)による調査を行う。調査範囲及び調査    [1.6.2]

　　　                                                              [1.7.2]

技 能 検 定 の 職 種

・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業　・塗膜防水工事作業

・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業　・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業

・内装仕上げ施工　(・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業

・ﾎﾞｰﾄﾞ仕上げ工事作業　・鋼製下地工事作業)　・ﾀｲﾙ張り

・石材施工(石張り作業)

 　濃度測定

※ これにより難い場合は監督員と協議する。 

※実施する（　　　　　　　　　　）　 　　             　　　　　　　[1.7.5]

１０追加特記　９「発生材の処理等」による。              　　  　   [1.3.12]

１０追加特記 １０「化学物質の濃度測定」による。   　　　　          [1.7.9]

５ 電気保安技術者

６ 発生材の処理等

７ 特別な材料の工法

８ 施工数量調査の

９ 技能士

10 見本施工

11 化学物質の

12 完成図等 ※下記のものを作成し提出する。なお、作成方法・部数等は、監督員の指示による。

・ｽﾃﾝﾚｽ製

　　　　　仕様　　　　　　　　　　　　材　料

※設置数量は製造所指定数量による。

・立上り部脱気型
※製造所標準仕様

※製造所標準仕様（立上り型）
・平面部脱気型

　　　　種　類

・保護層　・設ける（P1Y、P2Y工法の場合）　　　　 　　　　　　　　　[3.6.3]

・既存塗膜防水層表面仕上げ塗装の除去（L4X工法の場合）　　　　　　　[3.2.6]

・二重ﾄﾞﾚﾝの設置（POX工法の場合）　　　　　　　　　　　　　　　    [3.2.5]

　　　　　　　　　　　　　　[3.3.3][表3.3.8][表3.3.9][3.4.3][表3.4.2][表3.4.3][3.5.3][3.6.3]７ 脱気装置

※ｱﾙﾐ鋳造製

・Ｐ０Ｓ工法

・Ｓ４Ｓ工法

・Ｓ３Ｓ工法

・Ｍ４Ｓ工法

仕　様　書

※請負工事費500万円以上の場合、登録する　　　　　　 　　　　　　　  [1.1.4]

　　4.製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また（　）内は製品名を示す。

　　　特記事項に記載の(　．．　)内表示番号は、標仕の当該項目、当該図または当該表を示す。

　　3.特記事項の記載の[  .  .  ]内表示番号は、改修標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　　　・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

　　　　・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　2.特記事項は、・印の付いたものを適用する。

　　1.項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。　　
　
防
　
水
　
改
　
修
　
工
　
事

３
　
仮
　
設
　
工
　
事

２

１

　　　　　　　　　　特　　　　記　　　　事　　　　項章 　　 項　 　目

１ 工事実績情報の

  に記載されていない事項は、「国土交通省大臣官房管庁営繕部監修　公共建築工事標準仕様書（建築

1.本共通仕様及び特記仕様に記載されていない事項は、「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建

通信仮眠室整備工事設計図

　
各
　
章
　
共
　
通
　
事
　
項

　 ｻｰﾋﾞｽ(CORINS)

　貸与する。

・監督員が使用できる備品として、下記のものを工事期間中現場に用意し、

・仮設事務所の中に監督員用空間を　　㎡程度確保する。

１ 騒音・粉塵等の

・監督員事務所　・10　・20　・35　・65　・　　　㎡程度を設ける。　 [2.4.1]

 　対策 　防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲：

・防音パネル　　・防音シート  [2.1.3]

２ 監督員事務所等

　 への登録

　・保護帽　　ケ　　・雨具　　着　　・長靴　　足　　・安全帯　　組

 [2.2.1]

における2の(2)手すり据置き方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

同ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの別紙１「手すり先行工法による足場の組立等に関する基準」

｢手すり先行工法に関するｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ｣に基づく足場の設置に当たっては、

構内既存の施設　　・利用できない　　　※利用できる（※有償　　・無償）

構内既存の施設　　・利用できない　　　※利用できる（※有償　　・無償）

現場事務所､倉庫､下小屋等の仮設建物の位置はあらかじめ監督員の承諾を受ける。

３ 工事用水

４ 工事用電力

５ 仮設建物等

６ 足場 

・AS-J3

・AS-J1

・AS-J2　

･Ｐ０ＡＳ

･Ｍ３ＡＳ

･Ｍ４ＡＳ

･Ｐ０ＡＳＩ

･Ｍ４ＡＳＩ

･Ｍ３ＡＳＩ

防水改修工法の種類 新規防水層の種別

上層用　※2.0以上　・　

下層用　※1.5以上　・　・ASI-J1

上層用　※3.0以上　・　

下層用　※1.5以上　・　・ASI-T1

　　　　※3.0以上　・　

　　　　※2.0以上　・　

　　　　※1.5以上　・　

断
 
熱
 
工
 
法

・AS-T4

下層用　※1.5以上　・　・AS-T3

・AS-T2　

・AS-T1密
 
着
 工
 
法

　　　　※4.0以上　・　

上層用　※3.0以上　・　

　　　　※3.0以上　・　

　　　　※4.0以上　・　

上層用　※3.0以上　・　

下層用　※2.5以上　・　

　　　シートの厚さ（mm）

　　　　　　　　 [3.1.4][表3.1.1][3.4.2][3.4.3][表3.4.1～表3.4.3]４ 改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ防水

乾式保護材の材料　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　[3.3.2]

　　　種　類 寸法(mm)：厚さ×幅 　　　摘　要

・無石綿に限る

※12　×

・　　×

※15　×　　

・Ⅱ種

※Ⅰ類・押出成型ｾﾒﾝﾄ板

 (窯業系ﾊﾟﾈﾙ)

・金属複合板

ｺﾝｸﾘｰﾄ仕上がりの平たんさ　・a種　 ・b種　 ・c種 　　[3.3.5][表8.1.5]

Ⅲ　特記仕様

Ⅱ　共通仕様

3.建物概要

1.工事場所：　燕市吉田浜首408番地1

2.敷地面積：　≒12，931㎡

2.

4.外　構

階 数構 造建 物 名 称 建築面積(㎡) 延べ面積(㎡) 消防令別表第一

(1)

(2)

(3)

消防本部

1.

Ⅰ　工事概要

  築改修工事標準仕様書（建築工事編）令和４年版」（以下「改修標仕」という。）により、改修標仕

  工事編）令和４年版」（以下「標仕」という。）による。

  (3)「特記仕様書」を「特記仕様」に読み替える。

  (2)「監督職員」を「監督員」に読み替える。

    建設工事請負基準約款」（以下「約款」という。）に読み替える。

  (1)「工事請負契約書」を 燕市財務規則(平成18年3月20日燕市規則第47号)別記(第189、190条関係)

2.改修標仕に用いられている用語を、次のとおり読み替える。

3.次の各号に該当する改修標仕の項目について、改修標仕の規定を別表に置き換えて適用する。

  (1)１章　各章共通事項　１節　共通事項

  (2) 〃   1.4.2材料の品質等の(1)及び(2)

  (3) 〃   1.4.4材料の検査等の(1)

  (4) 〃   1.8.1工事検査の(2)及び(3)

4.改修標仕の次の項目の規定は適用しない。

  １章　1.1.2　用語の定義の(ﾆ)　

　 〃   1.8.2　技術検査　

　　　　　　置 き 換 え 後 の 改 修 標 仕 の 規 定号        項　　　目

(1) 1.1.2　用語の定義

１章　各章共通事項

１節　共通事項

　 者をいう。

別　表（建築改修工事）

３ 内部の工事期間等

２ 概成工期 ※無し　　・有(工期　令和　　年　　月　　日)                        [1.2.1]

※着手　令和　　年　月　日　～　終了　令和　　年　月　日までとする。

既存部分の養生　　※ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ, 合板等　　　　 　　　　　　        　[2.3.1]

既存家具等の養生　※ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ等　・　　 　　　　　　　　　　      　[2.3.1]

備品等の移動                                                       [2.3.1]

　・行わない

仮設間仕切り等の種別                                      [2.3.2][表2.3.1]

　下 地 　　仕上げ材(厚さmm)

防炎シート

合板張り程度※木製扉

　単管

・木造

※軽量鉄骨

 種 別

 ・A種

 ※B種

 ・C種

 仮設扉

７ 養生

８ 仮設間仕切り

 塗 装

※無し

※無し

厚さ(　　)

・行う

厚さ(　　)

充墳材(mm)

・片面・両面

・片面・両面

※せっこうﾎﾞｰﾄﾞ(※9.5　･　 )

・合板(※9　･　 )

下記の調査結果について、施工方法、施工箇所、施工数量等をまとめた施工数量

調査報告書を提出し、監督員の承諾を得て施工する。

　調査範囲

　　屋根、庇等の防水改修工事の対象となる既存ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面等

　調査内容

　　ひび割れの幅及び長さを屋根面等に図示する。

　　浮き部分、欠損部を屋根面等に表示する。また、脆弱部を調査する。

　　部分的な水はけ不良部や勾配不良の箇所を屋根面等に表示する。

２ 防水の保証等

１ 施工数量調査

３

　　　　　　　　　　　　　  　　　　　 　 　　　　　　　　　　　　 [1.6.2]

３ アスファルト防水

施工箇所

絶
 縁
 
工
 
法

　　　　　　　　　　　　[3.1.4][表3.1.1][3.5.2][3.5.3][表3.5.1]～[表3.5.3]

・二重ドレンの設置（P0AS工法及びP0ASI工法の場合）　　　　　 　　　 [3.2.5]

・既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去（M4AS工法及びM4ASI工法）　　[3.2.6]

・断熱工法の断熱材の厚さ（mm）・　　材質　・　　　　　　　　　　 　[3.4.2]

・下地に部分的に密着又は接着を行う工法　※製造所の標準仕様　・　 　[3.4.4]

防水改修工法の種類
　　 備　　考  新規防水層の種別

 施 工 箇 所
　　（厚さ(mm)）

・S-F1(※1.2　・　 )

・S-F2(※2.0　・　 )

・S-M1(※1.5　・　 )

・S-M2(※1.5　・　 )

二重ﾄﾞﾚﾝ脱気装置

POS工法 POS工法

・設ける・設ける

　 ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水

５ 合成高分子系

仕上塗料の使用量は製造所の仕様による

・S-M1(※1.5　・　 )

・S-M2(※1.5　・　 )

・S-F1(※1.2　・　 ) ・設ける

・S-F2(※1.5　・　 )

断
 
熱
 
工
 
法

・Ｓ４ＳＩ

・Ｐ０ＳＩ ・SI-F1(※1.2　・　)

・SI-F2(※2.0　・　)

・SI-M1(※1.5　・　)

・SI-M2(※1.5　・　)

・設ける

POSI工法 POSI工法

・設ける

・Ｍ４ＳＩ

・Ｓ３ＳＩ ・SI-F1(※1.2　・　)

・SI-F2(※2.0　・　)

・SI-M1(※1.5　・　)

・SI-M2(※1.5　・　)

・設ける

・S-C1(※1.0　・　 )・Ｐ１Ｓ工法

仕上げ塗料塗り（S-F1,SI-F1,S-M1,SI-M1の場合）　・ｼﾙﾊﾞｰ　・ｶﾗｰ

新規防水層の使用分類　　　　　　　　　　　　　 ※非歩行　・軽歩行

仕上塗料の使用量は製造所の仕様による

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ部材下地　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　[3.5.4]

　目地処理（接着工法）　　※図示

　入隅部の増張り（種別S-F1、SI-F1の場合）　　・行う（幅　　mm程度）

断熱工法の断熱材　厚さ（㎜）・　　　・材質　　　　　　　　　　　　[3.5.2]

６ 塗膜防水 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[3.1.4][表3.1.1][3.6.3][表3.6.1～表3.6.3]

防水改修工法の種類 施 工 箇 所  新規防水層の種別 仕上げ塗料塗り 

・Ｐ０Ｘ  ・X-1 ・X-2 ・X-1H ・X-2H ・ｼﾙﾊﾞｰ

・Ｌ４Ｘ  ・X-1 ・X-2 ・X-1H ・X-2H ・ｶﾗｰ

・Ｐ１Ｙ  ※Y-2

・Ｐ２Ｙ  ※Y-2

仕上塗料の使用量は製造所の仕様による

  　　　　 1.1.2用語の定義の(ｱ)及び(ﾅ)

　契約時の最新版」の名簿に記載されている品目については、当該

　名簿に記載されている材料又は製造所の製品とするほか、設計図

(2) 1.4.2材料の品質等

⑤必要があると認めたときの臨時検査(約款第50条）

　  施工状況、出来形、品質及び出来ばえの検査を含む。

　  (ただし、②に係る検査を除く。)

　  発注者又は検査職員が行う検査をいい、工事の施工体制、

②部分払の請求に係る出来形部分又は部分払指定工事材料等

　 監督員の承諾を受けた場合は、この限りでない。

　　 マークを確認できる場合

(3) 1.4.4　材料の検査等

　の証明となる資料を、監督員に提出する。

　　 に記載されている材料又は製造所の製品（特記で改修標仕及び

　　 標仕の規定に基づく品質及び性能以外を規定した場合を除く｡)

　建築材料等評価名簿（一般社団法人公共建築協会）

　であるものを指し、製造者による使用期限等の定めがある場合を

　除き、製造後一定期間以内であることを条件とするものではない。

　　なお、「新品」とは、品質及び性能が製造所から出荷された状態

　書に定める品質及び性能を有するものとし、新品とする。ただし、

　設計図書に定めのある場合は、この限りでない。

(ﾅ)｢工事検査」とは、約款に基づく次の各事項の確認をするために

(1)工事に使用する材料は、「建築材料・設備機材等品質性能評価事業

(2)使用する材料が設計図書に定める品質及び性能を有すること

　ただし、設計図書に定めるＪＩＳ又はＪＡＳの材料で、ＪＩＳ

　材料を使用する場合は、あらかじめ監督員の承諾を受けたとみなす

　ことができる。）は、この限りでない。

　又はＪＡＳのマーク表示のあるものを使用する場合又はあらかじめ

　(ｱ)建築基準法その他の認定品で、マーク等の確認ができる材料

　(ｲ)建築材料・設備機材等品質性能評価事業建築材料等評価名簿

　(ｳ)特記により指定された材料又は製造者の製品

(1)工事現場に搬入した材料は、種別ごとに監督員の検査を受ける。

　 ただし、次の(ｱ)若しくは(ｲ)に該当する場合又はあらかじめ

　(ｱ)工事完成検査時又は工事写真で、ＪＩＳ若しくは ＪＡＳの

　(ｲ)建築基準法その他の認定品と指定された材料で、工事完成検査時

　　 又は工事写真で品質、性能を証明するマーク等を確認できる場合

　 部分等の算出方法について監督員の指示を受けるものとする。

(4) (2)約款に基づく部分払を請求する場合は、当該請求に係る出来形

　 規定する検査は、発注者から通知された検査日に受ける。

　監督員の承諾を受けた場合(次の(ｱ)から(ｳ)のいずれかに該当する

1.8.1　工事検査

(ｱ)「監督員」とは、約款第11条の規定により受注者に通知された

①工事の完成(約款第33条)

　(約款第39条)

③部分引渡しの指定部分に係る工事の完成(約款第40条)

④契約の解除時における出来形部分(約款第49条)

(3)(1)の通知又は(2)の請求に基づく検査及び約款第49条及び第50条に

　※完成図　(A1　１部　A3　３部)及び電子媒体(CAD図及びPDFﾃﾞｰﾀ)　１枚

　※施工図　(A1　１部)及び電子媒体(CAD図及びPDFﾃﾞｰﾀ)　１枚

 [1.9.1～1.9.3]

とする。

施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に委譲するもの

　・その他監督員が指示した図面

　同一箇所の改修前と改修後が比較出来るようにする。

工事施工状況写真の撮影は、工事に係る材料、施工及び品質管理の状況が確認でき

ただし､あらかじめ監督員の承諾を受けた場合は､撮影計画書の作成を省略できる。

るように行うものとし、「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　営繕工事写真撮影

要領(平成28年版)による工事写真撮影ガイドブック建築工事編及び解体工事編(平

成30年版)」を参考に、撮影計画書を作成して、監督員に提出する。

 　取合い

　※提出部数　１部

　印刷物若しくは電子データ（DVD 等のメディア）で提出する。

１０追加特記　８「工事区分表」による。

13 施工図等の取扱

14 工事完成写真

15 工事施工状況写真

16 設備工事との

　※建物の保全に関する説明書(取扱説明書を含む｡)　　

工事完了後、整理のうえ監督員に提出する。　提出部数　２部及び電子媒体　１枚

　※監督員の指示による移動とする。(対象備品の移動先は、図示による) 

※防水工事は、受注者と施工者との連名の保証書とする。

　　　　　施 工 箇 所

１０年間

１０年間

１０年間

 保 証 期 間　　　工 法 種 別

・　　　　　　　　工法

・　　　　　　　　工法

・　　　　　　　　工法

３ アスファルト防水

露
出
防
水

保
護
防
水

・P1B

・P2AI

・P2A

・M4C

・P0DI

・M3DI

・M4DI

・M3D ・P0D

 ・AI-1 ・AI-2 ・AI-3

 ・B-1  ・B-2

 ・BI-1 ・BI-2

 ・C-1　・C-2

 ・D-1  ・D-2

 ・DI-1 ・DI-2

立上り部の保護工法新規防水工法の種別施 工 箇 所防水改修工法の種類

 

 

 

 

 仕上げ塗料塗り

　※有（・ｼﾙﾊﾞｰ ・ｶﾗｰ）

 ・A-1　・A-2　・A-3

屋内

防水

・P1E ・P2E  ・E-1  ・E-2

仕上塗料の使用量は製造所の仕様による

 ・保護層を設ける

・P1BI

　　　　　　　　　　　　　　　　[3.1.4][表3.1.1][3.3.3][表3.3.3～表3.3.10]

アスファルトの種類　　※３種　・ 　　　　  　　　　　　 　　[3.2.2][3.3.2]

・二重ドレンの設置（・P0D工法　・P0DI工法）　　　　　　　　　 　　 [3.2.5]

・既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去（M4C工法、M4DI工法）　　　　[3.2.6]

・粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ　　厚さ(mm)　※1.5以上　・　　　　 　　[3.3.2]

・改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ　　厚さ(mm)　※3.0以上　・　 　 　　　　　 　　[3.3.2]

・断熱材（屋根保護又は露出防水断熱工法）　　　　　　　　　　　 　　[3.3.2]　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　（JIS A 9521 建築用断熱材）

厚さ（mm）　※25　・　

材質　屋根露出防水断熱工法　 ・ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材

　・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材

　・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材（2種1号又は2号の場合、

　　透湿係数を除くJIS A 9521の規格に準ずるもの）

　・ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材

　・ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ断熱材

材質　屋根保護防水断熱工法　・ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA(ｽｷﾝ層付)

V e r . 2 3 0 4 0 1

代表理事　小杉　隆光

管理建築士 一級建築士第135266号 小田野淳一

審　査 担当ﾁｰﾌ 担当ｻﾌﾞ

図面名称

図面番号

備 考
所在地：〒959-0232 新潟県燕市吉田東栄町48番1号 電話/FAX=０２５６（９３）５８００

燕 市 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

年月日

一級建築士事務所 新潟県知事登録(ニ)第4445号 

工事名称

縮 尺

Ａ－０１

改修特記仕様書（その１）

担当ｻﾌﾞ

設計番号

令和5年6月

通信仮眠室整備工事

NOSCALE

RC造 2+PH 4，228.56㎡3，171.25㎡
燕・弥彦消防事務組合

（13）項・（15）項

令和　5年　6月（全29枚）

燕・弥彦総合事務組合
総務消防局総務課



外壁用塗膜防水塗り　　　　　　　　　　　　　[4.1.5][4.7.2][4.7.3][表4.7.1]

役物：標準的な曲がり（小口、標準、二丁、屏風）の役物は一体成形とする

・樹脂注入工法　　　　　　　　　　　　　  　  [4.1.4][4.2.5][4.4.2][4.4.6]

　
防
　
水
　
改
　
修
　
工
　
事

３

　材質　※ｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径4mmの丸棒で全ﾈｼﾞ切り加工したもの

　　押し込み、周囲と平滑に仕上げる。」と読み替える。

　　・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂

　　・ﾊﾟﾃ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂

　ｼｰﾙ材料

※行わない　・行う

※1成分形又は2成分形

　　　ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材

・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙの充填

　　　　備　考　　　 種　別

・ｼｰﾘﾝｸﾞ材

    充 填 材 料

　監督員と協議すること。

　ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙの塗り厚が20㎜を超える場合、または現状成形が不可能な場合は

　　※ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

　　・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ

　充填材料

２ 欠損部改修工法

１ ひび割れ部改修工法

　※改修標仕4.3.6(2)(ｳ)を「ﾌﾟﾗｲﾏｰを塗布したのち、ｼｰﾙ材をﾊﾟﾃへら等でｸﾗｯｸに

4-2
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　　　　　・既存ﾀｲﾙ撤去面（・ｺﾝｸﾘｰﾄ面　・ﾓﾙﾀﾙ面）

・外壁ﾀｲﾙ張り全面　・図示の範囲

　撤去範囲　※下地ﾓﾙﾀﾙまで　・張付けﾓﾙﾀﾙまで

改修箇所　※既存ﾀｲﾙ張り面

１ 既存ﾀｲﾙ張りの撤去

２ ひび割れ部改修工法

4-4

・ゆず肌状　・凸部処理　※凹凸状

※外装薄塗材E ※砂壁状　・着色骨材砂壁状

３ 仕上げ塗材

※防水形複層塗材E

・複層塗材CE

・薄付け仕上塗材

・複層仕上塗材

　防水形の増塗材　※行う

　外観　※つやあり ・つやなし ・ﾒﾀﾘｯｸ

　樹脂　※ｱｸﾘﾙ系　・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系

　溶媒　※水系　・溶剤形

上塗材

耐候性　※耐候形３種　・耐候形２種

・複層塗材RE

・複層塗材E

　　　　　　仕上げの形状　　　呼 び 名　　種　類

4-5
　
塗
 
り
 
仕
 
上
 
げ
 
外
 
壁
 
改
 
修
 
工
 
事

４ 外壁用塗膜防水材

　 塗り 　仕上げの形状　・　　　　　　　　工法　・　

　外壁用仕上塗材の耐候性　※JIS A 6909の耐候形１種相当　・　

　　下地挙動緩衝材の適用　・適用する　　・適用しない

　　吹付け工法の模様材の種類　・　　　　　・所要量　　　　[kg/㎡]

　　外壁用仕上塗料の種類　　　・　　　　　・所要量　　　　[kg/㎡]

　ｺﾝｸﾘｰﾄ面のひび割れ部及び欠損部の処理は、本特記仕様書4-2による

　ﾓﾙﾀﾙ面のひび割れ部、欠損部及び浮き部の処理は、本特記仕様書4-3による

　既存塗膜等の除去、下地処理及び下地調整は、本特記仕様書4-5による

８ シーリング 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[3.1.4][表3.1.2][3.7.4～3.7.7]

　　　　　　　　　　施 工 箇 所　　 改修工法の種類

・ｼｰﾘﾝｸﾞ充填工法

・ｼｰﾘﾝｸﾞ再充填工法

・拡幅ｼｰﾘﾝｸﾞ再充填工法

・ﾌﾞﾘｯｼﾞ工法

ｼｰﾘﾝｸﾞ材の種類及び施工箇所　　　　　　　　　　　　　　　　[3.7.2][表3.7.1]

下記の劣化状況調査の結果について、施工方法、施工箇所、施工数量等をまとめた

  浮き部分を壁面に表示する。また、ﾓﾙﾀﾙの剥離・剥落など欠陥部分を調査する。

  仕上塗材等の劣化部分、剥落部等を壁面に表示する。

  新規仕上塗材の美観に影響を与えるおそれのある段差部等を壁面に表示する。

  ｺﾝｸﾘｰﾄの表面の剥がれ及び剥落部を壁面に表示する。

  ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び錆汁の流出の有無を調査する。

  ひび割れの幅及び長さを壁面等に図示する。

 調査内容

  仕上塗材仕上げの下地となる外壁、庇等の躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ面、既存ﾓﾙﾀﾙ、ﾀｲﾙ等の面

 調査範囲

施工数量調査報告書を提出し、監督員の承諾を得て施工する。

4-1 １ 施工数量調査
　
外
　
壁
　
改
　
修
　
工
　
事
　
共
　
通
　
事
　
項

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

※130

　　・行う　　抜取り部の補修方法

　　※行わない

　　・　

・機械式ｴﾎﾟｷｼ

・手動式ｴﾎﾟｷｼ

　　　　　樹脂注入工法

　　　　　樹脂注入工法

　　　　　樹脂注入工法

・　 ・　

※130　 ・　

※70　　・　

※40　　・　

・　

　注入量(ml/m)

※150～250

※100～200

※50～100

・　

※200～300

注入口間隔(mm)

0.2以上～1.0以下

0.2以上～0.3以下

0.3超え～0.5以下

0.5超え～1.0以下

※自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ

 ひび割れ幅(mm)　　注入工法の種類

１ ひび割れ部改修工法4-2
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ト
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し
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※下表以外は、改修標仕表3.7.1を標準とする

　　　ｼｰﾘﾝｸﾞ材の種類（記号）　　　　　　施 工 箇 所

　　　　　　　　　                                                 [1.6.2]

・樹脂注入工法　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [4.1.4][4.2.5]

　注入材料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　[4.2.4]

　　※建築補修用及び建築補強用ｴﾎﾟｷｼ樹脂(JIS A6024)

　検査（ｺｱ抜取り）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　[4.2.5]

　　　　　　　　※充填工法（・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ）　　 [4.2.8]

　笠木の固定金具は改修標仕3.9.3(2)(ｱ)とし、それ以外の取付方法は図示による。

　・配管用鋼管　※硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管　・ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ発泡三層管

材種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[3.8.2][表3.8.1]９ とい

　　　調査内容　　ｼｰﾘﾝｸﾞ使用部位及び長さの確認

　　　調査範囲　　※今回改修工事範囲全て　　　・図示

　　適切に処理を行う

　　分析によりPCBの含有が確認された場合は、下記により施工調査等を行い、

　　　採取個所数　・部材が異なる毎に1箇所　　　　　・図示

　　　採取個所　　※外壁目地　　・建具周囲目地　　 ・図示

　　現場においてｻﾝﾌﾟﾙを採集し、専門分析機関で分析を行う。

　事前調査等　　・行う(下記の要領で分析する)　・行わない

撤去既存ｼｰﾘﾝｸﾞの処理

　　　　　　　　　施工範囲と工事監理区分の確認

　　　　　　　　　仮設計画

　　　　　　　　　廃棄物等の搬出方法

多雪地域の軒とい取付け間隔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [3.8.2]

　・適用する（0.5m以下）　・適用しない

鋼管製といの防露　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[3.8.3][表3.8.4]

　※改修標仕表3.8.4による　　・　

たてどい受け金物の取付け　※図示　・標仕13.5.3(4)(ｲ)による [3.8.3](13.5.3)

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製笠木の種類　　　　　　　　　　　　　　 　　[3.9.2][3.9.3][表3.9.1]

 表面処理・色合い 幅(mm) 板厚(mm)

・ﾌﾞﾗｯｸ

・ﾌﾞﾗｳﾝ系　

・ｽﾃﾝｶﾗｰ

 形式  種　類

・行わない

 下地補修 固定間隔

（図示）

※行う

により定め

る

定する条件

に基づく指

建築基準法

10 ｱﾙﾐﾆｳﾑ製笠木

・2.0

・2.0

・板材折

　曲げ形

　
シー

ル

・板材折

　曲げ形

1.6以上

1.8以上

2.0以上

 
オー

プ
ン ・350形

・300形

・250形

板材折曲げ形ｱﾙﾐﾆｳﾑ製笠木の取付工法

接着性試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [3.7.8]

　※簡易接着性試験　・引張接着性試験（対象施工部位　　　　　）

　　ただし試験成績書を監督員に提出し、承諾を得た場合は試験を省略できる

・ＢＡ－１

・ＢＡ－２

・Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法　　　　　　　　　　　  　　      [4.1.4][4.2.4][4.2.6]

・ｼｰﾙ工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[4.1.4][4.2.4][4.2.7]

※充填工法　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　 [4.1.4][4.2.4][4.2.8]

注入口の箇所数(箇所/㎡) ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数(本/㎡)

・　 ・　

・　

※20

・　

※20

・　

※12

・　

※12

指定部一般部指定部

※25

・　

※20

・　

※20

・　

・　・　

・　

※13

・　

※13

・　

※16

一般部

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分

  ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

  ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

  ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面

・　

４ 浮き部改修工法

　　・既調合材料（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　（ｾﾒﾝﾄは本特記仕様書8-1、8-2「セメントの種類」による）

　　・現場調合材料

　　　・図示

　　　※ｽﾃﾝﾚｽ製ｱﾝｶｰﾋﾟﾝを縦横200mm程度の間隔に打ち込み、ｽﾃﾝﾚｽﾗｽ等を張る。

　　仕上げ厚又は全塗り厚が25mmを超える場合の処置

※25

・　

 注入量

(mL/箇所)

※25

・　

※50

・　

・　

・ｼｰﾙ工法　　　　　　　　　　　　 　　　　　　[4.1.4][4.2.7][4.3.5][4.3.8]

    充 填 材 料 　　　 種　別 　　　　備　考

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙの充填※1成分形又は2成分形

　　　ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材

・ｼｰﾘﾝｸﾞ材

・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂

　　ｼｰﾙ材料

　　　・ﾊﾟﾃ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂

　　　・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂

　　改修標仕4.3.6(2)(ｳ)を「ﾌﾟﾗｲﾏｰを塗布したのち、ｼｰﾙ材をﾊﾟﾃへら等でｸﾗｯｸに

　　押し込み、周囲と平滑に仕上げる。」と読み替える。

３ 欠損部改修工法

　 　 ・ 　

　　※建築補修用及び建築補強用ｴﾎﾟｷｼ樹脂(JIS A6024低粘度形又は中粘度形)

　 　

　　※行わない

　　・行う　　抜取り部の補修方法

0.5超え～1.0以下

0.3超え～0.5以下

0.2以上～0.3以下

※130

・機械式ｴﾎﾟｷｼ

・手動式ｴﾎﾟｷｼ

　　　　　樹脂注入工法

　　　　　樹脂注入工法

　　　　　樹脂注入工法

※自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ

　　注入工法の種類

0.2以上～1.0以下

 ひび割れ幅(mm) 注入口間隔(mm) 　注入量(ml/m)

・　

※200～300

・　

※100～200

※150～250

※50～100 ※40　　・　

※70　　・　

※130　 ・　

・　・　

・樹脂注入工法　　　　　　　　　　　　　　    [4.1.4][4.2.5][4.3.2][4.3.6]

１ 既存モルタル塗り

　 の撤去

・行う（※全面　・図示の範囲）4-3

・既存ﾓﾙﾀﾙ撤去工法（範囲は図示　撤去部分の補修は３.欠損部改修工法による）２ ひび割れ部改修工法

　
モ
 
ル
 
タ
 
ル
 
塗
 
り
 
仕
 
上
 
げ
 
外
 
壁
 
改
 
修
 
工
 
事

　注入材料　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　[4.3.5]

　検査（ｺｱ抜取り）　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 [4.2.5][4.3.6]

　　　　　　　　※充填工法（・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ）　　 [4.2.8]

・Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法　　　　　　　　　　　　　 [4.1.4][4.2.6][4.3.5][4.3.7]

・充填工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　[4.1.4][4.2.8][4.3.5][4.3.9]

　　充填材料　　・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ　　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ　　　　　　　　　

・ﾓﾙﾀﾙ塗替え工法　　　　　　　　　　　　　　　　　  [4.1.4][4.3.5][4.3.10]

　　既製目地材　・適用する（形状　※図示　　・　　　）　　　　　　 [4.3.5]

ﾓﾙﾀﾙを撤去しない場合　  　[4.1.4][4.3.5][4.3.11～4.3.16][表4.3.3][表4.3.6]

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  [4.3.5]

　 　 ・ 　

　　※建築補修用及び建築補強用ｴﾎﾟｷｼ樹脂(JIS A6024低粘度形又は中粘度形)

※130

0.2以上～0.3以下

0.3超え～0.5以下

0.5超え～1.0以下・機械式ｴﾎﾟｷｼ

・手動式ｴﾎﾟｷｼ

　　　　　樹脂注入工法

　　　　　樹脂注入工法

　　　　　樹脂注入工法

0.2以上～1.0以下

 ひび割れ幅(mm)　　注入工法の種類

※自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ

・　

※130　 ・　

※70　　・　

※40　　・　

・　

　注入量(ml/m)注入口間隔(mm)

※200～300

・　

※50～100

※100～200

※150～250

・　

　　　　　　　　※充填工法（・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ）　　 [4.3.7]

　　・行う　　抜取り部の補修方法

　　※行わない

　注入材料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　[4.3.5]

　検査（ｺｱ抜取り）　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 [4.2.5][4.4.6]

　　　※ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

３ 欠損部改修工法 ・ﾀｲﾙ部分張替え工法　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　[4.1.4][4.4.7]

　　接着材の種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [4.4.5]

　　　・JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成ｼﾘｺｰﾝ樹脂系

・ﾀｲﾙ張替え工法　　　　　　　　　　　　　　 　　　　      　[4.1.4][4.4.8]

　　　・張付けﾓﾙﾀﾙ　（・現場調合材料　　・既調合ﾓﾙﾀﾙ）

　　　・接着剤　JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成ｼﾘｺｰﾝ樹脂系

　　張替え用材料

伸縮調整目地及び、ひび割れ誘発目地　　　　　　　　        [4.5.8][表4.4.2]

　位置　※改修標仕表4.5.1による　・図示

注入口の箇所数(箇所/㎡)

・ 　・ 　

・ 　

  ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法

  ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

  ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数(本/㎡)

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分

・　 ・　

・　

・　 ・　

・　

※20※12

※12 ※20

指定部一般部指定部

※25

・　

※20

・　

※20

・　・　

※13

・　

※13

・　

※16

一般部

 注 入 量

・　

・　

・　

※25

※50

(mL/箇所)

※25

・　

４ 浮き部改修工法

　材質　※ｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径4mmの丸棒で全ﾈｼﾞ切り加工したもの

 改修工法の種類

 改修工法の種類

ﾀｲﾙを撤去しない場合 [4.1.4][4.4.4][4.4.5][4.4.9～4.4.15][表4.3.5][表4.3.6]

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  [4.4.5]

備考欄に記載された商品名等は、品質の程度を示すための参考商品名である。

施工場所・用途
 なしあり無釉施釉なしあり 標準 特注

色役 物うわぐすり耐凍害性形状寸法

５ ﾀｲﾙ張り ﾀｲﾙの種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[4.4.5][4.4.7][4.4.8]

 備 考
 （㎜)

　外装ﾀｲﾙ　　　　・密着張り　・改良積上げ張り　・改良圧着張り

６ 目地改修工法

　ﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ　　　　・ﾏｽｸ張り　 ・ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り

　ﾀｲﾙの見本焼き　※行わない　・行う　　　　　　　　　　　　　    　[4.4.8]

壁ﾀｲﾙ張りの工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　[4.4.8][表4.4.5]

　ﾀｲﾙの試験張り　※行わない　・行う　　　　　　　　　　　　　　　　[4.4.8]

・目地ひび割れ部改修工法　　　　　　　　　　　　　　　　 　[4.1.4][4.4.16]

・伸縮調整目地改修工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [4.1.4][4.4.16]

・欠損部改修工法

・浮き部改修工法

・ひび割れ部改修工法

下地ひび割れ部等の補修

※既存仕上げ面全体　・　

　　　　処 理 範 囲

・ｻﾝﾀﾞｰ工法

　　　工　法　 及び下地処理

１ 既存塗膜等の除去4-5

・塗膜はく離剤工法

※上記処理範囲以外の既存仕上面全体

・　

※既存仕上げ面全体　・　

・水洗い工法

※高圧水洗工法
※既存防水型複層塗材仕上げ面　15Mpa

・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

２ 下地調整

　
塗
 
り
 
仕
 
上
 
げ
 
外
 
壁
 
改
 
修
 
工
 
事

既存塗膜劣化部の除去、下地処理の工法　　 　　　　[4.5.4][表4.5.4～表4.5.7]

※既存外装薄塗材仕上げ面　30Mpa

※下地調整塗材　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  [4.5.2][4.5.4]

種類、仕上げの形状、工法　　　　　　　　　[4.1.5][4.5.2][表4.5.1][表4.5.2]

防火材料の選定　・建築基準法に基づく指定又は認定を受けた材料とする [4.5.2]

　　増塗材　　　※行う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [5.1.3]

※適用する（適用部品及び適用位置は図示による）　　 　　　　　　　　[5.1.7]３ 防犯建物部品

※建具表による

※建具表による

・撤去工法

・かぶせ工法

　改修工法 　　　　　　　　　適　用　箇　所

５ １ 改修工法

２ 見本の製作等

・　 ・ 

無着色内部建具

　　　　　　 色　合　い　等

無着色

　　　  種　別

外部建具

施工箇所

表面処理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[5.2.4][表5.2.2]

外部に面する建具の性能等級　　　　　　　　　　　 　[5.2.2][5.2.4][表5.2.1]

施工箇所

※７０

 枠見込み(mm) 水密性

※Ｗ－４

　Ｗ－５　Ａ－４

※Ａ－３

 気密性耐風圧性

Ｓ－４

Ｓ－５

Ｓ－６・Ｃ種

※Ｂ種

・Ａ種

　種別

４ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具

※ＢＢ-１種

・ＢＢ-２種

※ＢＣ-１種

・ＢＣ-２種

標準色（・ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ)

標準色（・ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ)

　
建
　
具
　
改
　
修
　
工
　
事

・特殊な建具の仮組等　(建具番号　　　　　　　　) 

・見本の製作　　　　　(建具番号　　　　　　　　) 　　　　　　　　　[5.1.5]

　伸縮調整目地の位置及び寸法　・図示

５ 網戸 防虫網　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [5.2.3]

　形式　・外部可動式　・固定式　・図示

　網目　※16～18メッシュ　　・　

　線径　※0.25㎜以上　　　　・　

　材質　※合成樹脂製　・ｶﾞﾗｽ繊維入り合成樹脂製　・ｽﾃﾝﾚｽ(SUS316)製

・Ｗ－５Ａ－４

外部に面する建具の性能等級　　　　　　　　　　　 　[5.3.2][5.3.4][表5.3.1]

施工箇所 枠見込み(mm) 水密性

※Ｗ－４

 気密性耐風圧性

Ｓ－４

Ｓ－５

Ｓ－６・Ｃ種

※Ｂ種

・Ａ種

　種別

６ 樹脂製建具

外部に面する建具の遮音性能等級　　　　　　　　　　　　　  　[5.3.2][5.3.4]

・Ｔ－２

・Ｔ－１

遮音性能

外部に面する建具の断熱性能等級　　　　　　　　　 　[5.3.2][5.3.4][表5.3.2]

施工箇所

・Ｈ－６

・Ｈ－５

・Ｈ－４

断熱性能 熱貫流率(W/(㎡･K))

2.9以下

2.3以下

1.9以下

・Ｈ－７

・Ｈ－８

1.5以下

1.1以下

   施工箇所

水切り　　※図示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [5.3.5]

表面色　　標準色（※ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ)　 　　　　　　　　 [5.3.4]

ガラス　　※複層ガラス　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  [5.3.3]

※下表以外は表5.4.2による　　　　　　　　　　　　　　　 　[5.4.4][表5.4.2]

外部に面する建具の耐風圧性　　　　　　　　　　　　 [5.4.2][5.4.6][表5.2.1]

７ 鋼製建具

区　分

　窓

・図示

　・Ｓ－４　・Ｓ－５　・Ｓ－６

　※適用する（適用箇所は建具表による）　(標準型鋼製建具を

　 含む)

戸

枠類

枠類

　出入口

簡易気密型ﾄﾞｱｾｯﾄの性能の適用　　　　　　 　　　　　[5.4.2][5.4.6][表5.4.1]

鋼板類の厚さ（1枚戸の有効開口幅950mm又は有効高さ2,400mmを超える場合）

　　2.3

　　2.3

　　2.3

使用箇所

外部の下枠、水切り板　

外部に面するスイングドアの建具

中骨

　厚さ(㎜)

代表理事　小杉　隆光

管理建築士 一級建築士第135266号 小田野淳一

審　査 担当ﾁｰﾌ 担当ｻﾌﾞ

図面名称

図面番号

備 考
所在地：〒959-0232 新潟県燕市吉田東栄町48番1号 電話/FAX=０２５６（９３）５８００

燕 市 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

年月日

一級建築士事務所 新潟県知事登録(ニ)第4445号 

工事名称

縮 尺

Ａ－０２

改修特記仕様書（その２）

担当ｻﾌﾞ

設計番号

令和5年6月

通信仮眠室整備工事

NOSCALE

既存AW-11

ﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽ→ｱﾙﾐ断熱ﾊﾟﾈｽに取替

既存ｶﾞﾗｽ面外張り用窓ｶﾞﾗｽﾌｨﾙﾑ



・継目処理工法

・突付け工法

・目透かし工法

せっこうボードのエッジの種類 施工箇所目地工法の種類

・ﾍﾞﾍﾞﾙ

・ﾍﾞﾍﾞﾙ

・ｽｸｴｱ

・ｽｸｴｱ

・ﾃｰﾊﾟｰ ・ﾍﾞﾍﾞﾙ

主成分による区分記号

※アルミニウム製

壁用金属枠の種類

　壁用金属枠及び補強材

　呼び寸法

　    寸 法(mm)

19 ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ積み

  シーリング材の種別
被着体の組合せ

        性 能 等        表 面 形 状

耐久性による区分

　シーリング材料

　化粧目地モルタルの色　※モルタル色　・　

・　

　　　　　　　規格及び補強材等

・標仕16.2.3のｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具の材料による

・　

・　

※クリア

・　

※無し

・　

※無し

 耐火性能 防火性能 パターン　　色　調　厚さ

品質　JIS A 5759による

20 ガラス用フィルム 　　　 名　称

※ｶﾞﾗｽ飛散防止ﾌｨﾙﾑ 飛散防止率　95%以上第２種 ※内張り　・外張り

　　　性 能 値　　　張 り 面 種 類

自動ﾄﾞｱの開閉機構　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  [5.9.2][表5.9.4]

10 木製建具

９ ｽﾃﾝﾚｽ製建具

　・Ｓ－４　・Ｓ－５　・Ｓ－６

８ 鋼製軽量建具

　 建具を含む)

　 (標準型鋼製軽量

５
　
建
　
具
　
改
　
修
　
工
　
事

　・亜鉛めっき鋼板　　・ﾋﾞﾆﾙ被覆鋼板　　・ｶﾗｰ鋼板　　・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板

鋼板類の種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　 　 [5.5.3]

簡易気密型ﾄﾞｱｾｯﾄの性能値の適用は建具表による　　　 　　　　[5.5.2][5.5.6]

簡易気密型ﾄﾞｱｾｯﾄの性能値の適用は建具表による　　  [5.4.2][5.6.2][表5.4.1]

外部に面する建具の耐風圧性　　　　　　　　　　　  [5.4.2][5.6.2][表5.2.1]

５
　
建
　
具
　
改
　
修
　
工
　
事

６
　
内
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

「製材の日本農林規格」による製材　　　　　　　　　　　　　　　　　 [6.5.2]

７ 集成材

　　　　

・発泡層のあるもの

※発泡層のないもの

　 JISの記号　　　種　　類 　　色　　　柄

※無地　・ﾏｰﾌﾞﾙ柄

※柄物　・無地

　　厚さ(mm)

　　箇所数　・当該階において3箇所程度　・図示

　　荷重　　・400N　　・　

　屋外の場合の試験

改修標仕1.2.2[施工計画書]による品質計画で定める。

ただし、建築基準法に基づき指定する条件により、定まる風圧力に対応した工法を

野縁受、吊りﾎﾞﾙﾄ、ｲﾝｻｰﾄ

　　　　　下地材の間隔（㎜）

　 中央部　　　周辺部
　野　縁

※下表以外は、改修標仕6.6.3及び表6.6.2による

※ＦＳ　・ ※2.0

　　　　　種　　　　類  JISの記号

※2.0

厚さ(mm) 　　　備　　考

※ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・単層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・薄型置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

ＦＴ

ＴＴ

ＫＴ

ＦＯＢ

・　

・　

10 軽量鉄骨天井下地

11 ビニル床シート張り

12 ビニル床タイル張り

８ 合板等

　工場における加圧式とし、十分に乾燥を行う。

防腐・防蟻処理の方法

　種類及び品質等が確認できる資料を監督員に提出し承諾を受ける。

９ 防腐・防蟻処理 防腐処理　※行う(適用範囲　※改修標仕6.5.5(1)による　・図示)   　  [6.5.5]

　防腐・防蟻剤はｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ等を含まない非有機ﾘﾝ系の表面処理用木材保存剤とし、

　　　　適用部材 　 保存処理性能区分

・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４

・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４

　薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

屋外の場合の形式及び寸法　　　　　　　　　　　　 　　　　 [6.6.3][表6.6.2]

既存の埋込ｲﾝｻｰﾄ　　・使用する　・使用しない　　　　　　　　　      [6.6.4]

ふところが３ｍを超える場合の補強　　※図示　　・　　　　　　　　　 [6.6.4]

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　[6.8.2]

工法　　※熱溶接工法　・突付け（施工箇所　　　　　　　　 　）　 　 [6.8.3]

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [6.8.2]

屋外の天井の補強　　※図示　　・改修標仕6.6.4(11)による　　　　　　[6.6.4]

13 帯電防止床ﾀｲﾙ張り

９

10

　　　　

６
　
内
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　[6.8.2]

防蟻処理　・行う(適用範囲                                  )　　　 [6.5.5]

・ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・　

・　

※4.0又は4.5

※2.0　・　

　厚 さ(mm)　　　 種　　類 　　　　　　性　　能

体積抵抗値(JIS K 6911による)

1.0×10

漏洩抵抗値(JIS A 1454による)

1.0×10 Ω未満

Ω以下、 又は、

６ 製材

・広葉樹製材

・下地用

　針葉樹製材

・造作用

　針葉樹製材

※A種 ・B種

品　　名 施工箇所 樹種 等級 含水率 保存処理材面の品質形状

・　

※A種 ・B種

・　

※10％以下

・A種 ・B種

・　

※２級

・　

・上小節

・小節以上

※１等

・　

「製材の日本農林規格」以外の製材　　　　　　　　　　　　　　　　　 [6.5.2]

施工箇所 樹種

・　

寸法
(mm)

材面の品質 防虫処理 含水率

(　　　　　 )

造作材の場合

(※A種 ・B種)

・適用する

・適用しない

※A種 ・B種

・　

・樹種のうち杉は、県産材を使用する

「集成材の日本農林規格」による造作用集成材等  　       　　　 [6.5.2]

・　

・化粧ばり構造用集成柱

・造作用集成材 ※1等 ・2等

※1等 ・2等・化粧ばり造作用集成材

見付け

材面

寸法

(mm)

化粧単板心材

の樹種
品名施工箇所品　　名

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

の樹種

・1等 ・2等

・　

品　　名
寸法

(mm)

・Ａ ・Ｂ

・Ｃ

・異等級構成直交集成板

・同一等級構成直交集成板

樹種
接着性能

(使用環境)

・Ａ ・Ｂ

・　

・　

・　

・Ｃ

・Ａ種 

(強度等級)

曲げ性能

・Ｂ種

・Ａ種

・Ｂ種

・　

種別施工箇所

・　

・　

・　

直交集成板（ＣＬＴ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [6.5.2]

･適用･普通合板

･構造用合板

･天然木化粧合板

･　

･化粧ばり構造用合板

･適用

･適用

･適用

※1類 ･2類

･特類※1類

･特類 ･1類

･1類  ･2類

※5.5・　 

※12 ・　　

防虫処理板面の品質樹種接着の程度板厚(㎜)施工箇所品 名

・　

・　

・　

「合板の日本農林規格」による合板等　　　　　　　　　　　　　　　　 [6.5.2]

　ただし、現場における加工が生じた場合には、加工した箇所に対し、現場にて

　表面処理用木材保存剤を塗布することとする。

施　工　箇　所

あと施工ｱﾝｶｰの引抜き試験　※行う　　　　　　　　　　　　　　　　　 [6.6.4]

断熱性 日射取得性･遮へい性

・Ｇ ・空気

・日射熱遮へい複層ｶﾞﾗｽ ・T4 ・T5 ・T6 ・Ｓ

特性による種類

・Ⅰ種

・Ⅱ種 ・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ　・ｸﾞﾘｰﾝ

反射被膜面 日射遮へい性 耐久性

・１種 ・Ａ類

　ガラス ・外面 ・２種 ・Ｂ類 　ない

・３種

　反射ガラス

品　　質 乾燥気体の種類

・断熱複層ｶﾞﾗｽ ・T1 ・T2 ・T3 

・熱線反射ガラス

品　　質 材料板ｶﾞﾗｽの種類 映像調整

※熱線反射 ※内面 ・ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ ※行わ

・熱線吸収ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ

・高性能熱線 ・行う・内面 ・強化ｶﾞﾗｽ

・倍強度ｶﾞﾗｽ

・倍強度ガラス

材料板ｶﾞﾗｽによる種類の名称 色　　調

※ﾌﾛｰﾄ倍強度ｶﾞﾗｽ　　　

・熱線吸収倍強度ｶﾞﾗｽ ・ｸﾞﾚｰ　・ﾌﾞﾙｰ　・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ　・　

鍵札数量　　　※錠前１組に２枚とする　　・錠前１組に  　枚とする

かぎ箱　　　　市販品(鋼製)　　形式　・30組用　・60組用　・120組用　・　

開 閉 方 法

※ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾄﾞｱ ・ﾀｯﾁｽｲｯﾁ 　　※光線(反射)ｾﾝｻｰ

・ｽｲﾝｸﾞﾄﾞｱ ・音波ｾﾝｻｰ　 　 ・熱線ｾﾝｻｰ  　・光電ｾﾝｻｰ  　・電波ｾﾝｻｰ

・押しﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁ  ・多機能ﾄｲﾚｽｲｯﾁ

凍結防止措置　※行わない　　・行う（　　　　　　）　　　　 　　　 [5.9.2]

※適用する（適用建具及び適用位置は図示による）　　　　　　　　　 [5.10.1]

外部に面するｼｬｯﾀｰの耐風圧強度（　　　　　　　　）N/㎡　　　  　　[5.11.2]

開閉機能　　※上部電動式(手動併用)　・上部手動式　　　 [5.11.2][表5.11.1]

急降下制動装置、急降下停止装置等を設けた電動ｼｬｯﾀｰの設置個所 　　 [5.11.2]

　・図示　　　・　

障害物感知装置を設けた電動ｼｬｯﾀｰの設置箇所　　・図示　　・　

屋内用防火ｼｬｯﾀｰ若しくは防煙ｼｬｯﾀｰの危害防止装置

　・設ける（設置箇所：・図示　　・　　　　　　）

一般重量ｼｬｯﾀｰのｼｬｯﾀｰｹｰｽ　※設ける　・設けない　　　　　　　　　　[5.11.2]

開閉形式　　※手動式　・上部電動式（手動併用） 　　　　[5.12.2][表5.12.1]

外部に面するｼｬｯﾀｰの耐風圧強度（　　　　　　　　）N/㎡　　　　 　 [5.12.2]

スラット　　厚さ(mm)　・0.5　・0.6　・0.8　・1.0　　　　　　　 [表5.12.2]

　　　　　　材質　※塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯 　　　　　　　[5.12.3]

　　　　　　形状　※ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ形　・ｵｰﾊﾞｰﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ形　　　　　　　 [5.12.4]

ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ等　※鋼板製　・ｽﾃﾝﾚｽ製SUS304(厚さ1.5mm)　　　　　　　 [表5.12.2]

ｼｬｯﾀｰｹｰｽ　　厚さ(mm)  　・0.4　・   　　　　　　　　　　　　　 [表5.12.2]

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [5.13.2][5.13.3][表5.13.1]

セクション材料 開閉方式 収納形式 ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ

※スチールタイプ ※ﾊﾞﾗﾝｽ式 ・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ形 ・溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板

・アルミニウムタイプ ・ﾁｪｰﾝ式 ・ﾛｰﾍｯﾄﾞ形 ※ｽﾃﾝﾚｽ鋼板(SUS304)

・ファイバーグラスタイプ ・電動式 ・ﾊｲﾘﾌﾄ形

・ﾊﾞｰﾁｶﾙ形

耐風圧性能による区分　・５０　・７５　・１００　・１２５         [5.13.2]

下記以外は、建具表による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [5.14.2]

・合わせガラス

　特性による種類　　※ Ⅱ-1類　　・　

・強化ガラス

材料板ｶﾞﾗｽによる種類 特性による種類

・ﾌﾛｰﾄ強化ｶﾞﾗｽ ・Ⅲ類（曲面はⅠ類）

・型板ｶﾞﾗｽ

・複層ガラス

材料板ｶﾞﾗｽの種類及び厚さの組合せ並びに複層ｶﾞﾗｽの厚さ　・建具表による

・熱線吸収板ガラス

材料板ｶﾞﾗｽによる種類 色　　調

・熱線吸収ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ ・ﾌﾞﾙｰ　・ｸﾞﾚｰ

・熱線吸収網入り磨き板ｶﾞﾗｽ

フラッシュ戸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[5.7.2][5.7.3][表5.7.6]

　表面材の種類　 ・　　　　　表面材のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量　※F☆☆☆☆　・　

　MDFボード　　　表裏面の状態（・　　　　）　曲げ強さ（・　　　　）

　　 　　　　　　接着剤　　　（・　　　　）　難燃性　（・　　　　）

　表面板の厚さ 　普通合板(※2.5㎜ ・　㎜)  天然木化粧合板(※3.2㎜ ・　㎜)

　　　　　　　　 特殊加工化粧合板(※2.4㎜ ・　㎜)

かまち戸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[5.7.2][表5.7.3][表5.7.7]

　かまちの樹種（・　　　　　　）　鏡板の樹種（・　　　　　　　）

　ふすまの種別　　・Ⅰ型　　・Ⅱ型

　ふすまの上張り  ・鳥の子 ・新鳥の子 ・ﾋﾞﾆﾙ紙程度 ・雲花紙程度

　ふすま縁の仕上げ　　・塗り縁　　・生地縁

　見込み寸法　かまち戸（※36㎜　・　㎜）　ふすま（※19.5㎜　・　㎜）

　　　　　　　戸ぶすま（※30㎜　・　㎜）　紙張り障子（※30㎜　・　㎜）

建具材の加工・組立時の含水率　　※A種　・B種　　　　　　 [5.7.2][表5.7.1]

接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量　※F☆☆☆☆　　・　　　　　　　　　　　 [5.7.2]

くつずりの材料　・　　　　　枠の材料　・　　　　　　　　　　　　　[5.7.2]

17 ｶﾞﾗｽ

16 ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ

15 軽量ｼｬｯﾀｰ

14 重量ｼｬｯﾀｰ

13 自閉式上吊り

   引戸装置

12 自動ﾄﾞｱ開閉装置

11 建具用金具 ﾏｽﾀｰｷｰ　　　　・製作する(　　　本)　　　※製作しない              [5.8.4]

 鋼製及び軽量鋼製

 ステンレス製

※ｼｰﾘﾝｸﾞ材

※ｼｰﾘﾝｸﾞ材

18 ｶﾞﾗｽ留め材

・ｼｰﾘﾝｸﾞ材　※ｶﾞｽｹｯﾄ(FIX部はｼｰﾘﾝｸﾞ材) アルミニウム製及び樹脂製

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　[5.14.2][表3.7.1]

建具の種類 種　類

ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　[5.14.5]

　　下表以外は改修標仕表3.7.1による　　　 　　 　[5.14.5][3.7.2][表3.7.1]

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修　　　　　　　　　　　   [6.3.2][4.3.10]

　　※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

　　・図示の範囲

　　※壁面より両側600mm程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

　　・図示の範囲

　　※既存のまま

成する材料及び接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量はＦ☆☆☆☆を基本とする。なお、

該当する材料等がない場合において、Ｆ☆☆☆☆以外の材料等を使用する場合は

監督員の承諾を受けること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　 [6.1.2]

・天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲　　    　 [6.1.3]

・天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修　　　　　　　 　　　　　　　  [6.1.3]

１ 基本要求品質

　特記以外の建物内部に使用する内装改修工事の既製品等の品質、又は製品を構

２ 改修範囲 ・既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井、壁、床の改修範囲　 　　 　 [6.1.3]

３ 施工数量調査

　　・図示の範囲

                                                                   [1.5.2]

　下記の調査結果について、施工方法、施工箇所、施工数量等をまとめた施工数量

調査報告書を提出し、監督員の承諾を得て施工する。

・内部床、壁、天井等の改修後に見え掛りとなる既存のｺﾝｸﾘｰﾄ、ﾓﾙﾀﾙ、ﾀｲﾙ、

　ﾌﾟﾗｽﾀｰ、ﾎﾞｰﾄﾞ等の面

　　調査内容

　　　ひび割れの幅及び長さを壁面等に図示する。

　　　ﾓﾙﾀﾙ、ﾀｲﾙ、ﾌﾟﾗｽﾀｰの浮き部分を壁面に表示する。また、ﾓﾙﾀﾙの欠陥部分

　　　(ﾓﾙﾀﾙ目地を含む。)を調査する。

　　　仕上材の欠損部、腐朽部、脆弱部を壁面に表示する。

・ｶﾊﾞｰ工法による床・壁・天井改修箇所の下地材

　　調査内容

　　　既存下地材の不陸、脆弱部、欠損部を調査する。

　　　天井下地組の強度、腐朽状況を調査する

・改修工事後も使用する建具(枠、額縁を含む。)

　　調査内容

　　　建具の建付け状況、建具金物の不具合の有無、仕上げ材の欠損部、腐朽部

　　　を調査する。

・設備工事及び既存部分と改修部分との取合い部の整合を調査する。

・造り付けの実験台、作業台、流し及び黒板等で監督員が指示したものについて、

　欠陥部分不具合の有無を調査する。

４ 既存床の撤去

   及び下地補修

・ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ等の撤去　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 [6.2.2]

　　※仕上げ材のみ(接着剤とも)

　　・下地ﾓﾙﾀﾙとも(※図示の範囲)

　　・行わない(※図示の範囲)

・合成樹脂塗り床の材の除去工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [6.2.2]

　　・機械的除去工法

　　※目荒工法

５ 既存壁の撤去

　 並びに下地補修 　※図示

　・[4.4.9]ﾓﾙﾀﾙ塗替え工法

　　　仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の処置

　　　　※ｽﾃﾝﾚｽ製ｱﾝｶｰﾋﾟﾝを縦横200mm程度の間隔に打ち込み、ｽﾃﾝﾚｽﾗｽ等を張る。

　　　　・図示

６

　
内
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

改修後の床の清掃範囲　　※改修箇所の室内　　　　　　　　　　　　 　[6.2.2]

   注意喚起用床材

・磁器又はせっ器ﾀｲﾙ

・ｺﾝｸﾘｰﾄ系

・磁器又はせっ器ﾀｲﾙ

・ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ系

・塩化ﾋﾞﾆﾙ系

適用箇所

 屋　内

 屋　外 ※300×300×60 ・300×300×30

による

JIS T 9251

※300×300

※300×300

　　　　寸　法 (㎜) 　　形　状

ﾌﾞﾛｯｸﾊﾟﾀｰﾝ

　　　 種　類

14 誘導用、

15 ビニル幅木

視覚障害者用ﾀｲﾙ　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　     [6.8.2]

・柄物(標準品)

※単一色(無地)

　 色・柄等   帯 電 性

人体帯電圧

　※3kV以下　

　・　・ｶｯﾄ､ﾙｰﾌﾟ併用

・ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

   ﾊﾟｲﾙ形状     織 り 方

・ｳｨﾙﾄﾝｶｰﾍﾟｯﾄ

・ﾀﾞﾌﾞﾙﾌｪｰｽｶｰﾍﾟｯﾄ

・ｱｷｽﾐﾝｽﾀｰｶｰﾍﾟｯﾄ・Ｃ種

・Ｂ種

・Ａ種

  種 別

16 カーペット敷き

　　ﾊﾟｲﾙ形状

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

・ﾏﾙﾁﾚﾍﾞﾙﾙｰﾌﾟ

・ﾚﾍﾞﾙﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

・ｶｯﾄ､ﾙｰﾌﾟ併用

※4.0

※4.0～6.0　・　

※5.0～7.0　・　

　　　ﾊﾟｲﾙ長(mm)

※全面接着工法

・ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法  ※3Kv以下

人体帯電圧

　

   帯 電 性　　 工　法

・タフテッドカーペット　　　　　　　　　　 　　　　[6.9.2][6.9.3][表6.9.2]

・織じゅうたん　　　　　　　　　　　　 　　　　　  [6.9.1][6.9.2][表6.9.1]

・タイルカーペット　　　　 　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　[6.9.2]

高さ(mm)　　※60　　・75　　・100

厚さ(mm)　　※1.5　 ・　　　　　　　　　　　　　　 　　  　　　　  [6.8.2]

9

※第一種 ※ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ ※500角

施 工 箇 所総厚さ(mm)寸法(㎜)電気抵抗値(Ω)種　別 ﾊﾟｲﾙ形状

※適用しない

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ ・10 Ω以下

※6.5

・弾性ウレタン塗床材

・エポキシ樹脂塗床材

　　　　種　　別                仕 上 げ の 種 類

・樹脂モルタル仕上げ（※平滑　・防滑）

・薄膜型塗床

                                              [6.10.3][表6.10.4～表6.10.8]17 合成樹脂塗床

※薄膜流しのべ仕上げ（※平滑　・防滑）

・厚膜流しのべ仕上げ（※平滑　・防滑）

※平滑仕上げ　・防滑仕上げ　・つや消し仕上げ　　 

・1等

　　 品　　名

・天然木化粧複合

・なら

・なら

 樹　種  板　厚

・1等 ※15

※15

　　工　法

・釘留め工法

・接着工法

・ﾓﾙﾀﾙ埋込工法

・接着工法

※釘留め工法 ※塗装品

・無塗装品

・塗装品

　仕上塗装

18 フローリング張り

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ1等

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ1等

・複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

（大型積層型式）

・かば ※のりくぎ併用

　ビス留め

・塗装品

※無塗装品

※18

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種　

・接着工法 ・無塗装品

　　　　　　　[6.11.2][6.11.3][6.11.4][6.11.5][6.11.6][表6.11.1～表6.11.6]

等級・種別

　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

現場塗装仕上げ　　・行う(下地調整：　　　　　、塗料：　　　　　)　[6.11.6]

　　　　　　　　　・行わない

19 畳敷き

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ床下地

改修標仕表6.5.10による床組 ・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種(※KT-Ⅲ・　　)

・Ｃ種　・Ｄ種(※KT-Ⅲ・　　)

　　　適 用 箇 所                畳　の　種　別

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　  [6.12.2][表6.5.8][表6.12.1]

   その他のﾎﾞｰﾄﾞ張り 　　　　種　　類

・硬質木毛ｾﾒﾝﾄ板

・普通木毛ｾﾒﾝﾄ板

・けい酸ｶﾙｼｳﾑ板

・ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板

・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・不燃積層せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・難燃合板

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 　[6.13.2][表6.13.1]20 せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

　　　　　厚さ(mm)・規格等

・12.5（不燃）　 ・15.0（不燃）

・9.5（準不燃）　・12.5（準不燃）

　　　　　 　化粧有(ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様)

　9.5(不燃)　化粧無(下地張り用)

・9.5（準不燃）　・12.5（不燃）

・凹凸ﾀｲﾌﾟ(※12.0　・15.0)　((個)不燃)

※ﾌﾗｯﾄﾀｲﾌﾟ(※9.0　・12.0　・　　　)

・15　・20　・25

・15　・20　・25

ﾀｲﾌﾟ2(無石綿)

・普通合板 表板の樹種・ﾗﾜﾝ　 板面の品質・1等　　厚さ ※図示

接着の程度・1種 ・2種　防虫処理・行う　・行わない

軽量鉄骨下地ﾎﾞｰﾄﾞ遮音壁の遮音ｼｰﾙ材　　　 　　　　　　　　　　　　 [6.13.2]

　・シーリング材　　　・ジョイントコンパウンド

・せっこうﾎﾞｰﾄﾞの目地工法　　　　　　　　　　　　　　　 [6.13.3][表6.13.5]

　　　　　　　　セ ン サ ー の 種 類

ＨＴＬ

代表理事　小杉　隆光

管理建築士 一級建築士第135266号 小田野淳一

審　査 担当ﾁｰﾌ 担当ｻﾌﾞ

図面名称

図面番号

備 考
所在地：〒959-0232 新潟県燕市吉田東栄町48番1号 電話/FAX=０２５６（９３）５８００

燕 市 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

年月日

一級建築士事務所 新潟県知事登録(ニ)第4445号 

工事名称

縮 尺

Ａ－０３

改修特記仕様書（その３）

担当ｻﾌﾞ

設計番号

令和5年6月NOSCALE

通信仮眠室整備工事

仮眠室1～3　・仮眠室通路

FS・特殊ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ塗装・UVｺｰﾄ・ｼｰﾘﾝｸﾞ・ 化粧けい酸ｶﾙｼｳﾑ板



６
　
内
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

６
　
内
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

なし

※ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ32K ＧＷ－Ｂ ※25　・　

21 吸音材 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[表6.13.1]

・ﾛｯｸｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ1号 ＲＷ－Ｂ ※25　・　

 

 ・ 

 

 

 

 

 

 ※不燃・準不燃・難燃

22 壁紙張り                                                                   [6.14.2]

※不燃・準不燃・難燃

ﾓﾙﾀﾙ、ﾌﾟﾗｽﾀｰ面等の素地ごしらえ　　　　　　　　　　[6.14.3][7.3.5][表7.3.4]

既製目地材　※適用しない　　・適用する（形状は図示による）   　   [6.15.3]

23 ﾓﾙﾀﾙ塗り モルタル　・現場調合材料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[6.15.3]

　　　　　（ｾﾒﾝﾄは本特記仕様書8-1、8-2「セメントの種類」による）

　　　　　・既調合材料

　・  

24 ﾀｲﾙ ﾀｲﾙの種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　[6.16.3]

仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の処置　　　　　　　　[6.15.5][4.3.10]

　※B種　　・A種(施工箇所：　　　　　　)

　※B種　　・A種(施工箇所：　　　　　　)

　※B種　　・A種(施工箇所：　　　　　　)

コンクリート面の素地ごしらえ　　 　　　　[6.14.3][7.3.6][表7.3.5][表7.3.6]

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面等の素地ごしらえ　　　　　　　　　 [6.14.3][7.3.7][表7.3.7]

ｺﾝｸﾘｰﾄ素地面の処理　　・目荒し工法　　・　　　　　　　　　　　　　[6.16.3]

ﾀｲﾙの試験張り　　※行わない　　・行う　　　　　　　　　　　　　 　[6.16.2]

ﾀｲﾙの見本焼き　　※行わない　　・行う　　　　　　　　　　　　　　 [6.16.2]

　ﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ(内装タイル以外)　・マスク張り　　・モザイクタイル張り

　内装ﾀｲﾙ　　　　          ※ﾀｲﾙ接着剤張り　　・密着張り　　・改良圧着張り

壁ﾀｲﾙ張りの工法　　　　　　 　[6.15.5][6.16.3][6.16.4][表6.16.4][表6.16.6]

　　

　

空調用吹き出しﾊﾟﾈﾙ

　配線取り出し開口　※40㎜×80㎜程度の開口

　ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ全体面積に対する設置割合　※20～30%

配線取出しﾊﾟﾈﾙ　　　　

　ｺﾝｾﾝﾄの箇所数　※10～15㎡ に1箇所程度

　仕様　※製造所の標準仕様(ｺﾝｾﾝﾄ本数は別途設備工事)

ｺﾝｾﾝﾄ等の取付け対応

　・図示

・　

・　図示

※50未満

・1.0G

・0.6G

・3,000N

・5,000N

・帯電防止床ﾀｲﾙ

・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ
・帯電防止床ﾀｲﾙ
・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

・3,000N

・5,000N

・1.0G

・0.6G

・　図示

※50未満

・ﾊﾟﾈﾙ構法

・溝構法　

不燃材料の認定　　・有り

・ｽﾀｯﾄﾞﾊﾟﾈﾙ式

・ｽﾀｯﾄﾞ式

※ﾊﾟﾈﾙ式 ・　

・ 　

・有り

　・有り(※固定式　・可動式　：施工箇所は図示)

　※無し

・一般ﾀｲﾌﾟ

・遮音ﾀｲﾌﾟ

※鋼板

※鋼板 ・焼付け塗装

・焼付け塗装 ・手動式　・電動式

・部分電動式

・手動式　・電動式

・部分電動式

25 ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(20.2.2)

・ﾊﾟﾈﾙ構法

・溝構法　

注1：耐荷重性能5,000Nについては、国土交通省の建設技術評価「耐震型ﾌﾘｰｱｸ

注2：表面仕上げ材の品質･規格等は、13 帯電防止床ﾀｲﾙ張り、16 ｶｰﾍﾟｯﾄ敷きに

   ｾｽﾌﾛｱの開発」において評価を取得したもの又は同等のものとする。

　 よる。

ｽﾛｰﾌﾟ及びﾎﾞｰﾀﾞｰ

　※製造所の標準仕様(ただし、構成材は標仕20.2.2(2)(ｲ)による)

26 可動間仕切 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(20.2.3)

※鋼板

(※0.6　・0.8)

・ﾒﾗﾐﾝ樹脂焼付け

・ｱｸﾘﾙ樹脂焼付け

27 移動間仕切 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (20.2.4)

表面仕上げの壁紙張りの品質　　22壁紙張りによる。

パネル圧接装置操作方法　　※製造所標準仕様　　・ 

遮音性能　　※36dB/500Hz以上　　・36dB/500Hz未満

28 トイレブース 表面仕上げ材　・ﾒﾗﾐﾝ樹脂系化粧板(標準色　ｱﾙﾐ製ｺｰﾅｰｴｯｼﾞ付き)　　 　(20.2.5)

　　　　　　　・ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂系化粧板(標準色　ｱﾙﾐ製ｺｰﾅｰｴｯｼﾞ付き)

脚部(ｽﾃﾝﾚｽ製) ※幅木ﾀｲﾌﾟ　・支柱ﾀｲﾌﾟ

ﾄﾞｱｴｯｼﾞ　　　 ※曲面形　　・ﾌﾗｯﾄ形　　・製造所の仕様

種　　　類 記　号 厚さ(mm)

防火性能の級別
壁 紙 の 種 類

施工箇所
紙製 織物 ﾋﾞﾆﾙ 化学繊維 無機質

備　考

施工場所・用途
形状寸法

(㎜)

耐凍害性

あり なし 施釉 無釉

うわぐすり 役 物

あり 標準 特注

色
備 考

施工箇所 構　法
仕上り高

(mm)

適用地震時

水平力

耐荷重性能

(注1) (注2)

表面仕上げ材

構造形式
ﾊﾟﾈﾙ部の

総厚さ(mm)

表面材種

厚さ(mm)
ﾊﾟﾈﾙ表面仕上げ

遮 音 性

(JISによる記号)

厚さ(mm) 表面材  表面仕上げ 操作方法遮音性能区分

35 ロールスクリーン 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　(20.2.15)

操作方法 幅及び高さ 品質等

・ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ式

・ｺｰﾄﾞ式（ﾁｪｰﾝ式）

・電動式

36 カーテン及び カーテン

　 カーテンレール 　・既存再利用する(養生方法：　　　　　　　　　　　　　)　　[2.3.1][5.1.6]

　・新設する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　(20.2.16)(表20.2.1)

取付箇所 形　式 ひだの種類

カーテンレール

　・既存再使用する　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　    　[5.1.6]

　・新設する　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　(20.2.16)

37 天井点検口 目地形状 適 用 箇 所 寸法（㎜）

・額縁ﾀｲﾌﾟ 下記以外全て ※450×450

・目地ﾀｲﾌﾟ ※図示 ・600×600

・天井仕上げ材がDRの範囲

38 床下点検口 本体の材質 目地の材質 適用箇所 寸法（㎜）

※ｱﾙﾐ製 ※ｱﾙﾐ　・ｽﾃﾝﾚｽ　・黄銅 下記以外全て ※600×600

・ｽﾃﾝﾚｽ製

39 くつふきマット 市販品　　材質　・塩化ﾋﾞﾆﾙ製(ｺｲﾙ状、ｽﾃﾝﾚｽ製受枠)

　　　　　　　　・ﾋﾞﾆﾙ製(ｽﾃﾝﾚｽ製受枠)

　　　　　　　　・硬質ｱﾙﾐﾆｳﾑ製(受枠とも)

　　　　　　　　・ｽﾃﾝﾚｽ製(受枠とも)

40 人研ぎ製流し等 ※ｻﾝﾀﾞｰ掛け目荒らし後、ｸﾗｯｸ等をｴﾎﾟｷｼ系ﾊﾟﾃ処理し、ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床材を

　厚さ1.0㎜塗布し仕上げる。

・再研ぎ出し(図示による)

41 屋内掲示板 改修工法 枠の材質 表面の材質 下地

・かぶせ工法 ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 ※特殊発砲ﾋﾞﾆｰﾙ張り ・図示による

・撤去工法

材　種　　※ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304)　・ｱﾙﾐﾆｳﾑ　・黄銅 　　　　　　　　　　　(20.2.7)

形　状　　※ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾔ入り　　　　　・ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾔ無し

　　　　　　両端ﾌﾗｯﾄｴﾝﾄﾞ　※有り(・ｽﾃﾝﾚｽ製　※ﾋﾞﾆﾙ製)　・無し

幅(mm)　　・50　・65　・75　・　

取付け工法　※接着工法　・埋込み工法

30 階段手すり

種　　類 施工箇所

※集成材ｸﾘｱﾗｯｶｰ仕上げ(市販品　径　約45mm又は約60mm)

・ﾋﾞﾆﾙ製ﾊﾝﾄﾞﾚｰﾙ(幅　約50mm)

・　

31 黒板及び 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(20.2.9)

   ホワイトボード 種類 区分 種類 寸法(㎜) 備　　考

・黒板 ※焼付け ・鋼製 ※平面　・曲面　・ｽｸﾘｰﾝ付引分

・ ・ほうろう

・ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ ・ ・ ※平面　・曲面　・ｽｸﾘｰﾝ付引分

32 室名札 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (20.2.11)

材　　種 寸法(mm) 突出型 面付型 文字形式 受 金 具

※塩化ﾋﾞﾆｰﾙ製  ※260×80×5   ヶ所  ヶ所 ・文字書込み  ※ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304) 

・ｱｸﾘﾙ樹脂製  ・　   ヶ所  ヶ所 ・文字彫込み  ・　

・県産杉板材  ※260×80×12   ヶ所  ヶ所 ・ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ

33 ブラインド ・既存再使用する(養生方法：　　　　　　　　　　　　　)　　　[2.3.1][5.1.6]

・新設する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (20.2.14)

形　式 種　　類 ｽﾗｯﾄの材質 ｽﾗｯﾄの幅(mm)

※横形 ※ｷﾞｱ式　・ｺｰﾄﾞ式 ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製 ※25　　・35

・操作棒式 ・樹脂製　・木製 ・100

・縦形 ・1本操作ｺｰﾄﾞ ・焼付け塗装仕上げのｱﾙﾐｽﾗｯﾄ ・80

※2本操作ｺｰﾄﾞ ・特殊防炎加工のｸﾛｽｽﾗｯﾄ ・100

34 ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ ・既存再使用する　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　[5.1.6]

   及びｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ ・新設する

　※市販品(ｱﾙﾐﾆｳﾑ製　押出し型材)

使 用 区 分 溝幅×深さ（㎜）

・横形ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ ※90×150　　・120×150　　・　

・縦形ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ ※120×80　　・150×80　　 ・　

・ｶｰﾃﾝ（又はﾚｰｽ共） ※150×80　　・180×80　　 ・　

・ｶｰﾃﾝ＋横形ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ ※180×150　 ・　

色彩　　・Ｂ－１　・Ｂ－２（・ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ）

　・図示

材 種

・　 ・ｶﾞﾗｽ繊維製

・　 ・合成・天然繊維製

・　 ・木製

巻取りﾊﾟｲﾌﾟ、ｳｪｲﾄﾊﾞｰ、操作ｺｰﾄﾞ、操作ﾁｪｰﾝの材料

　　※製造所の仕様　　・　

開閉操作 きれ地の種別、　

方　　式 品質、特殊加工品

・　 ・ｼﾝｸﾞﾙ ・片引き ・手引き ・箱ひだ、つまみひだ ・　

・　 ・ﾀﾞﾌﾞﾙ ・引分け ・ひも引き ・ﾌﾟﾚｰﾝひだ、片ひだ ・　

・電動

暗幕用ｶｰﾃﾝの両端、上部及び召合せの重なり　※300mm以上　・　

強さによる区分 材　料 仕 上 げ 形　状

 ※10-90 ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 ※ｱﾙﾏｲﾄ ※角形

 ・　 ・ｽﾃﾝﾚｽ製 ・　 ・　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(20.2.6)

29 階段滑止め
　
塗
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

７ １ 塗装業者 ※(社)日本塗装工業会の会員　　・監督員の承諾する業者

２ 材料 屋内の壁及び天井仕上げ材は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けた防火材料

とする。  　　　　　　　　　　　　　　　　　　                     [7.1.3]

　　　　　[7.2.1～7.2.7][表7.2.1～表7.2.7][7.3.1～7.3.7][表7.3.1～表7.3.7]

木部(不透明塗料)

木部(透明塗料)

鉄鋼面

鉄鋼面(DP塗)

亜鉛めっき鋼面

ﾓﾙﾀﾙ面･せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ面

押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

ｺﾝｸﾘｰﾄ面･ALCﾊﾟﾈﾙ面

ｺﾝｸﾘｰﾄ面･ALCﾊﾟﾈﾙ面(DP塗)

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面等(継目処理)

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面等(上記以外)

・　　・RA種※RB種・RC種

・RA種※RB種・RC種

・RA種※RB種・RC種

・RA種※RB種・RC種

・RA種※RB種・RC種

・RA種※RB種・RC種

・RA種※RB種・RC種

・RA種※RB種・RC種

・RA種※RB種・RC種

・RA種・RB種・RC種

※A種・B種

・A種※B種

・A種・B種※C種

・A種※B種・C種

・A種・B種

・A種※B種

・A種※B種

・A種・B種

※A種・B種

・A種※B種

・　　

・　　

・　　

・　　

・　　

・　　

・　　

・　　

・　　

素地の種類 下地調整 素地ごしらえ 施工箇所

既存ﾓﾙﾀﾙ下地面等のひび割れ部の補修　 　       　        [表7.2.4～表7.2.6]

　※行う（補修範囲及び補修方法は監督員の指示による）　・行わない

鉄鋼面

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[7.4.2][7.4.3][表7.4.1～表7.4.6]４ 錆止め塗料塗り

亜鉛めっき

鋼面

 見え掛かり部分　※A種 ・B種 

 見え隠れ部分　　・A種 ※B種 

 新規鋼製建具等　※A種 ・B種

 その他　　　　　・A種 ※B種

・A種 ・B種

※C種

・A種 ・B種

※C種

・A種 ・B種 ・C種

・D種 ・E種

　 非水分散系塗料

(NAD)

　 ﾍﾟｲﾝﾄ塗り(SOP)

木部 ・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種 ・Ａ種　・Ｂ種 下地調整は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[7.7.2][表7.7.1]

                        　　              [7.5.2～7.5.4][表7.5.1～表7.5.3]５ 合成樹脂調合

７ ｱｸﾘﾙ樹脂系

鉄鋼面 ・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種 ・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

鋼製建具

その他

亜鉛めっき

鋼面

※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

・Ａ種　※Ｂ種

書きによる

各表の注意

６ ｸﾘﾔﾗｯｶｰ塗り(CL) 塗替えの種別　    ・Ａ種　※Ｂ種                          [7.6.2][表7.6.1]

新規塗りの種別　　・Ａ種　※Ｂ種

　Ａ種の場合、工程2を　・適用する（塗料：　　　　　　　）　・適用しない

　Ａ種の場合、工程2を　・適用する（塗料：　　　　　　　）　・適用しない

・A種 ・B種 ・C種

下地の種類 錆止め塗料の種別 塗替えの種別 新規塗りの種別

下地の種類 塗替えの種別 新規塗りの種別

下地の種類 塗替えの種別 新規塗りの種別

・Ａ種　　※Ｂ種 ・Ａ種　※Ｂ種ｺﾝｸﾘｰﾄ､ﾓﾙﾀﾙ面等

亜鉛めっき鋼面

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び

押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

・Ａ－１種 ・Ａ－２種

・Ｂ－１種 ・Ｂ－２種

・Ｃ－１種 ・Ｃ－２種

・２級

・３級

・１級

・２級

・３級

　 ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

(EP-G)

鉄鋼面

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種 ※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

(DP)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[7.8.2]～[7.8.4][表7.8.1]～[表7.8.3]

鉄鋼面 ・１級

・Ａ－１種

・Ｂ－１種

・Ｃ－１種

　　　　　　　　　　　                [7.9.2]～[7.9.5][表7.9.1]～[表7.9.4]

ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面等

木部

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

８ 耐候性塗料塗り

９ つや有合成樹脂

亜鉛めっき鋼面

下地の種類 塗替えの種別 新規塗りの種別 上塗り塗料 

下地の種類 塗替えの種別 新規塗りの種別

   ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

(EP)

塗替えの種別　    ・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　              [7.10.2][表7.10.1]

新規塗りの種別　　・Ａ種　※Ｂ種

10 合成樹脂

(UC) 新規塗りの種別　　・Ａ種　※Ｂ種

塗替えの種別　    ・Ａ種　※Ｂ種                        [7.11.2][表7.11.1]11 ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り

※Ａ種　・Ｂ種

※Ａ種

※Ａ種

錆止め塗料については、本特記仕様書７　４錆止め塗料塗り　による 

新規塗の場合の下地調整は表7.7.1の注釈による 

３ 下地調整・素地

　 ごしらえ

・油性　　・水性

・油性　　・水性・オイルステイン塗り（OS）

・ピグメントステイン塗り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [7.12.2][表7.12.1]

(WP) 新規塗りの種別　　・Ａ種　※Ｂ種

塗替えの種別　    ・Ａ種　※Ｂ種                        [7.13.2][表7.13.1]

12 ｽﾃｲﾝ塗り

13 木材保護塗料塗り

種　別 適　用　箇　所 塗　料

１ ｺﾝｸﾘｰﾄの類別 レディーミクストコンクリートの類別                        [8.1.3][表8.1.1]

　 及び強度、品質 　※Ⅰ類　・Ⅱ類

普通ｺﾝｸﾘｰﾄの設計基準強度                                    [8.1.3][8.1.4]

設計基準強度Fc(N/㎜ ) 　　　　　適　用　箇　所 　スランプ

※２１ ・ ・ 

・ ・ 

2

２ 鉄筋の種類 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.2.1][表8.2.1]

　 種類の記号 　　　　　　　　　呼　び　名 (㎜)

・ＳＤ２９５Ａ ・Ｄ１６以下

・ＳＤ３４５ ・Ｄ１９以上

・　

３ あと施工ｱﾝｶｰ あと施工ｱﾝｶｰの材料                                                 [8.2.4]

　・金属拡張ｱﾝｶｰ

　※接着系ｱﾝｶｰ　　ｶﾌﾟｾﾙの種類　※有機系

４ セメントの種類

　ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄA種

・普通エコセメント

※普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ、高炉ｾﾒﾝﾄA種、ｼﾘｶｾﾒﾝﾄA種又は　         [8.2.5][表8.2.3]

ｺﾝｸﾘｰﾄの仕上りの平たんさ　　・a種　・b種　・c種  　       [8.1.4][表8.1.5]

8-1
　
耐
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・高炉セメントＢ種（適用箇所：　　　　　　　　　　　　　　　　）

　普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄの品質は、JIS R 5210に示された規定の他、次の規定の全てに

　適合するものとする。ただし、無筋ｺﾝｸﾘｰﾄに用いる場合を除く。

７ｄ 352J/g以下
水和熱

２８ｄ 402J/g以下

５ 骨材の品質 ｱﾙｶﾘｼﾘｶ反応性による区分                                            [8.2.5]

・Ａ

※Ｂ (ｺﾝｸﾘｰﾄ中のｱﾙｶﾘ総量Rt=3.0kg/m　)

６ 混和材料の種別 ※混和剤　・混和材　　　　                                         [8.2.5]

７ 鉄筋の継手 ※重ね継手　・                                            [8.3.4][表8.3.3]

８ 鉄筋の最小かぶり 最小かぶり厚さは、目地底から算定する。                    [8.3.5][表8.3.6]

　 厚さ ・耐久性上不利な箇所の鉄筋のかぶり厚さは下表による。

　　　　施 工 箇 所 　改修標仕表8.3.6の値に加える寸法(㎜)

柱､梁､壁及び庇などの外気に ※１０　・　

接する打放し面

3

９ 鉄骨の工作図 高力ボルト及び普通ボルトの縁端距離､ボルト間隔､ゲージ等            [8.13.2]

　※建築工事監理指針による　　　・図示

・ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄＢ種 （適用箇所：　　　　　　　　　　　　　　　　）

代表理事　小杉　隆光

管理建築士 一級建築士第135266号 小田野淳一

審　査 担当ﾁｰﾌ 担当ｻﾌﾞ

図面名称

図面番号

備 考
所在地：〒959-0232 新潟県燕市吉田東栄町48番1号 電話/FAX=０２５６（９３）５８００

燕 市 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

年月日

一級建築士事務所 新潟県知事登録(ニ)第4445号 

工事名称

縮 尺

Ａ－０４

改修特記仕様書（その４）

担当ｻﾌﾞ

設計番号

令和5年6月

通信仮眠室整備工事

NOSCALE

仮眠室、仮眠室廊下

脱衣室・通路-2

表面強化

表面強化

仮眠室

仮眠室通路

脱衣室

・長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ



ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ、ｼｰﾄ

ｹｲｶﾙ板 壁、天井

床

P.B+岩綿吸音板 天井

2

6

9.5+9

みなし含有

みなし含有

みなし含有

2

2

5

5

本特記仕様　５ 建具改修　17 ガラスによる　石綿粉じん濃度測定　・行う　・行わない　　　　　　　　　　　　　 [9.1.1]

工事名称

１ ｺﾝｸﾘｰﾄの類別 レディーミクストコンクリートの類別                        [8.1.3][表8.1.1]8-2

　 及び強度、品質 　※Ⅰ類　・Ⅱ類 　採用した工法の規定を満足するもの

材質

　引張り強度(含浸硬化後)

　　・2500N/㎜ 以上

　　・3000N/㎜ 以上

　ヤング係数(含浸硬化後)

　　・2.35×10 N/㎜ 程度

　　・2.00×10 N/㎜ 以上

　

下地調整

　仕上げﾓﾙﾀﾙの除去　　※行う　・行わない

　　※工法の評価内容による

　　・　

2

2

耐

震

改

修

工

事

材料・形状                                                        [8.2.13]

工法                                                              [8.2.13]

柱及び梁の隅角部の面取り                                          [8.24.6]

14 連続繊維ｼｰﾄ巻き8-2

耐

震

改

修

工

事

8-2

耐

震

改

修

工

事

                                                                  [8.18.2]

　　　　　　　種　別 　　　所要性能及び適用構造区分

・耐火材 ・乾式吹付けﾛｯｸｳｰﾙ

　吹付け ・半乾式吹付けﾛｯｸｳｰﾙ

・湿式ﾛｯｸｳｰﾙ

・　

・耐火板張り

・耐火材巻付け

・ﾗｽ張りﾓﾙﾀﾙ塗り

・耐火塗料

27 耐火被覆 ９
　
環
　
境
　
配
　
慮
　
改
　
修
　
工
　
事

１ 石綿含有建材の

   処理

普通ｺﾝｸﾘｰﾄの設計基準強度                                    [8.1.3][8.1.4]

　※普通ｺﾝｸﾘｰﾄの強度は構造標準図による

ｺﾝｸﾘｰﾄの仕上りの平たんさ　　・a種　　・b種　　・c種　　　 [8.1.4][表8.1.5]

２ 鉄骨製作工場 ・監督員の承諾する製作工場                                         [8.1.5]

受けた工場又は同等以上の能力のある工場

・建築基準法第７７条の４５第１項に基づき国土交通大臣から性能評価機関とし

工場の性能評価基準」に定める「　　グレード」として国土交通大臣から認定を

※適用する                                                         [8.1.6]３ 施工管理技術者

４ 鉄筋の種類 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.2.1][表8.2.1]

　 種類の記号 　　　　　　　　　呼　び　名 (㎜)

・Ｄ１６以下

・ＳＤ３４５ ・Ｄ１９以上

・　

５ 溶接金網

網目の形状､寸法(たて×よこ) 鉄線の径または呼び(㎜)

※100×100 ※6.0

・　 ・　

網目の形状、寸法及び鉄線の径                                       [8.2.2]

６ あと施工ｱﾝｶｰの あと施工ｱﾝｶｰの材料                                                 [8.2.4]

　 材料 　・金属拡張ｱﾝｶｰ

　※接着系ｱﾝｶｰ　　ｶﾌﾟｾﾙの種類　※有機系

７ セメントの種類 ※普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ、高炉ｾﾒﾝﾄA種、ｼﾘｶｾﾒﾝﾄA種又は           [8.2.5][表8.2.3]

　ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄA種

・普通エコセメント

て認可を受けた㈱日本鉄骨評価センター又は(株)全国鉄骨評価機構の「鉄骨製作

・ＳＤ２９５

・高炉セメントＢ種（適用箇所：　　　　　　　　　　　　　　　　）

８ 骨材の品質 ｱﾙｶﾘｼﾘｶ反応性による区分                                            [8.2.5]

・Ａ

※Ｂ (ｺﾝｸﾘｰﾄ中のｱﾙｶﾘ総量Rt=3.0kg/m　)

９ 混和材料の種別 ※混和剤　　　　　　　　　                                         [8.2.5]

・混和材(※JIS A 6202による膨張材　・　　　　)

3

　普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄの品質は、JIS R 5210に示された規定の他、次の規定の全てに

　適合するものとする。ただし、無筋ｺﾝｸﾘｰﾄに用いる場合を除く。

７ｄ 352J/g以下
水和熱

２８ｄ 402J/g以下

鋼材の材質                                                [8.2.8][表8.2.7]

種類の記号 　　　　　　適　用　箇　所 　　規 格 等

・SS400 ※JIS規格による

・SN400B ※JIS規格による

※JIS規格による

高力ボルトの適用                                                   [8.2.9]

　※ﾄﾙｼｱ形高力ﾎﾞﾙﾄ　・JIS形高力ﾎﾞﾙﾄ　・溶融亜鉛めっき高力ﾎﾞﾙﾄ

　 グラウト材 　※無収縮モルタル

　・ 

　※無収縮グラウト材

柱底均しモルタル                                                  [8.2.12]

グラウト材                                                        [8.2.12]

10 型枠

11 鋼材

12 高力ボルト

13 モルタル及び

・材齢　７日：収縮しない
2・材齢　３日：　　N/㎜ 以上

・材齢２８日：　　N/㎜ 以上

・Ｊ ロートによる流動時間　８±２秒1 4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※圧縮強度試験は、公的機関で行う。

・練混ぜ２時間後のﾌﾞﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ率：2.0％以下

2

ﾌﾞﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ

無収縮性

圧縮強度

ｺﾝｼｽﾃﾝｼｰ ・　

　　　・供試体は、JIS A 1132(ｺﾝｸﾘｰﾄの強度試験用供試体の作り方)に準じて、直

　　　　径50㎜、高さ100㎜の円柱とする。圧縮試験は、JIS A 1108(圧縮強度の試

　　　　験方法)により行う。

　　　・図示による。

　　※プレミックス形　　　・現場調合形

無収縮モルタルの品質及び試験方法　　　　　　　　　　　　　　　 ［表8.2.10］

ｽﾘｰﾌﾞの材料、規格等　　・図示　　　　　　　　　　　　　　　  ［8.2.7］

・ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄＢ種 （適用箇所：　　　　　　　　　　　　　　　　）

　※(一財)日本建築防災協会の評価を受けた工法

継手工法                                                           [8.3.4]

 継手方法 　呼び名(㎜) 　　　　　　　　適　用　箇　所

・ガス圧接

・重ね継手

・ 

15 鉄筋の継手

　 厚さ ・耐久性上不利な箇所の鉄筋のかぶり厚さは下表による。

　　　　施 工 箇 所 　改修標仕表8.3.6の値に加える寸法(㎜)

柱､梁､壁及び庇などの外気に ※１０　・　

接する打放し面

現場打ちｺﾝｸﾘｰﾄ壁の打増し部に用いる既存部とのｼｱｺﾈｸﾀ                 [8.3.7]

   用いるｼｱｺﾈｸﾀ

　間隔(㎜)　　※500×500　　・図示

16 鉄筋の最小かぶり

　種類　　　　※「６　あと施工ｱﾝｶｰの材料」による

17 打増し壁に

   試験 　※超音波探傷試験

　・引張試験

   施工 ※電磁波レーダー法

・電磁誘導法

・Ｘ線法

18 圧接完了後の

19 あと施工ｱﾝｶｰの 穿孔前の埋込み配管等の探査方法　                                  [8.12.4]

   施工確認試験 ※引抜き耐力試験

　　　　　・補強壁１枚あたり３本(梁下・柱・床(または梁上)各１本)以上

　　確認強度

　　※あと施工ｱﾝｶｰの確認強度は構造標準図による

高力ボルト及び普通ボルトの縁端距離､ボルト間隔､ゲージ等        　  [8.13.2]

　※建築工事監理指針による　　　・図示

※行う　　　　　　                                               [8.13.10]

※鉄骨工事技術指針による　　　・図示　　　　　　    　　　　　　　[8.15.4]

※図示による　　・監督員の指示による                              [8.15.7]

　※行う

20 あと施工ｱﾝｶｰの

　　範囲　※改修標仕8.12.7による

※全数の打音検査                                                  [8.12.7]

21 鉄骨の工作図

22 鉄骨工作仮組

23 開先形状

24 スカラップ

25 溶接部の試験 完全溶込み溶接部の超音波探傷試験                                 [8.15.12]

26 錆止め塗料

・工場２回塗り

※工場１回塗り、工事現場１回塗り                        [8.17.2]～[8.17.4]

最小かぶり厚さは、目地底から算定する。                    [8.3.5][表8.3.6]

圧接部の確認試験                                                   [8.3.8]

　帯筋の組立ての形

　　※各部配筋参考図2.2による

　　　　種別　　※Ｈ形　・Ｗ-Ⅰ形

　　・図示

柱の配筋                                     　    [8.3.4][各部配筋参考図]

耐火被覆材の接着する面の塗装

　※行わない

　・行う(塗装範囲：※図示　　・　　　　　　　　　　　塗料種別：　　　)

上記以外　　※改修表紙8.17.2(1)による　　・図示

塗料種別　※Ａ種　・Ｂ種

　※建築基準法の規定に基づく所定の性能を有すること。

耐火性能　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.18.3]

目荒らしの程度　　                                                [8.21.3]

   目荒し

   高力ボルト接合 　※ブラスト処理

28 溶融亜鉛メッキ

29 既存ｺﾝｸﾘｰﾄ面の

　・りん酸塩処理

摩擦面の処理　　                                               　 [8.20.5]

　※増打ち壁増設　　既存壁打継ぎ面の10～15％程度

　※柱・梁面　　　　打継ぎ面の15～30％程度

　※平均深さ2～5㎜（最大5～7㎜）程度の凹部を施す

工法の種類                                                [8.21.8][8.23.5]

   のｺﾝｸﾘｰﾄの打込み 　※流し込み工法

　・圧入工法

溶接金網巻き工法及び溶接閉鎖フープ巻き工法                        [8.23.5]

　柱頭柱脚の隙間部間の型枠

　　※ポリスチレンフォーム保温材等を埋込む　　・図示

幅　　　※30㎜～50㎜程度　・　　　　　 長さ　　※300㎜以上        [8.25.2]

形状　　※完全スリット(※既存鉄筋切断　・既存鉄筋を　　本残す)

　　　　・部分スリット(既存コンクリートを厚さ50㎜程度残す)

撤去部の補修　　・撤去材と同一材

　　　　　　　　※無収縮ﾓﾙﾀﾙ (圧縮強度30N/㎜　以上)2

30 増設・補強工事

31 柱補強

　・監督員の指示による

32 耐震ｽﾘｯﾄの施工

　　工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等により石綿を含有している

　石綿含有建材の事前調査

１ 石綿含有建材の
　
環
　
境
　
配
　
慮
　
改
　
修
　
工
　
事

   処理

９

　　　貸与資料　・　

　　　調査範囲　・　　　　　　　　　　・図示

　分析による石綿含有建材の調査　・行う　・行わない

  　分析方法

　　　　  材 料 名

　　定性分析方法 　　定量分析方法

・　　　　箇所

・　　　　箇所

・　　　　箇所

・　　　　箇所

・　　　　箇所

・　　　　箇所

　　吹付け材、成形版、建築材料等の使用の有無について調査するとともに記録

　　公署へ報告を行う。

  　・自動測定器による測定

  　測定方法

  　その他、石綿則に基づく事前調査のアスベスト分析マニュアル（厚生労働省）

  　による

 を迅速に測定できる機器を用いた測定

 繊維状粒子自動測定器(ﾘｱﾙﾀｲﾑﾌｧｲﾊﾞｰﾓﾆﾀｰ)等の粉じん

 粉じん相対濃度(ﾃﾞｼﾞﾀﾙ粉じん)計、ﾊﾟｰﾃｨｸﾙｶｳﾝﾀｰ、

 ・測定 5

 ・測定 4

測定方法 測定名称

・4方向各1点　・(　)点

 敷地境界

 施工区画周辺又は

・(　)点 処理作業室内

(隔離ｼｰﾄ撤去前)

処理作業後

 測定 8

 測定 7

 ・ 

 ・ 

・4方向各1点　・(　)点

 敷地境界

 施工区画周辺又は 測定 6 ・ 

・(　)点

　1m/s以下の位置各1点

・出口吹出し風量

 の場合)

 排出口(処理作業室外

 集じん・排気装置の

・(　)点 ｾｷｭﾘﾃｨｿﾞｰﾝ入口

・(　)点 処理作業室内処理作業中

 測定 5

 測定 4

 測定 3

 ・ 

 ・ 

 ・ 

・4方向各1点　・(　)点 測定 2

 測定 1 処理作業前  処理作業室内

 施工区画周辺又は

 敷地境界

 ・ 

・(　)点 ・ 

(各処理作業室ごと)

測定箇所数測定場所測定時期測定名称適用

測定名称
ﾒﾝﾌﾞﾚﾝﾌｨﾙﾀ

直径(mm)

試料の吸引

流量(L/min)

試料の吸引

時間(min)

240

12010

5

10

3025

47

47

 ・測定4 　・測定5　 ・　

 ・測定  　・　

 ・測定  　・　

 ・測定  　・　

  　測定時期、場所及び測定点

　等における業務での労働者の石綿ばく露防止に関する技術上の指針

※建築物の解体工事、アスベスト除去について、以下の基準を適用する。

・建築物等の解体等の作業及び労働者が石綿等にばく露するおそれがある建築物

　(令和2年9月8日付け　技術上の指針公示第22号)

・建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい防止対策

　徹底マニュアル　令和3年3月

　(厚生労働省、環境省)

・新石綿技術指針対応版　石綿粉じんへのばく露防止マニュアル

　(建設業労働災害防止協会)　

　を養生ｼｰﾄ等で塞ぐ。

　（出入口､換気口､窓等）は閉とし、ガラスの破損箇所等で開となっている部位

除去工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　[9.1.3]

　※「改修標仕」9.1.3による。　 吹付け材の除去

除去工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [9.1.4]

　※粉じん飛散抑制剤等による湿潤化の後、手ばらしで行う。

　・掻き落し･破砕･切断等による除去を行う。

養生等　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　[9.1.5]

　建物内部で除去を行う場合、除去作業場所と他の場所を隔てるため、開閉部位

　 保温材等の除去

２ 石綿含有

３ 石綿含有

４ 石綿含有

　　※9.1.3 [石綿含有吹付け材の除去]により、作業場を隔離する。

　 成形板等の除去

　※上記以外にアスベスト含有が疑われる建材があった場合は、速やかに監督員と

　協議すること。

　　　備 考　 厚さ(mm)　　　使 用 部 位　 材 料 名

石綿含有成形板の種類

　作業場所周辺の養生（養生シート等）　・行う　　　・行わない

　※各種廃棄物分類に応じた最終処分場で埋立処分

　・中間処理

　　　・大臣認定を受けた無害化処理施設において無害化処理

　　　・アスベストの中間処理に適する溶融施設において溶融処理

　 の処分等

　※改修標仕9.1.6による。

除去工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[9.1.6]５ 石綿含有仕上

　 塗材の除去

６ 除去した石綿等 除去した石綿等の処分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  [9.1.3～9.1.6]

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　[9.3.2]

　　　備  考　 防火性能　　　施 工 箇 所 外装材の種類

７ 外断熱改修

外装材の施工　　・外装材製造所の仕様による　・　

断熱材の施工　　・断熱材製造所の仕様による　・　

不陸等の下地調整　　・　

改修標仕1.2.2[施工計画書]による品質計画で定める。

外壁材の外壁への取付け　　・図示　・　

８ ガラス改修

９ 断熱･防露改修

　・ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材　　・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材

　・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材　　 ・ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ断熱材　　・ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材

断熱材の種類　　　・　　　　　　　　（厚さ：　　㎜）　　　　　　　 [9.2.2]

既存外壁材の撤去　・行う　・行わない　　　　 　　　　　　　　　　　[9.2.3]

下地面の清掃　　　・行う　・行わない　　　　 　　　　　　　　　　　[9.2.3]

断熱材を設置する部分の下地に欠損部がある場合　　　　　　　　　　　 [9.2.3]

建築基準法に基づき指定する条件により、定まる風圧力に対応した工法を [9.2.4]

　※4.1.4 [外壁改修工法の種類]による

　

　1458号)による風圧力に対応した固定工法を改修標仕1.2.2[施工計画]で定める。

　確かめるための構造計算の基準を定める件」(平成12年5月31日付 建設省告示第

　※「屋根ふき材及び屋外に面する帳壁の風圧に対する構造耐力上の安全性を

10 屋上緑化改修

   舗装改修

11 透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ

断熱材打込み工法の材料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [9.3.2]

断熱材現場発泡工法の材料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [9.3.3]

　・A種1又はA種1Hとし、難燃性を有するものとする。（吹付け厚さ　　　mm）

工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [9.4.3]

かん水装置　　・設置する（図示による）　・設置しない 　　　　　　　[9.4.3]

既存保護層等の撤去　　・行う　　・行わない　　　　　　　　　　　　 [9.4.3]

枯補償及び枯損処理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [9.4.4]

　期間　※引渡しの日から1年間　　・　　年間　　・　　年　　月　　日迄

既存舗装の撤去　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [9.5.2]

　　　　　　再 利 用 す る 層　　　舗 装 撤 去 箇 所

・JIS A 1481-3

・JIS A 1481-2 ・JIS A 1481-4

・JIS A 1481-1

　　の写しを現場に備え置く。また、発注者への説明、法令等の規則に基づき官

通気層　　・設ける　・設けない

  　・JIS K 3850-1に基づいた測定

代表理事　小杉　隆光

管理建築士 一級建築士第135266号 小田野淳一

審　査 担当ﾁｰﾌ 担当ｻﾌﾞ

図面名称

図面番号

備 考
所在地：〒959-0232 新潟県燕市吉田東栄町48番1号 電話/FAX=０２５６（９３）５８００

燕 市 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

年月日

一級建築士事務所 新潟県知事登録(ニ)第4445号 

工事名称

縮 尺

改修特記仕様書（その５）

担当ｻﾌﾞ

設計番号

令和5年6月NOSCALE

通信仮眠室整備工事 Ａ－０５



　１ 再生資材の利用

下記資材の使用に際し、再生資材を利用すること。

   再 生 資 材 名   規     格  使 用 箇 所   再資源化施設名・所在地   備     考

　
追
　
加
　
特
　
記

・営繕工事電子納品要領（案）（国土交通省大臣官房官庁営繕部営繕計画課監修）

　
追
　
加
　
特
　
記

10 10※協力する

共同監理　・ 有り  　・ 無し

　
追
　
加
　
特
　
記

３ 適用基準等

２ 工事監理方式

 　調査への協力

１ 公共事業労務費10

４ 総合図 ※作成する

※受注者は、工事成績評定の対象となる工事施工において、自ら立案し実施した創

意工夫や工事特性に関する項目、または地域社会への貢献として評価できる項目に

関する事項について、工事完了までに所定の様式により提出することができる。

表-１　調査実施項目

調査項目 調　査　内　容

１　所有者の確認 立会者の物件所有者を確認する。

２　建物概要 ①　方位、構造、面積、階数、用途、建築後の経過年数、増改築

及び改装後の経過年数、建物調査面積

３　建物の傾斜測定　 ①　建物外壁面の傾斜測定

外壁面の傾斜の度合を測定、原則として全面を測定

②　基礎天端の水平測定

基礎天端又は、外壁面と基礎の境で測定

③　柱の傾斜測定

柱の傾斜の度合を2方向測定、原則として全柱を測定

④　各室床面の水平測定

原則として全室について４箇所で床面の度合を測定

和室にあっては、敷居、畳寄で測定

⑤　土間コンクリートの沈下、亀裂の状態を測定

⑥　基礎の形式、柱脚の納まり、仕上を調査し、基礎に生じている

亀裂の状態を測定

⑦　全ての建具の開閉状態と建物の沈下状況との関連性を含めて測定

４　建物各部分の ①　外壁面

状況調査 外壁面の仕上及び亀裂、浮き、はらみの状況

②　室内壁面

各室の内壁仕上及び亀裂、不陸、空き、浮き、はがれの状況

③　内部床面

各室の床仕上及び亀裂、不陸、空き、浮き、はがれの状況

④　天井面

各室の天井面の仕上及びはがれ、しみの状況

⑤　建具

すべての建具の開閉具合の状況

⑥　屋根

屋根葺材の種類及びズレ、破損の状況

⑦　基礎

基礎の形式、柱脚の納まり、仕上げを確認し基礎に生じている

亀裂の確認

⑧　その他床面（階段、踊り場、外廊下、ベランダ、土間等）

床仕上及び亀裂、不陸、空き、浮き、はがれ等の状況

５　一般工作物の ①　塀、門柱

　　状況確認 鉛直面に対する傾斜の度合を2～3m毎に1箇所、最低2箇所以上測定

工作物の仕上及び亀裂、目地切れの状態

原則として調査対象物件の敷地内のすべての塀、門柱を測定

②　門

門扉の開閉具合の状況

③　外廻り土間、犬走り

土間、犬走りの仕上及び亀裂、はがれ、浮き、隙間等の状況

④　屋外給排水衛生電気ガス設備

給排水管・電気管・ガス管・排水桝等の損傷状況

⑤　樹木

敷地内の主な樹木の本数、高さ、枝張りの状況

⑥　池

池の仕上及び亀裂、水漏れの状況

トイレ｣設置の適用

・　本工事は、建設現場に「快適トイレ」設置を促進する制度の試行対象工事である。

・　本工事は、建設現場に設置する「快適トイレ」の試行案件でない。

　　工事である。

・　本工事は、建設現場に「快適トイレ」設置を促進する制度(受注者希望型)の試行対象

(1) 試行にあたっては『建設現場に「快適トイレ」設置を促進する制度の試行実施要領』

(1) 試行にあたっては『建設現場に「快適トイレ」設置を促進する制度の試行実施要領』

　　に基づき行うものとする。

　　に基づき行うものとする。

(2) 受注者は、施工計画書作成前に、快適トイレ設置希望の有無について、打合せ簿に

　　より監督員と協議を行うものとする。

(2) 快適トイレの手配等が困難である場合は、監督員と協議のうえ、本特記仕様書の

　　対象外とすることができる。

　４ 建設廃棄物の搬出

工事の施工により発生する廃棄物は、下記の場所に搬出するものとし積算している。

搬出する廃棄物名

処 理 施 設 名 称

連     絡     先

備            考

上表は積算上の条件であり、処理施設を指定するものではない。なお、受注者の提示する施設と

異なる場合においても設計変更の対象としない。ただし、現場条件や数量の変更等、受注者の責に

よるものでない事項についてはこの限りではない。

　５ 建設リサイクル法の対象建設工事において、特定建設資材廃棄物の再資源化等が完了したときは、

　　 同法第１８条に基づき再資源化等完了報告書を提出すること。

　６ 自ら産業廃棄物を運搬・処分する以外は、委託契約書の写しを提出すること。

　７ 協議について

　　 は、速やかに監督員に報告し、協議すること。

　　 建設工事発注後に明らかになったやむを得ない事情により、上記の指定や条件によりがたい場合

備                考

仮 置 場 所 の 有 無

連　　　 絡　　 　先

工事場所／施設所在地

受入工事名／施設名称

　３ 建設発生土の搬出

 発 注 機 関     工   事   名    発 生 場 所   施工会社名・連絡先   備     考

盛土等に使用する発生土は、下記の工事からの建設発生土を利用すること。

　２ 建設発生土の利用

５ 工事成績評定

６ 建設現場の｢快適

　　受注者は、契約後速やかに「週休2日取得モデル工事」希望の有無について、

　　打合せ簿により監督員と協議を行う。

　　協議の結果、「週休2日取得モデル工事」を希望しない場合は、本要領によらず

　　施工するものとする。

　　試行にあたっては『燕・弥彦総合事務組合「週休2日取得モデル工事」試行実施要領』に

　　基づき行うものとする。

　

　

を必要とする施工者に適用する。

注)原則○印を適用する。ただし、複数記載してある項目についての区分はその項目

　　　　　　　　　　　　項　　　目 建 空電 衛 昇    備　　考

躯　体　関　係

1.RC造(梁･壁･床)

　の貫通孔･開口部

2.S･SRC造･はり

　貫通口

貫通ｽﾘｰﾌﾞ材及び取付け

補強を要する型枠材及び取付け

補強を要しない型枠材及び取付け

貫通孔・開口部の墨出し

貫通孔・開口部の補強

 防火区画、防煙区画

 防火区画、防煙区画

ｽﾘｰﾌﾞ・型枠の穴埋め

S・SRC造貫通鋼管鋼管ｽﾘｰﾌﾞ・補強

使用されたｽﾘｰﾌﾞの穴埋め

予備ｽﾘｰﾌﾞの穴埋め

3.設備機器の基礎 建築設計図に記入のあるもの

室内の基礎（建築設計図に記入のないもの）

屋外・屋上の基礎

屋上基礎で押さえｺﾝにｱﾝｶｰしない軽微なもの

機器取付け用ｱﾝｶｰ・架台

屋内受水ﾀﾝｸ用の基礎

仕　上　げ　関　係

軽鉄天井･壁下地

補強を要しないﾎﾞｰﾄﾞの切り込み

開口部の墨出し

電　気　関　係

電気配管配線

機器付属の制御盤への電源供給配管配線

 二次側

 一次側

その他（工事区分を特に間違えやすい項目）

天井材 取外し再取付(各種配管配線作業用)

床はつり補修 各種配管配線作業用

流し台、ガス台

便所手洗いｶｳﾝﾀｰ

洗面化粧台

ガス漏れ警報器

24H換気扇

連動スイッチ

湯沸器

連動スイッチ

機器納入

取付

機器納入

取付

小規模は要協議

小規模は要協議

衛生陶器は衛生設備

取付は電気設備

機器納入は衛生設備

取付は電気設備

機器納入は衛生設備

 ・　　　　　　　　・　　　　　　　室　(測定箇所　　　　箇所）

 ・　　　　　　　　・　　　　　　　室　(測定箇所　　　　箇所）

 ・　　　　　　　　・　　　　　　　室　(測定箇所　　　　箇所）

3)測定室

・パラジクロロベンゼン　（指定値0.04ppm以下）

※スチレン　(指定値0.05ppm以下）

※エチルベンゼン　(指定値0.88ppm以下）

※ホルムアルデヒド　（指定値0.08ppm以下）

※トルエン　(指定値0.07ppm以下）

2)測定対象物質

　時間を見込むこと。

　※測定時期の決定は、測定結果が指針値を超えた場合に、６）の措置を講じる

※キシレン　(指定値0.05ppm以下）

　の措置を講じた後、再度４）、５）により、測定を行う。

※測定結果が厚生労働省の指針値を超えていた場合は、発散源を特定し、換気等

定する。

測定対象化学物質を採取したパッシブ型採取機器を分析機関に送付し濃度を測

７ 「週休２日取得 ※　本工事は、燕市「週休2日取得モデル工事」の試行対象工事である。

モデル工事」の適用

８ 工事区分表

機器付属操作スイッチの取付及び渡り配管配線

補強を用するﾎﾞｰﾄﾞの切り込み及び下地の補強

機器付属の制御盤以降の配管配線（接地線共）

９ 発生材の処理等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[1.3.12]

工事の施工により発生する建設発生土は、下記の場所に搬出するものとして積算している。

１０ 化学物質の

　 　濃度測定

施 設 所 在 地

1)測定時期   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  [1.7.9]

測定時期は家具設置等の別途工事が行われる前とする。ただし、内装又は塗装等の

施工が終了し、その後十分な換気が行われていること、及び中央式空気調和設備の

ように換気を行いながら空気調和を行う設備がある場合は、設備の試運転が終了し

ていることとする。

測定時期は工事完了時とする。なお、内部工事期間等が特記されている場合は、内

部工事完了時とする。

　※測定前の措置

　　測定を開始する前に、測定対象室のすべての窓及び扉（造りつけ家具、押入等

　　の収納部分の扉を含む。）を開放し、３０分間換気する。その後、測定対象室

　　のすべての窓及び扉を５時間閉鎖する。ただし、造りつけ家具、押入等の収納

　　部分の扉は開放したままとする。

4)測定方法

測定機器

　※パッシブ型採取機器 　・監督員の承諾する機器

　※ 測定は次のイ～ハによる。

　　イ 上記測定前の措置の状態のままで測定する。

　　ロ 測定時間は、原則として２４時間とする。ただし、工程等の都合により、

　　　 ２４時間測定が行えない場合は、８時間測定とする。なお、８時間測定の

       場合は、午後２時～３時が測定時間帯の中央となるよう１０時３０分から

       １８時３０分までの時間帯で測定する。

　　ハ 測定回数は１回とし、複数回の測定は不要とする。

　※その他

　　たままとする。ただし、局所的な換気扇等で常時稼働させないものは停止させ

　　上記測定前の措置及び測定においては、換気設備又は空気調和設備は稼働させ

　　たままとする。

5) 測定結果の分析

6)測定結果が指針値を超えた場合の措置

7)報告書の提出

　が特記されている場合は、内部工事完了までに測定結果速報を監督員に提出する。

※測定結果の報告書を完了検査日までに監督員に提出する。なお、内部工事期間等

１０ 化学物質の

　 　濃度測定

測定要領

開く等必要な措置を講じなければならない。

受けること。

調査のため第三者の施設へ立ち入る場合は事前に調査日時を調査対象物件の所有者に通知し、承諾を

立ち入り調査にあたり、身分を示す証明、腕章等を常に携帯し、関係者の請求があった場合は、これを

提示するとともに不快感を与えないよう、服装や言動にも十分注意し、実施しなければならない。

②（立ち入り） 請負者は本調査を円滑に実施するために監督員と協議のうえ、調査付近の住民説明会を

縮尺は原則として100分の１とする。

建物調査は1棟ごとに行うものとする。

された土地家屋調査士が主任者として担当し、補助者には経験のある者をあてなければならない。

調査時に可能な限り関係者の立ち会いを求めるとともに、所有者に調査結果の確認を求めておかなけれ

ばならない。

整理するものとする。

調査時において、既存の損壊部があるときは、平面図に番号を付し添付するカラー写真と符合するよう

思われる箇所について写真撮影(ｶﾗｰ)を行い、整理製本するものとする。

既存の損壊部位の写真は損壊部位全体把握ができるもの1枚以上とし、部分拡大については損壊部の

形状、長さ、幅、深さ等の比較目測ができる目盛定規、箱尺等を当て撮影したものを添付すること。

調査対象、工事概要、考察等必要資料を家屋調査報告書として提出すること。

③（調査方法） 調査は建築士法第5条第1項により登録された建築士、又は土地家屋調査士法第6条に登録

④（調査実施項目） 請負者は表－１「調査実施項目」の項目によって実施調査を行うものとする。

⑤（建物平面図） 請負者は実施調査に基づき、建物平面図を作成するものとする。

⑥（撮影写真） 請負者は④の調査箇所で既に損壊のある所等、事業損失に係る事後調査との照合上必要と

⑦（成果品） 請負者は調査結果として調査区域平面図(調査家屋番号記入)、家屋調査測定表、記録写真集、

するものとする。

なお提出部数はA-4版に仕上げたもの正本１部を監督員に提出し、その写しを調査家屋所有者へ１部提出

⑨（その他） この特記仕様書及び設計図書に記載のない事項又は疑義のある事項については監督員の指示

を受けるものとする。

損害補償業務特記仕様書

なお、請負者は、原則としてその費用を全額負担するものとする。

①（家屋等の事後調査及び損傷箇所確認） 請負者は、損害の申し出があった家屋等の事後調査を実施する

と共に、所有者等立会いのもと工事による損害と認められる損傷箇所の確認を行い、事後家屋調査報告

書を作成し、監督員に提出すること。

②（補償交渉） 請負者は、所有者等との補償交渉に主体となってのぞみ、合意形成にいたるまで誠意を

もって交渉にあたるものとし、必要に応じて監督員及び発注課担当職員の同席を求めることができる。

なお、承諾書の提出をもって、合意形成とみなすこととする。

③（補償の実施） 所有者等に対する補償の実施は請負人が行い、金銭補償（渡し切り）を原則とする。

なお、復旧工事（機能回復）の申し出があったときは、復旧工事を行うことができるものとする。

請負者は、原則としてその費用を全額支払うものとする。

を受けるものとする。

④（その他） この特記仕様書及び設計図書に記載のない事項又は疑義のある事項については監督員の指示

摩擦等生じないよう努めるものとする。

この調査は所有者等の財産に関するものであり、補償の基礎となるものであるから正確かつ良心的に

実施しなければならない。

家屋調査業務特記仕様書

①（調査の心得） 受注者は調査に際して親切を旨として所有者、占有者、その他関係人と十分協調を保ち、

また受注者は、この調査作業により知り得た秘密を第三者に漏らしてはならない。

10　家屋調査

代表理事　小杉　隆光

管理建築士 一級建築士第135266号 小田野淳一

審　査 担当ﾁｰﾌ 担当ｻﾌﾞ

図面名称

図面番号

備 考
所在地：〒959-0232 新潟県燕市吉田東栄町48番1号 電話/FAX=０２５６（９３）５８００

燕 市 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

年月日

一級建築士事務所 新潟県知事登録(ニ)第4445号 

工事名称

縮 尺

Ａ－０６

改修特記仕様書（その６）

担当ｻﾌﾞ

設計番号

令和5年6月

通信仮眠室整備工事

NOSCALE

025-375-5405

字鴨池325-1

新潟市南区下曲

㈲ｽｰﾊﾟｰｼﾞｬﾝｸﾞﾙ

木くず

0258-41-7800

大字稲川884

三島郡出雲崎町

ｴｺﾊﾟｰｸいずもざき

その他

(株)セキヤ

0256-93-1311

下中野1594-4

燕市吉田

金属くず

下和納4181番地1

新潟市西蒲区

0256-93-6320

ｺﾝｸﾘｰﾄがら

(株)ﾏﾙﾀ建設ｴｺﾌﾟﾗﾝﾄ



^@BMF:\業務データ\令和5年\消防本部仮眠室整備工事\設計資料\案内図.bmp,166.564,160.78,0,0,1,0,255,255,255

.

通用口-3

職員入口

職員用駐車場

浄化槽

職員用駐車場

搬入口

来客用駐車場

拠点避難地

緊急出動口口

配置図　　1/300

拠点避難地

ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ離着陸場

ﾒｲﾝ入口

通用口-2

ﾋﾟﾛﾃｲ

道路

道路

道路

代表理事　小杉　隆光

管理建築士 一級建築士第135266号 小田野淳一

審　査 担当ﾁｰﾌ 担当ｻﾌﾞ

図面名称

図面番号

備 考
所在地：〒959-0232 新潟県燕市吉田東栄町48番1号 電話/FAX=０２５６（９３）５８００

燕 市 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

年月日

工事名称

縮 尺

Ａ－07

1:300工事概要・案内図・配置図・仮設計画図

担当ｻﾌﾞ

設計番号
通信仮眠室整備工事

令和5年6月

案内図

配置図　　1/300

指定なし

第13項・第15項

改修工事

無指定

（建築基準法関係）

一 般 事 項

区域区分非設定

都市計画区域内

化調整区域の別
市街化区域・市街

用途地域

・外の別
都市計画区域内

指定なしその他の地域地区

防火地域

工事種別

消防法

建物用途

建築場所

工事名称

工　事　概　要

事務所・消防署

燕市吉田浜首408番地1

通信仮眠室整備工事

改 修 建 築 物 概 要

≒12，931㎡

3，171.25㎡

4，228.56㎡

改修床面積 ・図示の範囲

敷地面積

延床面積

建築面積

RC造2階建て+P・H構造・階数

・　改修に伴う電気設備機械設備の新設・改修

・　2階既設浴室の洗濯機置場設及びｼｬﾜｰﾕﾆｯﾄの整備

・　2階既設仮眠室ｴﾘｱのｾｷｭﾘﾃｲｰ改修

・　2階ﾘﾌﾚｯｼｭｺｰﾅｰに仮眠室（３室）の整備

改修工事内容

一級建築士事務所 新潟県知事登録(ニ)第4445号 

工事用出入口

工事車両出入口

資材搬入、搬出

資
材
搬
入、

搬
出

施工上の注意事項
工施設を使用しながらの工事である。
利用者及び施設運営に充分配慮した安全確保を考慮すること。

2階へ



車椅子トイレ

機械室

機械室

ＵＰ

スロープ

ＵＰ

可動ステージ

車庫

待機室

車寄せ

下足室

厨房

機械室

ＵＰ

ロッカー室

倉庫

ＤＮ

防火衣ロッカー

ＵＰ

乾燥室

ホース庫

ＤＮ

ＵＰ

体力練成室

仮眠室仮眠室仮眠室仮眠室

湯沸室便所

ＵＰ

浴室
ＰＳ

メイン入口

多目的ホール

救急救護室

１１９番通報訓練コーナー

防災Ｑ＆Ａコーナー

ＵＰ

機械室

来客用ロッカー室

防災シアター
消火体験コーナー

煙体験コーナー

ミニシアター

地震体験コーナー

受付カウンター

女子トイレ

男子トイレ

脱衣室

下足室

庁舎案内板

電話コーナー

押入

救急倉庫
救急消毒室

ＤＮ

工具室

ポンプ車

梯子付消防

救助工作車マイクロバス ポンプ車

水槽付消防 普通消防

ポンプ車ポンプ車

水槽付消防普通消防

ポンプ車

トラック

指令車

ＤＮ ＤＮ

スロープスロープ

72,000
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Ｙ１

Ｙ３

Ｙ４
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Ｙ４

Ｙ２

10,000

8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000

4,000 4,000

3,000

32,000 40,000

来客用駐車場（１０台）

3,000 8,000 8,000

35,000

8,000 8,000 8,000 8,000 8,000

40,000

8,000 8,000

Ｘ１Ｘ０ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９

Ｙ２

階段Ａ
階段Ｂ

階段Ｃ

風除室

職員入口

職員玄関

通用口－１

通用口－４

通用口－２

搬入口

エントランスロビー

エントランスポーチ

備蓄庫

通路－１

倉庫

脱衣室

（自転車置場）

乾燥室

洗濯室
洗面室

男子便所

前室

倉庫

ＵＰ

食堂

食品庫

2,5005,500

1,
60

0

1,
40

0

手洗

ＵＰ

救急車

高規格

救急車

救急車 指揮車

査察指導車

押入

押入 押入 押入 押入

外階段

器具庫

車椅子使用者用駐車場

ピロティー

通路－３

洗濯室

8,000

Ｙ２Ａ

Ｙ２Ｂ

5,600

14
,0

00

倉庫

フラッグポール

ＵＰ

浄化槽

浴室中庭

ブロアー室

5,250 2,750

4,
30

0
7,

20
0

Ｙ５

Ｙ６

Ｙ７

Ｙ８

Ｙ９

Ｙ６

Ｙ８

Ｙ９

Ｘ１０ Ｘ１１

Ｘ１１

電気室

ボイラー室

発電機室

Ｙ１Ａ

Ｙ１Ｂ

Ｙ１Ｃ

Ｙ１Ｄ

Ｘ１１Ａ Ｘ１１Ｂ

6,
00

0
4,

50
0

4,
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0

2,
70

0
3,

30
0

ホースタワー

コミュニティルーム

冷水器

通用口－３

防災用品 展示コーナー
展示ホール

通路－２

出動ホールホール

風除室

タイヤ庫

受水槽

気象観測器

オイルタンク埋設

ＵＰ

自販機

ＵＰ

ＵＰ

代表理事　小杉　隆光

管理建築士 一級建築士第135266号 小田野淳一

審　査 担当ﾁｰﾌ 担当ｻﾌﾞ

図面名称

図面番号

備 考
所在地：〒959-0232 新潟県燕市吉田東栄町48番1号 電話/FAX=０２５６（９３）５８００

燕 市 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

年月日

一級建築士事務所 新潟県知事登録(ニ)第4445号 

工事名称

縮 尺

Ａ－０８

1:200

担当ｻﾌﾞ

設計番号

令和5年6月

通信仮眠室整備工事

現況全体1階平面図

工事用出入口



倉庫

多目的ホール上部

通信課事務室

書庫

休憩室

テラス

女子洗面・便所

男子洗面・便所

ＤＮ ＤＮ

情報連絡室

消防本部・消防署事務室

空調機械室

防災事務室

吹抜

図書コーナー

ＤＮ

小会議室

階段Ａ

リフレッシュコーナー

仮眠室 仮眠室仮眠室仮眠室

階段Ｂ

階段Ｃ

外階段

72,00010,000
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湯沸室
吹抜

ホール
通路－１

通路－３

ＵＰ ＵＰ

脱衣室

ＵＢ

湯沸室

通路－２

倉庫

前室

通信指令室 通信機械室

Ｙ２Ａ

Ｙ２Ｂ

8,0005,600

8,000
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5,250 2,750
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Ｙ１Ａ

Ｙ１Ｂ

Ｙ１Ｃ

Ｙ１Ｄ

6,
00

0
4,

50
0

4,
50

0

2,
70

0
3,

30
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ｾﾝﾀｸｷ

代表理事　小杉　隆光

管理建築士 一級建築士第135266号 小田野淳一

審　査 担当ﾁｰﾌ 担当ｻﾌﾞ

図面名称

図面番号

備 考
所在地：〒959-0232 新潟県燕市吉田東栄町48番1号 電話/FAX=０２５６（９３）５８００

燕 市 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

年月日

一級建築士事務所 新潟県知事登録(ニ)第4445号 

工事名称

縮 尺

Ａ－０９

1:200改修前全体2階平面図

担当ｻﾌﾞ

設計番号
通信仮眠室整備工事

令和5年6月

壁
内

法
6
,
1
5
0

1
,
8
4
0

改修範囲（撤去部分）

詳細は図面No11参照

凡　　例

1,480

Ｘ７

4,000

工事用経路



倉庫

多目的ホール上部

通信課事務室

書庫

休憩室

テラス

女子洗面・便所

男子洗面・便所

ＤＮ ＤＮ

情報連絡室

消防本部・消防署事務室

空調機械室

防災事務室

吹抜

図書コーナー

ＤＮ

小会議室

階段Ａ

仮眠室 仮眠室仮眠室仮眠室

階段Ｂ

階段Ｃ

外階段
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前室
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代表理事　小杉　隆光

管理建築士 一級建築士第135266号 小田野淳一

審　査 担当ﾁｰﾌ 担当ｻﾌﾞ

図面名称

図面番号

備 考
所在地：〒959-0232 新潟県燕市吉田東栄町48番1号 電話/FAX=０２５６（９３）５８００

燕 市 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

年月日

一級建築士事務所 新潟県知事登録(ニ)第4445号 

工事名称

縮 尺

Ａ－１０

1:200

担当ｻﾌﾞ

設計番号

令和5年6月
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通信仮眠室整備工事

改修後全体2階平面図
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詳細は図面No.A-12参照

仮眠室1

仮眠室2

仮眠室3



天井合板・ﾎﾞｰﾄﾞ撤去 ｹｲｶﾙ板　t=6.0

通路－３

ｾﾝﾀｸｷ

ＤＮ

湯沸室
階段Ｂ

テラス

脱衣室 ＵＢ

1
,
8
4
0

1,480

代表理事　小杉　隆光

管理建築士 一級建築士第135266号 小田野淳一

審　査 担当ﾁｰﾌ 担当ｻﾌﾞ

図面名称

図面番号

備 考
所在地：〒959-0232 新潟県燕市吉田東栄町48番1号 電話/FAX=０２５６（９３）５８００

燕 市 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

年月日

一級建築士事務所 新潟県知事登録(ニ)第4445号 

工事名称

縮 尺

Ａ－１１

1:50改修前平面詳細図（撤去）

担当ｻﾌﾞ

設計番号
通信仮眠室整備工事

令和5年6月

Ｘ７

Ｘ７

※
4
0
5

※
1
7
5

撤去　SUSﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ（ｺﾞﾑﾀｲﾔ）

ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ入れ

ＡＷ－１１

1
8
0 12
0

2
,3
6
5

3
5

2
0
02
1
0

OAﾌﾛｱｰ(H=200）
実用荷重300ｋｇ以上

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ厚さ6.5mm
撤去

Ｂ－Ｂ床下想定図

リフレッシュコーナー

撤去詳細寸法は現場実測寸法を優先する

撤去
ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ厚さ6.5mm

実用荷重300ｋｇ以上
OAﾌﾛｱｰ(H=200）

2
1
0

2
0
0

3
5

2
,3
6
5

12
0

1
8
0

SUSﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ（ｺﾞﾑﾀｲﾔ）
撤去 撤去

SUSﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ（ｺﾞﾑﾀｲﾔ）

Ａ－Ａ床下想定図

30

床撤去

GB-R　t=9.5 岩綿吸音板 t=9

塩ビ製廻り縁 

天井合板・ﾎﾞｰﾄﾞ撤去

壁撤去

撤去　　リフレッシュコーナー

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ厚さ6.5mm

OAﾌﾛｱｰ(H=200）

LGS（19型）野縁ﾊﾞｰのみ

野縁受､ﾊﾝｶﾞｰ､吊ﾎﾞﾙﾄは既存使用とする。

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ 塩ビ製巾木H=75

床組撤去

天井下地撤去

廻縁撤去

撤去　ﾓﾙﾀﾙ撤去　ﾓﾙﾀﾙ

6
,
1
50

現況壁面

現況壁面

現
況
壁
面

現
況
壁
面

床・天井撤去範囲

撤去　ｺﾝｸﾘｰﾄ

※
3
0
0

床組撤去

塩ビ製巾木H=75ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾌﾘｰﾌﾛｱｰ　　ﾗﾜﾝ合板１類　t12.0

長尺塩ビｼｰﾄ　t2.0

撤去　脱衣室

壁撤去

床撤去

※
1
,
6
1
0

現況壁面

4,200

2,087.5

撤
去
　

ﾋ
ﾞ
ﾆ
ﾙ
ｸ
ﾛｽ
　

塩
ビ

製
巾

木
H
=7
5

撤
去
　

塩
ビ

製
巾

木
H
=7
5

1
,
6
0
0

1,200

壁組撤去 LGS90型　GB-Sｔ＝12.5

図示の範囲

図示の範囲

図示の範囲

図示の範囲

現場合わせ優先

壁内法1,530

凡例

※寸法　現場実測を優先する

改修前平面詳細（撤去）図　　1：50

Ｘ８

Ｘ９

改修範囲

※
23
0

撤去　ｺﾝｸﾘｰﾄ

撤去　木製ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ

※230

既存LGS天井下地組19型
野縁ﾊﾞｰのみ撤去とし､
野縁受､ﾊﾝｶﾞｰ､吊ﾎﾞﾙﾄは既存使用とする。

撤去 撤去
既存LGS天井下地組19型
野縁ﾊﾞｰのみ撤去とし､
野縁受､ﾊﾝｶﾞｰ､吊ﾎﾞﾙﾄは既存使用とする。

岩綿吸音板9mm

撤去

AW-11AW-11

撤去　木製ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ

撤去

岩綿吸音板9mm

300 1,200 2,800

4,300

※
2
7
4

図示の範囲

図示の範囲床撤去

壁撤去

撤去　通路-3

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ　t2.0

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ 塩ビ製巾木H=75

床・壁撤去範囲

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開方向

工事対象外

Ｙ３

Ｙ２
P・B9.5mm P・B9.5mm

撤去　ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

床・壁・天井撤去範囲

廻縁撤去 塩ビ製廻り縁 

ＵＢ撤去 1200×1600　H2050　付属品すべて撤去

図示の範囲

図示の範囲

撤去　ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ 撤去　ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ



既存壁面

既存面

新設

GB-R9.5

GB-R9.5

300

1,200 2,800

850

7
5
8

1
,
6
6
0

※
7
4

設
置

必
要
寸
法

1,480

100

336

4

336

4

※960

1
5
0

新設
洗濯機ﾊﾟﾝ

2
,
5
1
0

1
,
8
4
0

※
7
2
.
5

140

980 3,220

4,200 （既存壁面）

既存壁面

6
,
1
50

2
,
0
2
0

2
,0
2
0

1
,
9
6
2
.
5

※
1
4
7.
5

有
効

開
口

8
2
8

ﾄ
ﾞ
ｱ
幅

8
50

有効幅≒910

ルー

ム
エ
ア
コ
ン

ルー

ム
エ
ア
コ
ン

ルー

ム
エ
ア
コ
ン

壁内法1,530

※
1,
5
8
2

57
.
5

1,400

640ｻｲｽﾞ

樹脂3方枠
新設

塩ビ見切り

新設

新設面

既存面

新設面

新設面

既存面

既存面

新設面

（ﾌﾘｰﾌﾛｱｰ　　ﾗﾜﾝ合板１類　t12.0）

GB-St=12.5下地ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

新設

Ａ
新設

新設壁面まで

既存面

新設面

既存面

新設面 新設面

既存面

新設面

既存面

2,
7
0
0

460

1
8
0 12
0

2,
3
6
5

3
5

2
0
0

OAﾌﾛｱｰ(H=200）
耐荷重300kg以上

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ厚さ6.5mm
新設

Ａ－Ａ床下想定図

改修詳細寸法は現場実測寸法を優先する

新設
ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ厚さ6.5mm

耐荷重300kg以上
OAﾌﾛｱｰ(H=200）

2
0
0

12
0

Ｂ－Ｂ床下想定図

240

※
2
4
0

新設面

既存面

既存面

GB-Rt=12.5×2

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

GB-Rt=12.5×2

4
6
0

425
ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ撤去後塞ぎ

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ撤去後塞ぎ

既存LGS天井下地組19型

50

仮眠室新設間仕切壁　共通

90

ＡＢ

Ｂ Ａ

仮眠室

仮眠室1

仮眠室2

仮眠室3

仮眠室通路

※
3
0
0

1
10

ﾄ
ﾞｱ
幅
8
5
0

ﾄ
ﾞ
ｱ
幅
8
5
0

1
1
0

有
効

開
口
8
2
8

有
効

開
口

82
8 1
1
0

現況のまま

改
修

範
囲

GB-R12.5下地ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

ｼｰﾙ

仮眠室通路
AW-11　改修
ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ6→ｱﾙﾐ断熱ﾊﾟﾈﾙに取替ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ6→ｱﾙﾐ断熱ﾊﾟﾈﾙに取替

AW-11　改修

GB-R12.5下地ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

現場合わせ優先

現
況
壁
面 980 3,220

現
況
壁
面

新設

新設

※
2
7
4

壁

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ　t2.0貼

塩ﾋﾞ製巾木H=75

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt=2.0mm

新設面

既存面

塩ﾋﾞ製巾木H=75

（既存ﾓﾙﾀﾙ下地）

新設間仕切壁

新設間仕切壁

Ａ

OAﾌﾛｱｰ(H=200） 耐荷重300kg以上 耐荷重300kg以上OAﾌﾛｱｰ(H=200）

新設ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ

ｽﾃﾝﾚｽｱﾝｸﾞﾙ　40×40×4

（冷媒配管用　上下）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開方向

凡例

※寸法　現場実測を優先する

改修範囲

工事対象外

EVAH5

照明 ﾌﾗｯﾄ型照明

換気 換気扇

800D×1550W×2030Hｼｬｰﾜｰﾕﾆｯﾄ新設

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ仕様

参考品番

KSTM1

IKJC5

HDR36

間仕切壁 仮眠室新設間仕切り壁　共通　参照新設 新設 仮眠室新設間仕切り壁　共通　参照間仕切壁

（既存ﾓﾙﾀﾙ下地）

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝ

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝ

（既存ﾓﾙﾀﾙ下地）
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt=2.0mm

6.0

AW-11　改修
ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ6　→　ｱﾙﾐ断熱ﾊﾟﾈﾙに取替
既存ｶﾞﾗｽ面外張り用窓ｶﾞﾗｽﾌｨﾙﾑ　

テラス

脱衣室

湯沸室

通路－２

既存ｾﾝﾀｸｷ

休憩室

通路－３

ＤＮ

階段Ｂ

通路－３

代表理事　小杉　隆光

管理建築士 一級建築士第135266号 小田野淳一

審　査 担当ﾁｰﾌ 担当ｻﾌﾞ

図面名称

図面番号

備 考
所在地：〒959-0232 新潟県燕市吉田東栄町48番1号 電話/FAX=０２５６（９３）５８００

燕 市 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

年月日

一級建築士事務所 新潟県知事登録(ニ)第4445号 

工事名称

縮 尺

Ａ－１２

1:50改修後平面詳細図

担当ｻﾌﾞ

設計番号
通信仮眠室整備工事

令和5年6月

Ｘ７

Ｘ７ Ｘ８

Ｙ２

Ｙ３

Ｘ９

Ｙ３

断熱材　RWMA　75㎜　30K充填
LGS90型　@455

断熱材　RWMA　75㎜　30K充填

改修後平面詳細図　　1：50

断熱材　RWMA　75㎜　30K充填LGS50型　@303

化粧ｹｲｶﾙ板t=6.0㎜

塩ﾋﾞ見切り

塩ﾋﾞ見切り

床

LGS90型　@303

LGS90型　@455

ＧＢ－Ｒ

ＧＢ－Ｓ

ＲＷ－Ｂ

不燃 NM-9639

＊防火認定番号　

9.5　

12.5

化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板

9.0　

12.5

不燃 NM-8424

不燃 NM-8599

不燃 NM-8612

準不燃QM-0524

化粧ｹｲｶﾙ板

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

 耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

化粧ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板

現況のまま

現況のまま

現況のまま

現況のまま

現況のまま

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼替

野縁ﾊﾞｰのみ新設とし､
野縁受､ﾊﾝｶﾞｰ､吊ﾎﾞﾙﾄは既存使用とする。

GB-St=12.5下地化粧ｹｲｶﾙ板t=6（目地ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ工法）

腰壁
壁

塩ビ製巾木H=75

長尺塩ビｼｰﾄ　t=2.0

脱衣室

備考　：　洗濯ﾊﾟﾝ640型

塩ビ製

巾木

床

仕上内容位　置

廻縁

天井

化粧ｹｲｶﾙ板t=6張り
GB-St=12.5下地

（目地ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ工法）

天井

廻縁

GB-Rt=12.5×2下地ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

位置 仕上内容

床

巾木

塩ビ製

RW-B　t=9張り　GB-Rt=9.5　捨張り

仮眠室共通

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄt=6.5

塩ビ製巾木H=75

壁

腰壁

塩ビ製巾木H=75

既存GB-Rt=12.5+新設GB-Rt=12.5下地ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り 既存GB-Rt=12.5下地ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

塩ビ製巾木H=75

腰壁

壁

塩ビ製巾木H=75

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄt=6.5

仮眠室通路

RW-B　t=9張り　GB-Rt=9.5　捨張り

塩ビ製

巾木

床

仕上内容位置

GB-Rt=12.5×2下地ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

廻縁

天井

RW-B　t=9張り　GB-Rt=9.5　捨張りRW-B　t=9張り　GB-Rt=9.5　捨張り

GB-Rt=12.5×2下地ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

+新設GB-Rt=12.5下地
既存GB-Rt=12.5

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

GB-Rt=12.5下地ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

位　置 仕上内容

通路－３

GB-St=12.5下地

GB-St=12.5下地ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

ドア

ｼｬﾜｰﾕﾆｯﾄ

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ折戸

JSV0816UXW3CK

壁柄

化粧ｹｲｶﾙ板t=6



既存点検口 湯し室

階段室B階段室B

湯し室

撤去　木製ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ

撤去　塩ビ製廻り縁

撤去　塩ビ製廻り縁

新設　塩ビ製廻り縁

撤去　塩ビ製廻り縁

4,200

現
況
壁
面

現
況
壁
面

6
,
1
50

現況天井伏図　1：50 改修後天井伏図　1：50

14
7
.
5

2
,
0
2
0

2
,0
2
0

1
,
9
6
2
.
5

4,200

980 3,220

現
況
壁
面

現
況
壁
面

仮眠室1

塩ビ製下がり壁見切り

ＡＡ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

仮眠室通路

脱衣室

ｼｬﾜｰ室

1,530

Ｂ

現況のまま

現況のまま

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

新設・ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ20×40×3

既存ｱﾙﾐ見切り

既存ｱﾙﾐ見切り

既存天井壁面
既存天井壁面

1,170

15
0

新設GB-S面

既存壁面

既存壁面

既存壁面

3,220980

現
況
壁
面

現
況
壁
面

500

500

500

塩ﾋﾞ製ﾓｰﾙ

1,4801,530

1
,
8
4
0

現
況
壁
面 980 3,220

現
況
壁
面

1
,5
8
2

1
,
8
4
0

960445

1,480

100

脱衣室
ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

通路-3
通路-3

現
況
壁
面

現
況
壁
面

100

撤去

撤去
塩ビ製廻縁

撤去

ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ

撤去　塩ビ製廻り縁

壁上面・GB-Rt=12.5下地ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り

壁上面

塩ビ製下がり壁見切り

塩ビ製下がり壁見切り

仮眠室2

（設置位置詳細は現場協議優先）

撤去　天井点検口　450型

仮眠室3

GB-Rt=9.5

天井撤去範囲

凡例

※寸法　現場実測を優先する

改修範囲

工事対象外

換気扇（補強木張り付け）

参考・創建57180

参考・創建57180
塩ﾋﾞ製ﾓｰﾙ

既存天井点検口

新設　天井点検口ｱﾙﾐ450角

撤去　ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

塩ﾋﾞ製ﾓｰﾙ

消防本部・消防署事務室消防本部・消防署事務室

Ｘ７

Ｘ７

代表理事　小杉　隆光

管理建築士 一級建築士第135266号 小田野淳一

審　査 担当ﾁｰﾌ 担当ｻﾌﾞ

図面名称

図面番号

備 考
所在地：〒959-0232 新潟県燕市吉田東栄町48番1号 電話/FAX=０２５６（９３）５８００

燕 市 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

年月日

一級建築士事務所 新潟県知事登録(ニ)第4445号 

工事名称

縮 尺

Ａ－１３

1:50改修前天井伏図・改修後天井伏図

担当ｻﾌﾞ

設計番号
通信仮眠室整備工事

令和5年6月

Ｘ７

Ｘ９ Ｘ９

Ｘ７

Ｙ３Ｙ３

断熱材　RWMA　75㎜　30K充填リフレッシュコーナー

　　　PB t=9.5下地　岩綿吸音板t=9貼　EP

　　　珪カル板t=6

天井撤去：LGS下地(19型)　野縁ﾊﾞｰのみ

CH=2,700

（野縁ﾊﾞｰは新設とする。野縁受、ﾊﾝｶﾞｰ、吊りﾎﾞﾙﾄは既存使用とする。）

新規天井点検口ｱﾙﾐ製450角（天井開口補強）4ヵ所

塩ﾋﾞ製廻縁

廻り縁 その他

LGS天井下地

＜ 改 修 後 、 天 井 凡 例 ＞

Ａ

記号 下 地 ・ 仕 上

Ｂ
新設　LGS天井下地

塩ﾋﾞ製廻縁

既存点検口開口ふさぎ　1ヵ所

RW-B　t=9張り　GB-Rt=9.5　捨張り

化粧ｹｲｶﾙ板t=6



撤去

撤去

撤去

野縁ﾊﾞｰのみ 野縁ﾊﾞｰのみ 野縁ﾊﾞｰのみ

撤去

撤去

野縁ﾊﾞｰのみ

撤去

撤去

撤去

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ ＤＣ

ＯＰＥＮ

床：OAフロアー下地

巾木：塩ビ製　H=75

天井：LGS下地(19型)
　　　PB t=9.5下地　岩綿吸音板t=9貼　EP

タイルカーペットt=6.5貼(制電タイプ)

ＦＩＸ

天井：LGS下地(19型)
　　　PB t=9.5下地　岩綿吸音板t=9貼　EP

天井：LGS下地(19型)
　　　PB t=9.5下地　岩綿吸音板t=9貼　EP廻縁：塩ビ製 廻縁：塩ビ製

廻縁：塩ビ製ブラインドボックス：木製OP

天井：LGS下地(19型)
　　　PB t=9.5下地　岩綿吸音板t=9貼　EP

撤去　ビニールクロス

巾木：塩ビ製　H=75 巾木：塩ビ製　H=75

床：OAフロアー下地 床：OAフロアー下地床：OAフロアー下地

壁：フッソ樹脂鋼板パネル

壁：LGS下地
　　PB t=12.5ビニールクロス貼

SUSノンスリップW=35(ゴムタイヤ付き)

壁：フッソ樹脂鋼板パネル

タイルカーペットt=6.5(制電タイプ)
タイルカーペットt=6.5(制電タイプ) タイルカーペットt=6.5（制電タイプ)

消防事務室

代表理事　小杉　隆光

管理建築士 一級建築士第135266号 小田野淳一

審　査 担当ﾁｰﾌ 担当ｻﾌﾞ

図面名称

図面番号

備 考
所在地：〒959-0232 新潟県燕市吉田東栄町48番1号 電話/FAX=０２５６（９３）５８００

燕 市 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

年月日

工事名称

縮 尺

担当ｻﾌﾞ

設計番号
通信仮眠室整備工事

令和５ 年６ 月1:50
一級建築士事務所 新潟県知事登録(ニ)第4445号 

２階　脱衣室

巾木：塩ビ製　H=75

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

天井：LGS下地(19型)
　　　珪カル板t=6目透し貼　VP

壁：LGS下地
　　WPB t=12.5ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

巾木：塩ビ製　H=75

床：フリーフロアー下地

　　ラワン合板1類t=12捨貼　長尺塩ビシートt=2.0
床：モルタル金ゴテ下地
　　長尺塩ビシートt=2.0貼

巾木：塩ビ製　H=75

壁：LGS下地
　　WPB t=12.5ビニールクロス貼

天井：LGS下地(19型)
　　　珪カル板t=6目透し貼　VP

廻縁：塩ビ製

ユニットバス1612タイプユニットバス1612タイプ ユニットバス1612タイプ ユニットバス1612タイプ

コンセント

照明

タオル掛け

改修前展開図
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改修前展開図 1/50

ﾘﾌﾚｯｼｭｺｰﾅ

脱衣室 浴室

通路－３

ＦＩＸ

工事範囲部分工事範囲外

撤去

撤去

現況のまま

現況のまま

撤去

撤去

撤去
撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

天井：LGS下地(19型)
　　　珪カル板t=6

撤去

2
,
7
00

撤去　ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt=2.0

撤去　塩ビ製巾木撤去　塩ビ製巾木

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt=2.0

※274 ※274

撤去　ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

2
,
7
00

1,530 1,530

※1,982

通路-2通路-3 通路-2 通路-3

※1,982

既存　ｱﾙﾐ見切り 既存　ｱﾙﾐ見切り

撤去　ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

（ﾘﾌﾚｯｼｭｺｰﾅｰ・脱衣室・浴室・通路-3）

Ａ－１４
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面

現
況
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面

撤去範囲

凡例

※寸法　現場実測を優先する

現況のまま

撤去　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ

撤去

撤去

撤去　ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ※98

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開方向

　　撤去　ビニールクロス

撤去　廻縁：塩ビ製
撤去

撤去　廻縁：塩ビ製 撤去　廻縁：塩ビ製
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新設　塩ビ製巾木　H=75
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新設　塩ビ製廻縁
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塩ﾋﾞ製巾木　H=75
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仮眠室用通路 仮眠室用通路

仮眠室用通路

2Fｽﾗﾌﾞ面

2FL面

2FL面

2Fｽﾗﾌﾞ面

新設　野縁ﾊﾞｰ19型

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

新設　塩ﾋﾞ製巾木H=75

2
0
0

2Fｽﾗﾌﾞ面

2FL面
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,
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新設　塩ﾋﾞ製巾木　H=75

新設　塩ﾋﾞ製廻縁

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

新設　塩ﾋﾞ製巾木H=75

2FL面

2Fｽﾗﾌﾞ面
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,
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0
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0
0

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼替

980 3,220

3,220980

980 3,220

※240

新設　塩ﾋﾞ製巾木H=75

※240※722.5
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既存R階ｽﾗﾌﾞ下面

≒
8
0
0

既存R階ｽﾗﾌﾞ下面

500

塩ﾋﾞ製下がり壁見切り

2
0

既存R階ｽﾗﾌﾞ下面

新設　野縁ﾊﾞｰ19型

2FL面

2Fｽﾗﾌﾞ面

塩ﾋﾞ製下り壁見切り

2
0

塩ﾋﾞ製下がり壁見切り

2
0

AW-11　改修

仮眠室用通路

仮眠室用通路
AW-11　改修

※240

※240

2,020

ﾍﾞｯﾄﾞ

（別途備品）

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

（仮眠室1・仮眠室2・仮眠室3）

1
63
.
5 3
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2
0
0

現況2Fｽﾗﾌﾞ面

仮眠室共通ＯＡﾌﾛｱ3000N

ﾊﾟｰﾃｲｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ30mm

1
9
3
.
5

適
応

床
高

（耐荷重300kg）

既存ﾎﾞｰﾄﾞ面

凡例

※寸法　現場実測を優先する
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Ｃ

Ｄ 展開方向

他全て新設

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

代表理事　小杉　隆光

管理建築士 一級建築士第135266号 小田野淳一

審　査 担当ﾁｰﾌ 担当ｻﾌﾞ

図面名称

図面番号

備 考
所在地：〒959-0232 新潟県燕市吉田東栄町48番1号 電話/FAX=０２５６（９３）５８００

燕 市 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

年月日

工事名称

縮 尺

担当ｻﾌﾞ

設計番号
通信仮眠室整備工事

令和5年6月1:50
一級建築士事務所 新潟県知事登録(ニ)第4445号 

改修後展開図１

改修後展開図１ 1/50

仮眠室1

仮眠室2

仮眠室3

仮眠室2仮眠室2

仮眠室3

新設　断熱材　RWMA75㎜　30K充填

仮眠室1 仮眠室1仮眠室3

仮眠室2仮眠室2

Ａ－１５
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新設OAﾌﾛｱｰ 新設OAﾌﾛｱｰ 新設OAﾌﾛｱｰ

新設OAﾌﾛｱｰ新設OAﾌﾛｱｰ新設OAﾌﾛｱｰ

新設OAﾌﾛｱｰ 新設OAﾌﾛｱｰ

野縁受､ﾊﾝｶﾞｰ､吊ﾎﾞﾙﾄは既存使用とする。

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ=6.5貼(制電ﾀｲﾌﾟ)

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ=6.5貼(制電ﾀｲﾌﾟ)

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ=6.5貼(制電ﾀｲﾌﾟ)

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ=6.5貼(制電ﾀｲﾌﾟ)

野縁受､ﾊﾝｶﾞｰ､吊ﾎﾞﾙﾄは既存使用とする。

新設OAﾌﾛｱｰ

新設OAﾌﾛｱｰ

新設OAﾌﾛｱｰ

新設OAﾌﾛｱｰ

既存GB-Rt=12.5
+新設GB-Rt=12.5下地

GB-Rt=9.5　捨張り
RW-B　t=9張り

RW-B　t=9張り
GB-Rt=9.5　捨張り

既存GB-Rt=12.5
+新設GB-Rt=12.5下地

GB-Rt=12.5×2下地ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り
GB-Rt=12.5×2下地

GB-Rt=12.5×2下地
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

GB-Rt=12.5×2下地ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

既存GB-Rt=12.5
+新設GB-Rt=12.5下地

RW-B　t=9張り
GB-Rt=9.5　捨張り

GB-Rt=9.5　捨張り

GB-Rt=12.5×2下地ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

GB-Rt=12.5×2下地
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り
GB-Rt=12.5×2下地

GB-Rt=9.5　捨張り
RW-B　t=9張り

GB-Rt=9.5　捨張り

GB-Rt=12.5×2下地ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

GB-Rt=12.5×2下地
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り
GB-Rt=12.5×2下地

既存GB-Rt=12.5
+新設GB-Rt=12.5下地

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄt=6.5
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消防事務室

ﾌｯｿ樹脂鋼板ﾊﾟﾈﾙ

代表理事　小杉　隆光

管理建築士 一級建築士第135266号 小田野淳一

審　査 担当ﾁｰﾌ 担当ｻﾌﾞ

図面名称

図面番号

備 考
所在地：〒959-0232 新潟県燕市吉田東栄町48番1号 電話/FAX=０２５６（９３）５８００

燕 市 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

年月日

一級建築士事務所 新潟県知事登録(ニ)第4445号 

工事名称

縮 尺

Ａ－１６

1:50

担当ｻﾌﾞ

設計番号
通信仮眠室整備工事

令和5年6月
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仮眠室通路

仮眠室用通路

野縁受､ﾊﾝｶﾞｰ､吊ﾎﾞﾙﾄは既存使用とする。

新設　野縁ﾊﾞｰ19型
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現
況
壁
面

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ=6.5貼(制電ﾀｲﾌﾟ)

既存R階ｽﾗﾌﾞ下面

※460 1,290

仮眠室1

980

新設　塩ﾋﾞ製巾木　H=75
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張替

新設OAﾌﾛｱｰ

4,550

現況のまま
既存窓　現況のまま現況のまま

塩ビ製ﾓｰﾙ
（参考：創建57180）

既存枠（現況のまま）

既存枠（現況のまま）

10×10程度

新設　壁見切

新設　壁見切り

塩ビ製ﾓｰﾙ（参考：創建57180）

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ=6.5貼(制電ﾀｲﾌﾟ)

仮眠室3

既存R階ｽﾗﾌﾞ下面
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新設OAﾌﾛｱｰ

GB-R12.5下地ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

現況のまま
ﾌｯｿ樹脂鋼板ﾊﾟﾈﾙ

新設

新設　ｼｰﾘﾝｸﾞ

7
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新設　ﾋﾞﾆﾙ巾木

X7

242.5737.5

消防事務室

新設
（参考：創建57180）

塩ビ製ﾓｰﾙ
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新設　野縁ﾊﾞｰ19型

野縁受､ﾊﾝｶﾞｰ､吊ﾎﾞﾙﾄは既存使用とする。10×10程度
新設　塩ビ製廻縁

新設　野縁ﾊﾞｰ19型

野縁受､ﾊﾝｶﾞｰ､吊ﾎﾞﾙﾄは既存使用とする。

※300

（現場協議寸法）
床下開口　3ヶ所

新設　野縁ﾊﾞｰ19型

野縁受､ﾊﾝｶﾞｰ､吊ﾎﾞﾙﾄは既存使用とする。

新設
塩ビ製巾木H=75

GB-Rt=12.5×2下地ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

新設　塩ビ製廻縁
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5

現況のまま

※300

4605,840

2402201,8002,0202,020

※300

新設OAﾌﾛｱｰ2
0
0

2
,7
0
0

2
0
0

2
,7
0
0

塩ビ製巾木　H=75

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt=2.0

2
,
3
0
0

2
0
0

現
況
壁
面

現
況
壁
面

2
,
7
0
0

既存　ｱﾙﾐ見切り

既存　ｱﾙﾐ見切り

新設　ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ20×40×3

新設　GB-Rt=12.5下地ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

新設　塩ﾋﾞ巾木H75

1,530

通路-3

※274※274

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt=2.0

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼替

2,
7
0
0

現
況
壁
面

現
況
壁
面

2
0

新設　LGS壁90型
2
0

2
,
6
9
7

1,530

新設　ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ20×40×3

既存　ｱﾙﾐ見切り

既存　ｱﾙﾐ見切り

2
,
7
0
0

通路-3

1
,
9
8
0

3
2
0

2
,
3
0
0

1,035

現
況
壁
面

2,440

545

新設　ﾌﾘｰﾌﾛｱｰ

新設

新設

ﾗﾜﾝ合板1類t=12捨貼
新設

現
況
壁
面

現
況
壁
面

2,640

1,030 1,610

JSV0816Xﾀｲﾌﾟ

高さ：ﾎﾞﾙﾄ調整とする

新設　LGS天井下地19型

既存LGS天井下地

新設　洗濯機ﾊﾟﾝ　640ｻｲｽﾞ

新設　塩ﾋﾞ製廻縁
GB-St=12.5下地
新設

新設　塩ﾋﾞ製廻縁

長尺塩ビｼｰﾄ　t=2.0

新設
塩ビ製巾木　H=75

現況のまま

GB-St=12.5下地

新設

新設

GB-St=12.5下地ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

※150

新設

GB-St=12.5下地

960

1,035 2,440

Y2

1,610 1,030

2,640

現
況
壁
面

960

脱衣室FL

塩ビ製巾木　H=75新設

445 1,995

現況のまま

現況のまま現況のまま 現況のまま

新設　塩ﾋﾞ巾木H75

新設　GB-Rt=12.5下地ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

新設　GB-Rt=12.5下地ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り新設　ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ　20×40×3

※1,982

新設　塩ビ製巾木

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt=2.0
1,982

現
況
壁
面

現
況
壁
面

現
況
壁
面

現
況
壁
面

改修後展開図２

1
6
3
.5 30

6
.
5

20
0

現況2Fｽﾗﾌﾞ面

仮眠室通路ＯＡﾌﾛｱ3000N

ﾊﾟｰﾃｲｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ30mm

19
3
.
5

適
応
床

高

（耐荷重300kg） ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄt=6.5

ﾊﾟｰﾃｲｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ20mm

脱衣室ﾌﾘｰﾌﾛｱ

現況2Fｽﾗﾌﾞ面20
0

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2.0
ﾗﾜﾝ合板１類　t12.0　捨て張り

16
6 2
01
2 2

Y3

Y3

Y3

改修後展開図2 1/50

凡例

※寸法　現場実測を優先する

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開方向

断熱材　RWMA　75㎜　30K

（現況のまま）工事対象外

既存ﾎﾞｰﾄﾞ面下地

塩ビ製ﾓｰﾙ（参考：創建57180）

化粧ｹｲｶﾙ板t=6（目地ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ工法）

化粧ｹｲｶﾙ板t=6（目地ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ工法）

新設　ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ

新設　ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ

化粧ｹｲｶﾙ板t=6（目地ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ工法）

通路-3

通路-3

化粧ｹｲｶﾙ板t=6貼

新設

ｼｬﾜｰﾕﾆｯﾄ

新設　ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

新設　塩ビ製巾木

脱衣室・ｼｬﾜｰﾕﾆｯﾄ

（仮眠室通路・脱衣室・ｼｬﾜｰﾕﾆｯﾄ・通路-3）

通路-3



FIX FIX

ｶﾞﾗｽ現況のまま ｶﾞﾗｽ現況のまま

3,165

ﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽ6㎜

2
,
3
6
5

3,165

ｱﾙﾐ着色陽極酸化複合皮膜（B-2）

標準付属金物一式・結露受けｱﾝｸﾞﾙ・ｱﾙﾐ膳板

AW-11

ｴｱｺﾝ冷媒配管用開口（機械設備）
（位置詳細は現場決定とする）

ｽﾄｯﾊﾟｰ

2
,
3
6
5

ｱﾙﾐ断熱ﾊﾟﾈﾙ（AL2+発泡ｽﾁﾛｰﾙt10-AL2）

ｱﾙﾐ断熱ﾊﾟﾈﾙ

仮眠室3

仮眠室2

仮眠室1

850

2
,
10
0

枠見込：120　　扉見込：40
枠見込：120　見込：40

2
,
10
0

850

現況 改修

ｶﾞﾗｽ（ｼｰﾙ共）撤去・処分（2.4　）㎡

新設 新設

外張り用窓ｶﾞﾗｽﾌｲﾙﾑ

外張り用窓ｶﾞﾗｽﾌｲﾙﾑ

参考品番：美和ロック　TK5LT3312型

遮音性T-1

FLFL

（1.01×2.365）

101×2.365

倉庫

通路－２

湯沸室

通路－３

１ ケ 所ＳＤ
１ ２

ＳＤ３ ケ 所符号・ヶ所

形状・寸法

位置・名称

材料・仕上

付 属 金 物

ガ　ラ　ス

仮眠室1～3 片開ﾌﾗｯｼｭ扉

枠・防錆塗装（扉近似色）　　扉・両面化粧鋼板0.6　ｴｯｼﾞ付亜鉛ﾒｯｷ鋼板t=1.6

主要構成標準金物一式、ﾋﾟﾎﾟｯﾄﾋﾝｼﾞ、ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ本締り錠、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、戸当り

通路-3

建具符号図 Ｓ＝1/100

ＳＤ
２

１
ＳＤ

ＳＤ
１

１
ＳＤ

ＡＷ－１１

代表理事　小杉　隆光

管理建築士 一級建築士第135266号 小田野淳一

審　査 担当ﾁｰﾌ 担当ｻﾌﾞ

図面名称

図面番号

備 考
所在地：〒959-0232 新潟県燕市吉田東栄町48番1号 電話/FAX=０２５６（９３）５８００

燕 市 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

年月日

一級建築士事務所 新潟県知事登録(ニ)第4445号 

工事名称

縮 尺

Ａ－１７

1:100  1:50建具符号図・建具表

担当ｻﾌﾞ

設計番号
通信仮眠室整備工事

令和5年6月

片開ﾌﾗｯｼｭ扉

亜鉛ﾒｯｷ鋼板t=1.6 枠・防錆塗装（扉近似色）　　扉・両面化粧鋼板0.6　ｴｯｼﾞ付

主要構成標準金物一式、ﾋﾟﾎﾟｯﾄﾋﾝｼﾞ、ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ、自動施錠型ﾃﾝｷｰｶｰﾄﾞﾛｯｸ（電池式）室内側（ｱﾝﾁﾊﾟﾆｯｸ）、戸当り

備 考

名称・見込

材料・仕上

ガ ラ ス

附 属 金 物

符号・ヶ所

形状・寸法

１ヶ所

ｽﾄｯﾊﾟｰ

ﾘﾌﾚｯｼｭｺｰﾅｰ



代表理事　小杉　隆光

管理建築士 一級建築士第135266号 小田野淳一

審　査 担当ﾁｰﾌ 担当ｻﾌﾞ

図面名称

図面番号

備 考
所在地：〒959-0232 新潟県燕市吉田東栄町48番1号 電話/FAX=０２５６（９３）５８００

燕 市 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

年月日

一級建築士事務所 新潟県知事登録(ニ)第4445号 

工事名称

縮 尺

担当ｻﾌﾞ

設計番号

電気設備特記仕様書（その１）

通信仮眠室整備工事

NOSCAL
令和5年6月

Ｅ－０１

幹線　・　単相　３線式　　２００Ⅴ／１００Ｖ　　　　・　直流　２線式　１００Ｖ

※　別契約で関係受注者が定置した物は、無償で使用できる。

３
　
構
　
内
　
配
　
電
　
線
　
路

４
 
 
接
　
地

５
　
電
 
灯
 
設
 
備

６
　
動
 
力
 
設
 
備

Ⅲ　特記仕様

凡　　例

（１）項目は、番号に○印のついたものを適用する。特記事項は、・に○印のついたものを適用する。

（２）特記事項で○印のない場合は、※印のあるものを適用する。○印と※印のある場合は、○印のあるものを適用する。

　○印と ※ 印のある場合は、両方を適用する。

（３）根拠項目の(a-b.c.d)は、標仕の第a編b章c節d項を表す。

　根拠項目の[a-b.c.d]は、改修標仕の第a編b章c節d項を表す。

章  根拠項目

最新版）」の名簿に記載されている品目については、当該名簿に記載されている材料又は製造所の

製品とするほか、設計図書に定める品質及び性能を有する新品とする。ただし、仮設に使用する

機材は、新品に限らない。

  1.4.2 [1.4.2]

　機材の品質等

(2)

項　目 特 記 事 項

１
　
一
　
般
　
事
　
項

(1) 使用する機材は、「建築材料・設備機材等品質性能評価事業　設備機材等評価名簿（契約時の

を監督員に提出する。

　ただし、設計図書においてJISによると指定された機材でJISﾏｰｸ表示のある機材を使用する場合

及びあらかじめ監督員の承諾を受けた場合（次の(ｱ)から(ｳ)までのいずれかに該当する場合は、あら

かじめ監督員の承諾を受けたとみなすことができる。）は、資料の提出を省略することができる。

(ｱ)建築基準法その他の認定品で、マーク等の確認ができる機材

(ｲ)建築材料・設備機材等品質性能評価事業 設備機材等評価名簿に記載されている機材又は製造所

　の製品（特記で標仕及び改修標仕の規定に基づく品質及び性能以外を規定した場合を除く。）

(ｳ)特記により指定された材料又は製造者の製品

該当する場合又はあらかじめ監督員の承諾を受けた場合は、この限りでない。

(ｱ)工事完成検査時又は工事写真で、ＪＩＳのマークを確認できる場合

(ｲ)建築基準法その他の認定品と指定された材料で、工事完成検査時又は工事写真で品質、性能

　を証明するマーク等を確認できる場合

 1.4.4 [1.4.5]

　機材の検査等

(3)

指示を受けるものとする。

通知された検査日に受ける。

(3) (1)の通知又は(2)の請求に基づく検査並びに約款第49条及び第50条に規定する検査は、発注者から

 1.6.1 [1.10.1]

　工事検査

(4)

(2) 使用する機材が、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資料（試験成績書等）

(2) 約款に基づく部分払を請求する場合は、当該請求に係る出来形部分等の算出方法について監督員の

る使用期限等の定めがある場合を除き、製造後一定期間内であることを条件とするものではない。

　なお、「新品」とは、品質及び性能が製造所から出荷された状態であるものを指し、製造者によ

(1) 工事現場に搬入された機材は、種別ごとに監督員の検査を受ける。ただし、次の(ｱ)若しくは(ｲ)に

資格が必要な工種の施工にあたっては、関係法令に基づき、次の資格を有する者により

施工をおこなうこと。

また、契約電力５００kＷ以上の電気工作物においても、次の者により施工をおこなうこと。

 ４　施工従事者

着手　令和　　年　　月　　日　～　終了　令和　　年　　月　　日　までとする。

　部分使用に係る条件に変更がある場合は、部分使用承諾書により、施設内部の使用を開始

する。

うえ決定する。

※　現場調査　　　・  

　次の作業は内部工事着手前に行える。ただし、着手日、作業箇所は施設及び監督員と協議の

 ３　内部の工事期間等

 ２　概成工期

(1-1.1.4)

[1-1.1.4]

(1-1.2.1)

[1-1.2.1]

 １　工事実績情報の登録

-1-1

章 　根拠項目項　目 特 記 事 項

 ５　発生材の処理等

(1-1.3.9)

[1-1.9.1]

(1-1.7.2)

[1-1.11.2]

 ６　完成図等

 ７　施工図等の取扱い

 ８　工事完成写真

 ９　工事施工状況写真 (1-1.7.3)

[1-1.11.3]

 10　他工事との取合い

・　本工事で設置する。

※　別途工事　 ・　本工事

※　設けない

・　既設建物内の一部を使用する

・　仮設事務所内に監督員空間を　10　㎡程度確保する

　　監督員が使用できる備品として、下記のものを工事期間中現場に用意し、貸与する。

構内既存の施設

構内既存の施設

※　利用できる（※　有償　　・　無償）　・　利用できない

※　利用できる（※　有償　　・　無償）　・　利用できない

・　既設設備に電力量計を設ける　　　・　発電機を使用する

現場事務所、倉庫、下小屋等の仮設建物の位置はあらかじめ監督員の承諾を受ける。

すべて受注者の負担とする。

※　構内指示の場所に敷き均し　　・　構外搬出適切処理

　機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針（国土交通省

国土技術政策総合研究所監修）２０１４年版」による。

機器の重量［ｋｇｆ］に、＜表－１＞設計用標準水平震度を乗じたものとする。

設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

（１）設計用水平地震力

（２）設計用鉛直地震力

プルボックス錆止塗装箇所 ※　天井いんぺい部 ※　シャフト内

上記以外のプルボックス ※　焼付塗装 ・　調合ペイント２回塗

金属製露出電線管塗装箇所 ※　屋外 ・　電気機械室 ・　シャフト

図面に特記のあるもの及び特殊なものを除き ※新金属製 ・　樹脂製

電力設備　ジョイントボックス用

通信設備　ジョイントボックス用

・　丸形

※　丸形

※　角形

・　角形

ジョイントボックス並びに器具を実装しないプレートには略称等を用いて用途を表示する。

分電盤 ※　指定色 ・　ＪＥＭ１１３５

※　指定色 ・　ＪＥＭ１１３５制御盤、配電盤

（室名）は直天井を示し、（　）なしの室名は二重天井を示す。

　改修工事においては極力隠蔽に心がけ、やむを得ず露出となる部分は予め施工図を作成し

監督員の承諾を受けること。

　取外し再取付機器は、原則として清掃、調整、絶縁抵抗測定等を行った後取付ける。

ただし、絶縁劣化等により再使用に耐えない場合は、監督員に報告する。

＜表－２＞　あと施工アンカーによる。

＜表－６＞　機器取付高による。

共通仕様の用語の定義によるほか＜表－３＞用語の説明による。

(1-2.1.1)

[1-2.2.2]

[1-2.2.3]

[1-2.2.7]

(1-2.1.1)

[1-2.2.7]

[1-2.2.4]

[1-2.2.4]

[1-2.2.8]

(2-2.1.13)

[2-2.1.14]

(1-2.7.1)

[1-2.8.1]

(2-2.2.9)

[2-2.2.9]

[1-1.4.3]

[1-2.14.1]

[1-2.12.3]

 20　用語の説明

 19　機器取付高

 18　あと施工アンカー

 17　仮設備

 16　再使用機器等

 14　天井仕上区分

 15　露出配管配線

 13　呼び線

 12　盤類の仕上色

 11　プレートの用途表示

 10　フラッシュプレート

 ９　塗装工事

 ８　耐震施工

 ７　残土処理

 ６　仮設建物等

 ５　工事用電力

 ４　工事用水

 ３　監督員事務所等

 ２　仮設間仕切り

 １　足場・さん橋等

・　高圧　３相３線式６ＫＶ

・　低圧　単相　線式（　　　Ｖ）

・　低圧　３相３線式（　　　Ｖ）

・　低圧　単相　線式（　　　Ｖ）

※　地中線式（※　管路式　　・　直埋式）　・　架空式

※　設ける

・　高圧ＧＬ－　　　　ｍ ・　低圧ＧＬ－　　　　ｍ

※　第２種亜鉛メッキ鋼撚線　　　　　　ｍｍ2

・　一般形

・　単独

・　単独

※　以下の箇所について省略する（・　電柱　　※　外灯　　※ＭＨ、ＨＨ）

・　耐塩形

・　共用

※　共用

・　省略しない

※　設ける

 １　電気方式

 ２　配線方式

 ３　ケーブル埋設シート

 ４　埋設深

 ５　メッセンジャー線

 ６　装柱機材

 ７　外灯接地

 ８　MH,HH 内支持材接地

 ９　接地極埋設標の省略

 10　電柱名札

(2-2.11.1)

(2-2.12.6)

～
～

(2-2.13.14)

[2-2.14.14]

[2-2.13.6]

[2-2.12.1]

 １　種別

・　一括　　　・　単独　　　・　メッシュ

・　Ａ種　　　・　Ｂ種　　　・　Ｃ種　　　・　Ｄ種　　　・　避雷器用

 ３　接地極

 ２　施工方法

(2-2.13.1)

[2-2.14.1]

 １　電気方式

 ２　配線用遮断器

 ３　非常用照明電源

 ４　フロアコンセント

 ５　盤の予備ﾌﾞﾚｰｶｰ･ｽﾍﾟｰｽ

 ６　積算計器

分岐　・　単相　２線式（・１００Ⅴ　・２００Ｖ）　　・　直流　２線式　１００Ｖ

・　電池内蔵形 ・　電源別置形

・　収納形 ・　上下動形

・　検定付

[2-2.15.1]

(2-2.14.1)

 １　電気方式

 ２　電動機の接地

 ３　配線用遮断器

 ４　盤の予備ﾌﾞﾚｰｶｰ･ｽﾍﾟｰｽ

 ５　積算計器

幹線　・　３相　３線式　　・　

電圧　・　２００Ｖ　　・４００Ｖ　

定格遮断電流は、最小のもので対称値（　　　　Ａ）以上とする。

・　無検定 ・　検定付

(2-2.15.1)

[2-2.16.1]

 １　受雷部

 ２　避雷導線

 ３　接地極 ・　環状接地極　　・　板状接地極　　・　基礎接地極

・　引下げ導線　　・　構造体利用

・　突針　　　　　・　水平導体又はメッシュ導体　　・　構造体利用 (2-2.17.1)

(2-2.17.4)

[2-2.18.1]

・　網状接地　　　・　垂直接地極　　・　放射状水平接地極　　・　

 ４　外部雷保護

 ５　内部雷保護システム ・　あり　　　　　・　なし

・　レベルⅠ　　　・　レベルⅡ　　　・　レベルⅢ　　　・レベルⅣ

 １　電気方式

 ２　区分開閉器

内蔵　　　　　・　ＶＴ　　　　・　避雷器

種類　　　　　・　気中　　　　・　ガス

・　キュービクル形 ・　高圧ｽｲｯﾁｷﾞｱ ・　開放形

・　ＣＢ形（・　真空　　　 ・　ガス）

・　電動ばね

・　油入 ・　モールド

・　手動ばね ・　電磁

・　高効率形

 ３　盤形式

 ７　高圧コンデンサ

 ８　リアクトル

 ９　避雷器

 10　絶縁監視装置

 11　積算計器

 ４　主遮断装置

 ５　操作方式

 ６　変圧器

・　油入

・　油入

・　2.5kA      ・  5kA      ・  10kA　　　・　SPDｸﾗｽⅠ

・　あり　　　 ・　なし

・　無検定

・　モールド

・　ガス絶縁 ・　モールド

※　検定付

(3-1.1.1)～

(3-2.3.3)

[3-1.1.1]～

[3-2.4.3]

・　受変電設備制御電源専用

  １　直流電源装置

・　

・　長寿命ＭＳＥ形鉛蓄電池　　・リチウム二次電池

整流器容量　（　　　　　Ａ）　　　　負荷補償装置　（　　　　Ａ）

用途　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

出力電気方式 ・　単相　２線式 ・　単相　３線式

出力電圧 ・　１００Ｖ ・　１００Ｖ／２００Ｖ ・　２００Ｖ

・　３相　３線式

補償時間

給電方式

定格出力 （　　　　　　　　ＫＶＡ）

（　　　　　　　　分以上）

・　常時ｲﾝﾊﾞｰﾀ　　・　ﾗｲﾝｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞ　　・　常時商用給電

 ２　ＵＰＳ装置

(4-1.1.1)～

(4-3.3.2)

[4-1.1.1]～

[4-2.4.2]

・　ＰＦーＳ形

地絡継電器　　・　方向性　　　・　無方向性　　　　・　

 １　形式

 ２　用途

・　簡易式 ・　オープン式・　キュービクル式

 ３　発電機 電気方式 ・　単相　２線式 ・　単相　３線式

電圧 ・　100V　　・　200V　　・　200V/100V　　・　

周波数 ・　50Hz　　・60Hz

回転数 ・　1500min　　　・　3000min　　　・　

定格出力 （　　　　　ｋＷ以上　　　　　ｋＶＡ以上）

種類 ４　原動機

・　防災電源　　・　

・　３相　３線式

・ディーゼル機関 ・ガスタービン ・ガス機関

・マイクロガスタービン ・その他（　　　　　　　　　）

始動方式

始動時間

冷却方式

定格出力 （　　　　　　ｋＷ以上）

・　電気方式 ・　空気式

・　水循環式 ・　ラジエータ式

※　４０秒以内 ・　１０秒以内

始動用蓄電池　　・　長寿命MSE (　　Ah)　　・　

・　軽油 ・　Ａ重油 ・　灯油

・　自動式 ・　手動式

 ５　燃料

 ６　制御方式

 ７　燃料小出槽 （　　　　　　　　　Ｌ）

（　　　　　　　　　Ｌ） ・　専用 ・　共用 ８　主燃料槽

 ９　排気系統配管 排気管の断熱材（　※　ﾛｯｸｳｰﾙ　　・　　　　　　）　　厚さ　　　　mm　

 10　ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ装置 ・　あり　　　・なし

 11　太陽光発電 太陽電池 ・　結晶系シリコン太陽電池

出力　　　　　（　　　　　ｋＷ）

系統連系　　　・　あり　　　・　なし

・　薄膜太陽電池

・　あり　（　　　　　発電）　　　・　なし 12　その他発電設備

(5-1.1.1)～

[5-1.1.1]～

(5-1.6.1)

[5-2.4.1]

(5-1.7.1)

[5-2.5.1]

(5-1.5.1)

(5-1.8.1)

(5-1.9.1)

[5-2.3.1]

[5-2.6.1]

[5-2.7.1]

構

内

通

信

線

路

 １　配線方式

 ２　ケーブル埋設シート

 ※　地中線式（※　管路式　　・　直埋式）　　　・　架空式

 ※　設ける。

～

 ３　埋設深

 ４　メッセンジャー線

 ＧＬ－　　　　ｍ

 ※　第２種亜鉛メッキ鋼撚線　　　　　　　ｍｍ2

～

構
内
情
報
通
信
設
備

・　（　　　　　）　

※TCP/IP　・（　　　　　）

電力供給機器（・　　　　　・　　　　　）

通信方式　・１：１　・N:N　・１：N

最大伝送速度　・11Mbps　・54Mbps　・600Mbps　・6.9Gbps

・　標準電波 ・　公衆回線 ・　ラジオ放送 ・　ＧＰＳ

・　地上デジタル放送

 １　ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

 ２　ポート数

 ３　通信プロトコル

 ４　PoE

 ５　無線LAN

 ６　時刻同期装置

 ７　通信用ＳＰＤ

構
内
交
換
設
備

・　2.5GBASE-T ・　5GBASE-T

・　10BASE-(T , F) ・　100BASE-(TX , FX) ・　1000BASE-(T , SX , LX)

・　10GBASE-(SR , LR , ER , LX4 , T)

(6-1.5.1)

 １　交換装置 ・　デジタルPBX　・　IP-PBX　・　VoIPサーバ　・　VoIPゲートウェイ

・　分散中継台方式 ２　局線応答方式

 ３　局線種別

・　局線中継台方式

・　デジタル ・　アナログ

・　ﾀﾞｲﾚｸﾄｲﾝﾀﾞｲﾔﾙ方式 ・　ﾀﾞｲﾚｸﾄｲﾝﾗｲﾝ方式　　・　

・　ボタン電話装置 　　・　

・　ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ方式　　

局線

内線

・　電話回線 （　　　回線以上） ・　専用回線 （　　　回線以上）

・　電話回線 （　　　回線以上） ・　データ端末等（　　　回線以上）

 ４　回線数

 ５　電話機取付台数

・　IP電話機（　　　台）

・　ボタン電話機（　　台） ・　一般電話機（　　台） ・　多機能電話機（　　台）

・　IPｺｰﾄﾞﾚｽ（　　台）・　ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺｰﾄﾞﾚｽ（　　台）

（　　　　　回線） ６　局線表示盤

 ７　保安器接地

 ８　付加サービス機能

・　別途工事

・　不在転送　　　　・　

(6-1.6.1)

(5-1.4.13)

[5-2.2.10]

(6-2.10.1)

(6-2.11.4)

[6-2.12.1]

[6-2.14.1]

 ９　電源装置

 10　時刻同期装置 ・　標準電波 ・　公衆回線 ・　ラジオ放送 ・　ＧＰＳ

・　地上デジタル放送 ・　ＮＴＰサーバー

 11　通信用ＳＰＤ

 12　局線中継台

・　停電補償時間　　　　時間以上

・　可変短縮ダイヤル

・　本工事

 １　ﾏﾙﾁｻｲﾝ装置 

 ２　出退表示装置

情
報
表
示
設
備

 表示方法

 ・　　　　　　　　　　

・　液晶式

 表示盤 ・　壁掛形 ・　卓上形　

 親時計形式 ・　壁掛形

 回線数

 時報子時計

 チャイム

 時刻補正

・　ラック形 ・　自立形　

回線

親時計に ※　内蔵 ・　別置壁掛形

親時計に ※　内蔵 ・　別置壁掛形 ・　時報子時計に組込

（　　　　　　）

 ３　時刻表示装置

(6-1.7.1)

[6-2.16.1]

・　発光ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ式

 ・　発光ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ式情報表示盤　　・　液晶式情報表示盤　　・　

10

11

12

13

14

15１
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発
　
電
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備

・　ＥＬＣＢ

 ７　低圧用ＳＰＤ

 ６　低圧用ＳＰＤ

付属品　　　　・　ダイヤル温度計　　　　　・　防振ゴム　　　　・　

PV直流用SPD　　・クラスⅠ（ｲﾝﾊﾟﾙｽ放電電流　　ｋＡ以上、電圧保護ﾚﾍﾞﾙ　　Ｖ以下）

・クラスⅡ

拡
　
声
　
設
　
備

 １　用途

 ２　増幅器

 ３　出力

 ４　マイクスタンド

・　非常放送用 ・　併用

・　キャビネットラック形 デスク形

・　卓上形 （・　高さ調整式 ・　固定式）

(6-1.9.1)

[6-2.18.1]

 ５　アンテナ ・　ＦＭ（材質　　　　　） ・　ワイヤレスマイク用

 ６　マイクロホン ワイヤレスマイク ・　電波式アナログ方式 ・　電波式デジタル方式

・　赤外線方式

 ７　通信用ＳＰＤ ・　カテゴリＤ１

誘
導
支
援
設
備

 １　種別 ・　障害者用インターホン ・　外部受付用インターホン ・　ﾄｲﾚ等呼出装置

・　インターホン ・受付呼出装置・　音声誘導装置・　テレビインターホン

 ２　接続方式 ・　親子式 ・　相互式 ・　複合式

 ３　通話方式 ・　交互通話式

 ４　テレビインターホン ・　撮像範囲固定式

・　同時通話式

・　撮像範囲調整式

(6-1.10.1)

[6-2.19.1]

・　カテゴリＣ２ ・　カテゴリＤ１ １　通信用ＳＰＤ

 ２　アンテナ

(6-1.11.1)

[6-2.20.1]

16

17

18

テ
レ
ビ
共
同

テ
レ
ビ
電
波

受
信
設
備

 １　ヘッドエンド

 ２　機器収容箱等

・　鋼板製

・　合成樹脂製

・　アルミ製

・　アルミダイキャスト製 ・　鋳鉄製 ・　鋼板製

(6-1.12.1)

19

監
視
カ
メ
ラ
装
置

 １　伝送方式 (6-1.13.1)・　ネットワーク伝送方式　　・　同軸伝送方式（・　アナログHD方式　・　SDI方式）

 ２　通信用ＳＰＤ ・　カテゴリＣ２ ・　カテゴリＤ１

 ３　カメラ ・　レンズ（・　標準レンズ　　・　広角レンズ　　・　望遠レンズ　　・　　　　　）

・　電源供給方式（　　　　　　　　）

・　解像度（　　　　　）

・　デジタル記憶媒体容量（　　　　　　　）

・　時刻補正機能（　　　　　方式　）

 ４　モニタ装置

 ５　録画装置

21

22

・　ＬＰガス用

[6-2.21.1]

 １　受信機

 ２　副受信機

 ３　発信機

 ４　表示灯

 ５　消火栓ポンプ始動

 ６　感知器

 ７　連動制御器

 ８　自動閉鎖装置

 ９　非常警報装置

・　（　　型　　　　級　　　回線）　　・　（・　単独　　　・　複合）

・　（・　自立形　　　・　壁掛形）

・　（　　　回線）　・　（・　単独　　・　複合）　・（・　自立形　　・　壁掛形）

・　専用総合盤（※　埋込形　・　露出形）に組込　・　消火栓箱組込　・　単独設置

※　ＡＣ２４Ｖ　　・　ＤＣ２４Ｖ　　・　ＡＣ１００Ｖ

・　発信機と連動 ・　単独押しボタンを設置

※　作動確認灯付とする

・　（　　　　回線）　　・　（・　単独　　・　受信機と一体）

・　防火戸用（※　本工事　　　・　別途）

・　防火シャッター用（・　本工事　※　別途）　・　（※　磁石式　・　レリーズ式）

・　防火ダンパー用　（・　本工事　※　別途）

・　機器一体形 ・　各機器単独設置 ・　緊急地震放送対応

 10　通信用ＳＰＤ ・　カテゴリＣ２ ・　カテゴリＤ１

(6-1.17.1)

[6-2.25.1]

(6-1.18.1)

[6-2.26.1]

 １　受信機

 ２　検知器

 ３　中継器

(6-1.19.1)

[6-2.27.1]

 ２　受信機

 ３　警戒方式

 １　工事範囲

・　赤外線式

・　機器実装 (6-1.15.1)

[6-2.23.1]

 １　機材の試験

 ２　施工の試験

・　ＪＩＳ照度基準

・　本工事　　　　・　別途

・　（　　　形　　　　回線　　※　火報盤と一体形　　・　単独）

・　都市ガス用

・　（　　　　回線）

・　配管工事

・　（　　　　　回線）

・　マグネット式

標準仕様書によるほか，下記のものを追加する。

・　

・　

標準仕様書によるほか、下記のものを追加する。

・　一般照明照度測定（改修は工事前後の測定を行うこと）

※　文部科学省学校環境衛生基準

・　化学物質の濃度測定 測定する化学物質の種類（　　　　　　　　　　　　　　　）

測定方法　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

測定対象室及び測定箇所数（　　　　　　　　　　　　　　）

・　総合動作試験

(1-1.5.7)

[1-1.6.8]

[2.2.19]

 １　対象機器 本工事にて次の機器を工場で行う臨時検査対象とする。

・　

・　

20

23

24

火
災
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臨
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査
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災
警
報
設
備

ガ
ス
漏
れ

(6-1.16.1)

[6-2.24.1]

・　入力映像信号

・　ネットワーク伝送方式

・　同軸伝送方式（・　アナログＨＤ方式　・　ＳＤＩ方式）

・　標準電波 ・　公衆回線 ・　ラジオ放送 ・　ＧＰＳ

・　地上デジタル放送 ・　ＮＴＰサーバー

 ６　時刻同期装置

章 項　目 特 記 事 項 　根拠項目 章 項　目 特 記 事 項 　根拠項目

[6-2.15.1]

・　カテゴリＣ２ ・　カテゴリＤ１

・カテゴリＣ２

・　ＮＴＰサーバー

・カテゴリＤ１

予備ﾌﾞﾚｰｶｰ（　※　20％　　・　　　）　ｽﾍﾟｰｽ（　※　なし　　・　　　）

・　机及び椅子（　　台）

・　カテゴリＣ２

・　一般放送用

・　卓上形

・　床上形

・　ホイップ

（　　　　　Ｗ）

＜表－４＞「発生材の処理等」のとおり。

下記のものを作成し提出する。なお、作成方法・部数等は監督員の指示による。

施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に委譲するものとする。

　工事施工状況写真の撮影は、工事に係る材料、施工及び品質管理の状況が確認できるよう

に行うものとし、「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 営繕工事写真撮影要領（平成28年版）

による工事写真撮影ガイドブック　電気設備工事編（平成30年版）」を参考に、撮影計画書を

作成して、監督員に提出する。ただし、あらかじめ監督員の承諾を受けた場合は、撮影計画書

の作成を省略できる。

　提出部数　１　部

＜表－５＞　工事区分表による。

仕　様　書

Ⅰ　工事概要

 3.建物概要

 (1)

 (2)

 4.工事種目

建 物 名 称  構　造  階　数 建築面積(㎡) 延べ面積(㎡)  消防令別表第一

Ⅱ　共通仕様

１　本共通仕様及び特記仕様に記載されていない事項は、次による。

　新築及び増築に係る電気設備工事においては、「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建築工事標準仕様書（電気設備

工事編）令和４年版」（以下「標仕」という。）及び「国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修　公共建築設備工事

標準図（電気設備工事編）令和４年版」（以下「標準図」という。）による。

　改修に係る電気設備工事においては、「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）

令和４年版」（以下「改修標仕」という。）及び標準図による。ただし、改修標仕に記載されていない事項は、標仕による。

２　建築工事及び機械設備工事を含む場合は、建築工事及び機械設備工事はそれぞれの工事仕様を適用する。

なお、建築工事の工事仕様書は（　　）図、機械設備工事の工事仕様書は（　　）図による。

３　標仕及び改修標仕に用いられている用語を、次のとおり読み替える。

(1)「工事請負契約書」を「燕市財務規則（平成18年3月20日燕市規則第47号）別記（第189、190条関係）建設工事請負基準

　 約款」（以下「約款」という。）に読み替える。

(2)「監督職員」を「監督員」に読み替える。

４　次の各号に該当する標仕及び改修標仕の項目について、標仕及び改修標仕の規定を別表に置き換えて適用する。

（以下[ ]は、改修標仕の項目を表示）

(1)　第１編 第１章　1.1.2 [1.1.2] 用語の定義の(ｱ)及び(ﾂ)

(2)　　 　〃 　　　 1.4.2 [1.4.2] 機材の品質等の(1)及び(2)

(3)　　 　〃 　　　 1.4.4 [1.4.5] 機材の検査等の(1)

(4)　　 　〃 　　　 1.6.1 [1.10.1] 工事検査の(2)及び(3)

５　標仕及び改修標仕の次の項目の規定は適用しない。

第１編  第１章  　　1.1.2 [1.1.2] 用語の定義の(ﾃ)

  　　　〃　  　　　1.6.2 [1.10.2] 技術検査

　第１編　一般共通事項

＜別　表＞

 号 項　目 置き換え後の標仕及び改修標仕の規定

　第１章　一般事項

  1.1.2 [1.1.2]

　用語の定義

(1) (ｱ)「監督員」とは、約款第11条の規定により受注者に通知された者をいう。

(ﾂ)「工事検査」とは、約款に規定する次の各事項の確認をするために発注者又は検査職員が行う検査

　をいい、工事の施工体制、施工状況、出来形、品質及び出来ばえの検査を含む。（ただし、②に係

　る検査を除く。）

①工事の完成（約款第33条）

②部分払の請求に係る出来形部分又は部分払指定工事材料等（約款第39条）

③部分引渡しの指定部分に係る工事の完成（約款第40条）

④契約の解除時における出来形部分（約款第49条）

⑤必要があると認めたときの臨時検査（約款第50条）

Ⅱ　共通仕様

※ 電気工事士　 ※ 認定電気工事従事者　 ※ 消防設備士　※　電気通信工事担任者

※ 特種電気工事資格者（非常用予備発電装置）

※ 第１種電気工事士　 ・ 認定電気工事従事者　

・ 特種電気工事資格者（非常用予備発電装置）

※ 請負工事費５００万円以上の場合登録する。

※ 無　　・　有（　工期　令和　　年　　　月　　　日）

・ 建物の保全に関する説明書(取扱説明書を含む｡)　　

・ 完成図（A1製本 1部、A3縮小製本 3部及び電子媒体(CAD図及びPDFﾃﾞｰﾀ) 1枚）

・ 施工図（A1製本 1部及び電子媒体(CAD図) 1枚）

工事完成後、整理のうえ監督員に提出する。　提出部数　2部

長さ１ｍ以上の入線しない管路には１.２ｍｍ以上の導入線を挿入する。

仮設備期間（・ 図示 　　・　　　　　　　　　 　　　）　

仮設備項目（・ 受変電 　・ 自家発 　・ 火災報知 　・ 防犯 　・ 電話 　・ LAN）　

・　接地極埋設　　　　・　構造体利用　　　　・　補助接地極

予備ﾌﾞﾚｰｶｰ（　※　20％　　・　　　）　ｽﾍﾟｰｽ（　※　なし　　・　　　）

・　無検定

・　クラスⅠ（ｲﾝﾊﾟﾙｽ放電電流　　ｋＡ以上、電圧防護ﾚﾍﾞﾙ　　Ｖ以下）　・　クラスⅡ

・　クラスⅠ（ｲﾝﾊﾟﾙｽ放電電流　　ｋＡ以上、電圧防護ﾚﾍﾞﾙ　　Ｖ以下）　・　クラスⅡ

・　単独設置　　・　共同接地　（・　共通母線式　　・　金属管接地式）　・　架台

・　３相３線式   ・　６ＫＶ

・　非常用照明器具電源及び受変電設備制御電源共用

・　ＨＳ形鉛蓄電池　　・　ＭＳＥ形鉛蓄電池

・　ＵＨＦ（・全帯域用　　　・帯域（　　　　　　　））

・　保安帽　　ヶ　　・　雨具　　着　　・　長靴　　足　　

・　安全帯　　組
 
障
害
防
除
設
備

用途

蓄電池

ver.2023.4 

[6-2.12.4]

　通信仮眠室整備工事（電気設備）　設計図

 1.工事場所：燕市吉田浜首408番地1

 2.敷地面積：≒12.931㎡

RC造 2+PH 3,171.25㎡ 4,228.56㎡ （13）項・（15）項
燕・弥彦消防事務組合

消防本部

定格遮断電流は、最小のもので対称値（ 20 Ａ）以上とする。

総 務 消 防 局 総 務 課
燕 ・ 弥 彦 総 合 事 務 組 合

令和　５年　６月（全 ７ 枚）



代表理事　小杉　隆光

管理建築士 一級建築士第135266号 小田野淳一

審　査 担当ﾁｰﾌ 担当ｻﾌﾞ

図面名称

図面番号

備 考
所在地：〒959-0232 新潟県燕市吉田東栄町48番1号 電話/FAX=０２５６（９３）５８００

燕 市 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

年月日

一級建築士事務所 新潟県知事登録(ニ)第4445号 

工事名称

縮 尺

担当ｻﾌﾞ

設計番号

電気設備特記仕様書（その２）

通信仮眠室整備工事

NOSCAL
令和5年6月

Ｅ－０２

章 項目

※　協力する。１

特記事項

＜表－１＞　設計用標準水平震度

 防振支持の機器

 防振支持の機器

 機　　　器

 機　　　器

 機　　　器

中間階

 地下・１階

屋上及び塔屋

上層階

設置場所 機器種別

重要機器　：　・　配電盤　　・　発電装置　　・　直流電源装置　　・　交流無停電電源装置

　　　　　　　・　交換機　　・　火災報知受信機　　・　中央監視装置　　・　　

上層階の定義　：　２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建の場合は

　　　　　　　　　上層３階、１３階建以上の場合は上層４階とする。

＜表－２＞　あと施工アンカー

 防振支持の機器

　　ため、穿孔深さのﾄﾞﾘﾙへの表示やｽﾄｯﾊﾟｰ付きﾄﾞﾘﾙの使用等を行う。

　　耐震計算にて選定を行う。

   　 定表の性能を満足する製品とする。

　　相談すること。

　　　表の性能を満足する製品とする。

　　　による。

　　理士又は主任技士を置く。

　　と。

 １ 共通事項

 ２ 重要機器用の

 (1)既設のｲﾝｻｰﾄ及びｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄは原則として使用しない。やむを得ず既設のｲﾝｻｰﾄ及びｱﾝｶｰ

 (2)あと施工ｱﾝｶｰについては機械設備工事標準図（施工19）による。

 (3)穿孔作業には、専用ﾄﾞﾘﾙ、振動ﾄﾞﾘﾙやﾊﾝﾏｰﾄﾞﾘﾙ等を使用し、必要埋設深さを確保する

 (1)重要機器の耐震固定等に使用するあと施工ｱﾝｶｰは金属拡張ｱﾝｶｰ又は接着系ｱﾝｶｰとし、

 (2)金属拡張ｱﾝｶｰの仕様は、次による。

 (3)接着系ｱﾝｶｰの仕様は、下記による。なお、下記により施工が困難な場合は、監督員と

 (4)あと施工ｱﾝｶｰの施工には、工事内容に相応した施工の指導を行うあと施工ｱﾝｶｰ技術管

 (5)あと施工ｱﾝｶｰ作業における技能者は、あと施工ｱﾝｶｰ工事の施工に関する十分な経験と

 (6)あと施工ｱﾝｶｰの撤去は、専用の工具を使用し、構造物に影響を与えないようにするこ

   (ｱ)金属拡張ｱﾝｶｰは、(社)日本建築あと施工ｱﾝｶｰ協会の金属系あと施工ｱﾝｶｰ品質性能判

   (ｲ)金属拡張ｱﾝｶｰのｾｯﾄ方式は、図示による。図示がなければ、本体打込み式とする。

   (ｳ)金属拡張ｱﾝｶｰ本体の径及び埋め込み深さは、図示による。

   (ｴ)ﾀﾞﾎﾞ筋の種類、径及び長さは図示による。

   (ｱ)接着系ｱﾝｶｰは、(社)日本建築あと施工ｱﾝｶｰ協会の接着系あと施工ｱﾝｶｰ品質性能判定

　 (ｲ)接着系ｱﾝｶｰは、ｶﾌﾟｾﾙ型とし、接着剤の材質及びｶﾌﾟｾﾙの種類は図示による。

   (ｳ)接着系ｱﾝｶｰの埋込深さ及び許容引抜荷重については、機械設備工事標準図（施工19）

　　ﾎﾞﾙﾄを再利用する場合は、状態及び強度をよく確認し、十分に清掃してから使用する。

　　また、引張強度の確認試験については下記による。

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　 あと施工ｱﾝｶｰ

　　技能を有する主任技士又は第１・２種あと施工ｱﾝｶｰ施工士とする。

（１）「撤去」とは、既存物を壊し取ること。

（２）「取外し」とは、再使用を考慮して、丁寧に外すこと。

（３）「撤去･新設」とは、既存物を撤去し、新たな物を設置すること。

（４）「取外し･再取付け」とは、既存物を取外し、同じ物を取付けること。　［1-1.4.3］

（５）「備品移動」とは、工事の施工に支障となる備品を一時別の場所に保管し、

　　　 工事終了後に元の場所に戻すこと。

＜表－３＞　用語の説明

　　は、速やかに監督員に報告し、協議すること。

　　　建設工事発注後に明らかになったやむを得ない事情により、上記の指定や条件によりがたい場合

７．協議について

６．自ら産業廃棄物を運搬・処分する以外は、委託契約書の写しを提出すること。

　　同法第１８条に基づき再資源化等完了報告書を提出すること。

５．建設リサイクル法の対象建設工事において、特定建設資材廃棄物の再資源化等が完了したときは、

　　　よるものでない事項についてはこの限りではない。

　　　異なる場合においても設計変更の対象としない。ただし、現場条件や数量の変更等、受注者の責に

      　上表は積算上の条件であり、処理施設を指定するものではない。なお、受注者の提示する施設と

＜表－４＞　 発生材の処理等

１．再生資材の利用

　　下記資材の使用に際し、再生資材を利用すること。

＜表－６＞機器取付高

機器取付高は、下表を標準とする。ただし、監督員の指示により変更することがある。

名称 測点 取付高（ｍｍ）

引込開閉器

取引用計器

〃

地上‐上端

分電盤

タンブラスイッチ（一般）

　　　〃　　　　（身障者用）

コンセント　　　（一般）

　　　〃　　　　（和室）

　　　〃　　　　（台上）

ブラケット　　　（一般）

　　　〃　　　　（踊場）

　　　〃　　　　（鏡上）

　　　〃　　　　（浴室）

床上‐中心

〃

〃

〃

〃

台上‐中心

床上‐中心

〃

鏡端‐中心

床上‐中心

　　‐

床上‐下端

床上‐上端

非常照明器具用遮断器

避難口誘導灯

廊下通路誘導灯

※　1,500（上端1,900以下）

※　  900～1,000

※　天井高×0.9　・　

壁掛型制御盤

手元開閉器

操作スイッチ・押ボタン

床上‐中心

〃

〃

※　1,500（上端1,900以下）

室内端子盤

中間端子盤

保安器箱

壁掛位置ボックス（一般）

　　　〃　　　　（和室）

床上‐下端

床上‐中心

〃

床上‐中心

〃

※　天井高×0.9　・　

壁掛形親時計

子時計

床上‐中心

〃

※　1,500（上端1,900以下）

※　天井高×0.9　・　

壁掛形スピーカー

壁付音量調整器

床上‐中心

〃

※　天井高×0.9　・　

表示盤

壁付発信器

ブザー・ベル

押ボタン　　（一般）

　　〃　　　（身障者用）

床上‐中心

〃

〃

〃

〃

※　天井高×0.9　・　

※　天井高×0.9　・　

※　  900～1,000

壁付インターホン

身体障害者用

　　〃　　　　　（和室）

壁付位置ボックス（一般）

床上‐中心

〃

〃

〃

イ
ン
ター

ホ
ン

機器収容箱

テレビアウトレット（一般）

　　　〃　　　　　（和室）

床上‐中心

〃

〃

受信機・副受信機

専用総合盤

発信器

ベル

消火栓・表示灯

試験器

床上‐操作部

床上‐中心

〃

〃

〃

〃

※　  800～1,500

※　1,500　

※　2,100　

ＬＰガス用

都市ガス用

床上‐上端

天井面‐下端

※　　300以内

※　　300以内

電
力
共
通

電
　
　
話

火
　
災
　
報
　
知
　
器
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示
・
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動
　
力

　
時
　
計

　
拡
　
声

　
テ
　
レ
　
ビ

　
ガ
ス
警
報
器

公共事業労務費調査

※　1,200　　　　・　

※　2,000　　　　・　

※　1,800　　　　・　

※　1,300　　　　・　

※　　300　　　　・　

※　　200　　　　・　

※　　150　　　　・　

※　2,100　　　　・　

※　2,500　　　　・　

※　　150　　　　・　

※　1,500以上　　・　

※　1,000以下　　・　

※　1,500　　　　・　

※　1,300　　　　・　

※　1,500　　　　・　

※　　300　　　　・　

※　　200　　　　・　

※　1,300　　　　・　

※　1,300　　　　・　

※　1,300　　　　・　

※　1,300　　　　・　

※　1,000　　　　・　

※　　300　　　　・　

※　　200　　　　・　

※　1,500　　　　・　

※　　300　　　　・　

※　　200　　　　・　

・　2,300　  　　・　
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２ 工事監理方式 共同監理　　・　あり　　※　なし

３ 適用基準等 ・営繕工事電子納品要領(案)　(国土交通省大臣官房官庁営繕部営繕計画課監修)

※　作成する　　　・　作成しない４ 総合図

５ 工事成績評定

アスベスト含有建材６

７　建設現場の｢快適

トイレ｣設置の適用

　受注者は、工事成績評定の対象となる工事施工において、自ら立案し実施した創意工夫や技術力に

関する項目、または地域社会への貢献として評価できる項目に関する事項について、工事完了までに

所定の様式により提出することができる。

・本工事は、建設現場に「快適トイレ」設置を促進する制度の試行対象工事である。

(1)試行にあたっては『建設現場に「快適トイレ」設置を促進する制度の試行 実施要領』に基づき

 　行うものとする。

(2)快適トイレの手配等が困難である場合は、監督員と協議のうえ、本特記仕様書の対象外とする

 　ことができる。

・本工事は、建設現場に「快適トイレ」設置を促進する制度(受注者希望型)の試行対象工事である。

(1)試行にあたっては『建設現場に「快適トイレ」設置を促進する制度の試行

 　実施要領』に基づき行うものとする。

(2)受注者は、施工計画書作成前に、快適トイレ設置希望の有無について、打

 　合せ簿により監督員と協議を行うものとする。

・本工事は、建設現場に設置する「快適トイレ」の試行案件でない。

アスベスト含有の建材は使用しない。

  ２．０

　２．０

　１．５

　１．５

　１．０

 １．０ 　１．０

 ０．６

 １．５

 １．０

 ２．０

 １．５

一般機器 重要機器

　１．５

　２．０

　１．０

　１．５

　０．６

　１．０

 １．０

 １．５

 ０．６

 １．０

 ０．４

 ０．６

一般機器重要機器

※　　300　　　　・　

「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準及び同解説令和3年版」による建築設備の耐震設計による

 ・一般の施設（・乙類 ）・特定の施設（・甲類　・乙類 ） 再生資材名 規    格 　 使 用 箇 所  再資源化施設名・所在地 　備    考

床はつり補修

天井材の

＜表－５＞工事区分表

注）　原則○印を適用する。

ただし、複数記載してある項目についての区分はその項目を必要とする施工者に適用する。

洗面化粧台

誘導標識

ガス漏れ警報器

小規模は監督員と協議

小規模は監督員と協議

衛生陶器は衛生設備

一次側

二次側

防火区画、防煙区画

防火区画、防煙区画

　　　備　　考　　　　　　　　　　　　項　　　目

電　気　関　係

仕　上　げ　関　係

そ　の　他（工事区分を特に間違えやすい項目）

躯　体　関　係

3.設備機器の

電気配管配線

　基礎

　・壁下地
軽鉄天井

1.RC造

(梁・壁・床)の
貫通孔・開口部

2.S・SRC造
　・はり貫通口

誘導灯は電気設備

流し台、ガス台
便所手洗い

カウンター

取外し再取付

連動スイッチ
24H換気扇

湯沸器
連動スイッチ

上記以外
換気扇スイッチ

貫通ｽﾘｰﾌﾞ材及び取付け

補強を要する型枠材及び取付け

補強を要しない型枠材及び取付け

貫通孔・開口部の墨出し

貫通孔・開口部の補強

ｽﾘｰﾌﾞ・型枠の穴埋め

S・SRC造貫通鋼管鋼管ｽﾘｰﾌﾞ・補強

使用されたｽﾘｰﾌﾞの穴埋め

予備ｽﾘｰﾌﾞの穴埋め

建築設計図に記入のあるもの

室内の基礎（建築設計図に記入のないもの）

屋外・屋上の基礎

屋上基礎で押さえｺﾝにｱﾝｶｰしない軽微なもの

機器取付け用ｱﾝｶｰ・架台

屋内受水ﾀﾝｸ用の基礎

補強を用するﾎﾞｰﾄﾞの切り込み及び下地の補強

補強を用しないﾎﾞｰﾄﾞの切り込み

開口部の墨出し

機器付属の制御盤以降の配管配線（接地線共）

機器付属の制御盤への電源供給配管配線

機器と付属操作ｽｲｯﾁの取付け及び渡り配管配線

各種配管配線作業用

各種配管配線作業用

機器納入

取付

機器納入

取付

機器納入、取付

は電気設備
ガス漏れ火災警報設備

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ △

△

△ △

△ △

○

○ ○

○ ○

○

○ ○ ○

○○○

○

○ ○ ○

○○○

○

○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○

建 電 空 衛 昇

２．建設発生土の利用

　　盛土等に使用する発生土は、下記の工事からの建設発生土を利用すること。

３．建設発生土の搬出

　　工事の施工により発生する建設発生土は、下記の場所に搬出すること。

４．建設廃棄物の搬出

　　工事の施工により発生する廃棄物は、下記の場所に搬出するものとし積算している。

備                考

受入工事名／施設名称

工事場所／施設所在地

連　　 　絡　 　　先

仮 置 場 所 の 有 無

備 考

連 絡 先

施 設 所 在 地

処 理 施 設 名 称

搬 出 す る 廃 棄 物 名

備    考施工会社名・連絡先　 発 生 場 所工  事  名発 注 機 関

金属くず

㈱セキヤ
県央エコプラント

燕市吉田鴻巣
1568

0256-94-7737

その他

㈱エコパーク
いずもざき

三島郡出雲崎町
大字稲川884

0258-41-7800

「その他」・・・混合廃棄物、ガラス、陶磁器くず　など
≪搬出する廃棄物名≫



分 電 盤 名 称 ２Ｌ－２（Ｔタイプ）

盤 内 主 回 路 図
回路

番号

分岐開閉器

ＡＦ／ＡＴ

容量

（ＶＡ）

負荷

名称
リモコンリレー 備 考

代表理事　小杉　隆光

管理建築士 一級建築士第135266号 小田野淳一

審　査 担当ﾁｰﾌ 担当ｻﾌﾞ

図面名称

図面番号

備 考
所在地：〒959-0232 新潟県燕市吉田東栄町48番1号 電話/FAX=０２５６（９３）５８００

燕 市 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

年月日

一級建築士事務所 新潟県知事登録(ニ)第4445号 

工事名称

縮 尺

担当ｻﾌﾞ

設計番号

２階　分電盤図（現況、改修後） 令和5年6月

Ｅ－０３

注 記

１ ）

２ ）

３ ）

４ ）

５ ）

主開閉器一次側端子は、電線サイズ主開閉器一次側端子は、電線サイズ

に適合した端子を設けること。

分岐ブレーカー遮断容量は、

RC2500A以上とする。

負荷記号の内訳は、下記による。

T/U：　接点入力用

   ：　パターン設定用

P　：　専用電源

FC ：　ファンコイル

C　：　コンセント

L　：　電灯

リモコンリレーは下記による。

多重伝送光設定型

回路番号の内訳は、下記による。

▲ ：　2P20A

△ ：　1P20A

△S：　接点入力用（補助接点）

△T：　調光用（T/U付）

　 ：　AC1φ100V

　 ：　AC1φ200V

　 ：　GC1φ100V

　 ：　GC1φ200V

　 ：　AC3φ200V

　 ：　GC3φ200V

B

Ｒ MC

AC100V

誘

導

灯

信

号

装

置

よ

り

誘

導

灯

負

荷

へ

通信仮眠室整備工事

NOSCAL

50/30A
ELB3P

新 規 分 電 盤

800

1,040

予 備 ス ペ ー ス15

ヨ ビ

〃 脱 衣 室 洗 濯 機

〃 脱 衣 室 エ ア コ ン

NS

50/30A
MCB3P

MCB3P
225/150A

2A
L2

2
L2

ハ ン ド ド ラ イ ヤ ー

ハ ン ド ド ラ イ ヤ ー

R9・ 11△  × 2

〃

C

P

C

P

〃

〃

〃

〃

C

L

400

200

1,100

300

1,100

400

400

200

500

400

690

〃

〃

MCB1P50/20

〃

〃

〃

〃

ELB2P50/20

〃

MCB1P50/20

ELB2P50/20

〃

MCB1P50/20

ELB2P50/20

ヒ ー タ ー （ T－ 3）

R16、 EH

R17、 EH

R18、 EH

R19、 EH

PAC

R1

R3・ 5・ 7・ 8

▲ S× 1

▲ S× 1

▲ S× 1

▲  × 1

▲  × 4

▲ S× 1

〃

〃

〃

〃

〃

P

〃

〃

L

ヨ ビ

2,160

2,000

2,000

2,000

2,000

1,100

2,226

862

2,120

MCB2P50/20

ELB2P50/20

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

MCB2P50/20

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

1

2

10

9

8

7

5

6

4

3

2

1

備 考リモコンリレー
名称

負荷

（ＶＡ）

容量

ＡＦ／ＡＴ

分岐開閉器

番号

回路
盤 内 主 回 路 図

２Ｌ－２（Ｔタイプ）分 電 盤 名 称

〃

備　考
容　量

V A

M C B

定格容量

回路
負荷種類 供給室名

回路 M C B

定格容量

容　量

V A
供給室名 負荷種類 備　考

〃 〃

ELB

2P 50AF/20AT 2P 50AF/20AT

〃

100V100V

〃 〃

ET

通信仮眠室

２Ｌ－２盤へ

エアコン

通信仮眠室エアコン 入室管理電源

エアコン通信仮眠室

ヨビ

100

照明器具 通信仮眠室 250

1

No No

2

3

E

4

5 6

〃

〃

3P 50AF/30AT

520

520

520

ｺﾝｾﾝﾄ

×7

L2
2B

L2-2B　倉庫内 新規分電盤

1

2

3

4

6

5

7

8

9

10

2

1

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

MCB2P50/20

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ELB2P50/20

MCB2P50/20

2,120

862

2,226

1,100

2,000

2,000

2,000

2,000

2,160

ヨ ビ

L

〃

〃

P

〃

〃

〃

〃

〃

▲ S× 1

▲  × 4

▲  × 1

▲ S× 1

▲ S× 1

▲ S× 1

R3・ 5・ 7・ 8

R1

PAC

R19、 EH

R18、 EH

R17、 EH

R16、 EH

ヒ ー タ ー （ T－ 3）

ELB2P50/20

MCB1P50/20

〃

ELB2P50/20

MCB1P50/20

〃

ELB2P50/20

〃

〃

〃

〃

MCB1P50/20

〃

〃

690

400

500

200

400

400

1,100

300

1,100

200

400

L

C

〃

〃

〃

〃

P

C

P

C

〃

△  × 2 R9・ 11

ハ ン ド ド ラ イ ヤ ー

ハ ン ド ド ラ イ ヤ ー

L2
2

L2
2A

225/150A
MCB3P

MCB3P
50/30A

NS

×7

脱 衣 室 エ ア コ ン〃

脱 衣 室 洗 濯 機〃

ヨ ビ

15 予 備 ス ペ ー ス

1,040

800

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

7

8

MCB2P50/20

〃

〃

〃

〃

〃

MCB1P50/20

〃

〃

ELB2P50/20

〃

MCB1P50/20

〃

〃 〃

ヨ ビ

50

30

840

994

338

157

〃

ヨ ビ

2,390

2,440

2,072

310 L

〃

〃

〃

L

〃

〃

P

〃

〃

▲  × 2

▲  × 1

△  × 3

△ S× 2

R4・ 6

R2

誘 導 灯

非 常 照 明

R10・ 12・ 13

R14・ 15、 FE、 HEU

小 便 器

リ モ コ ン ト ラ ン ス

MCB3P

7

50/50A

MCB3P

LG
7A

50/30A

NS

×6

B

LG

EM-CET14mm2 E5.5(PF28)

EM-CET14mm2 E5.5(PF28)

新設

露出、壁付

現況 改修後

撤去部分

現況のまま

凡例



倉庫

２Ｌ－２

２Ｌ－２Ｂ

2 ET

2 　　　　〃 2P15A×2

仮眠室

仮眠室

通信課事務室

休憩室

テラス

男子洗面・便所

ＤＮ ＤＮ

リフレッシュコーナー

階段Ｂ

階段Ｃ

外階段

通路－３

ＵＰ
ＵＰ

脱衣室

ＵＢ

湯沸室

通路－２

倉庫

前室

通信指令室 通信機械室

ホースタワー

ＤＮ

ｾﾝﾀｸｷ

11
,5

00

Ｙ２

Ｙ３

4,000 4,000

8,000 8,000 8,000

Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１１

通信課事務室

休憩室

テラス

男子洗面・便所

ＤＮ ＤＮ

リフレッシュコーナー

階段Ｂ

階段Ｃ

外階段

通路－３

ＵＰ
ＵＰ

脱衣室

ＵＢ

湯沸室

通路－２

倉庫

前室

通信指令室 通信機械室

ホースタワー

ＤＮ

ｾﾝﾀｸｷ

11
,5

00
9,

00
0

Ｙ２

Ｙ３

4,000 4,000

8,000 8,000 8,000

Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１１

２Ｌ－２

1

1

2

KPEV-S1.25□-1P(PF16)

R×6R4R3

1

2.
0

2
.
0

2
.
0

2
.
0

R10

R9

R9

R×5
R4

R3R×2

2.0R12.0

R2R12.0
2
.
0

2.0

複合防災盤

2.0

12

1

2

3

4

２Ｌ－２

11
2.0

E

E
5

2.0

2
.0

1

200V
E20A

倉庫

通路－２

ＵＰ
ＵＰ

通路－３

外階段

階段Ｃ

ＤＮＤＮ

男子洗面・便所

休憩室

Ｙ３

ＵＰ
ＵＰ

外階段

階段Ｃ

ＤＮＤＮ

男子洗面・便所

Ｙ３

4,000 4,000

8,000

Ｘ７ Ｘ８

Ｆ

Ｓ

2

2

1

1

2

KPEV-S1.25□-1P(PF16)

R×6R4R3

1

2.
0

2
.
0

2
.
0

2
.
0

R10

R9

R9

R×5
R4

R3R×2

2.0R12.0

R2R12.0

2
.
0

2.0

複合防災盤

2.0

2

2

2
.0

1

200V
E20A

12

E

2
12

13

3

4

２Ｌ－２

11
2.0

E

E
5

2.0

E

2
12

13

建築工事にて計上
ｼｬﾜ-ﾕﾆｯﾄ照明器具、換気扇は

仮眠室

仮眠室

仮眠室

ＤＮ

前室

湯沸室階段Ｂ

テラス

通信課事務室

4,000 4,000

8,000

Ｘ７ Ｘ８

仮眠室

ＤＮ

前室

倉庫

通路－２

湯沸室

通路－３

階段Ｂ

テラス

休憩室

通信課事務室

5

2L-2LG-7B

ﾌﾞﾗﾝｸﾌﾟﾚ-ﾄ

ﾌﾞﾗﾝｸﾌﾟﾚ-ﾄ

1

2

A

A

A

B

B

B

B

B

A　埋込下面ＯＡルーバ型
Hf32W×2（PH25）連続調光CLASSⅡ

B　埋込ダウンライト
FRS11-D181EL15

Ｓ　　設備プレ－ト（ｽﾋﾟ-ｶ-取付用)

Ｆ　　設備プレ－ト（火報用感知器取付用)

天井ころがし

1.特記なき配管配線は下記による。

VVF1.6-2C（PF16）

VVF1.6-3C（PF22）

3.連絡器具の送り配線はVVF1.6-3Cとする。

2.ケーブル配線において立上り、
　　引下げ等の壁内配線はPF管にて

　保護すること。

2.ケーブル配線において立上り、
　　引下げ等の壁内配線はPF管にて

　保護すること。

天井ころがし

1.特記なき配管配線は下記による。

天井ころがし

1.特記なき配管配線は下記による。

L

天井付照明器具

天井付照明器具

壁取付照明器具

照明器具

埋込タンブラスイッチ

埋込タンブラスイッチ

分電盤

　　　　　　　　　姿図参照

位置ボックス取付　　 〃

　　　 〃 　　　　　 〃

発電回路接続器具　　 〃

1P15A×1

1P15A×1+PL×1

記 号 名 称 摘 要

凡 例

書庫 書庫

L

天井付照明器具

天井付照明器具

壁取付照明器具

照明器具

埋込タンブラスイッチ

埋込タンブラスイッチ

分電盤

1P15A×1

1P15A×1+PL×1

記 号 名 称 摘 要

凡 例

記 号 名 称 摘 要

凡 例

2

壁付埋込コンセント 2P15A×1

　　　　〃 2P15A×2

分電盤
書庫 書庫

記 号 名 称 摘 要

凡 例

壁付埋込コンセント 2P15A×1

位置ボックス取付　

　　　 〃 　　　　

発電回路接続器具　

L

L

L

Y

分電盤図参照 分電盤図参照

分電盤図参照

1,530

1
,8
4
0

57
.
5

1
,
9
6
2
.
5

2
,
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2
0

2
,
0
2
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1
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1
,
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6
,
1
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.
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,
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2

3.連絡器具の送り配線はEM-EEF1.6-3Cとする。

2.ケーブル配線において立上り、
　　引下げ等の壁内配線はPF管にて

　保護すること。

OA床ころがし

VVF1.6-2C（PF16）

VVF2.0-2C（PF16）

VVF2.0-2C（PF16）

EM-EEF1.6-2C（PF16）

EM-EEF2.0-2C（PF16）

2

2

2

X

X

Y

Y

Y

Z

Z

Z

Y

Y

Y

天井ころがし

1.特記なき配管配線は下記による。

EM-EEF1.6-2C（PF16）

EM-EEF1.6-3C（PF22）

EM-EEF2.0-2C（PF16）

　　　　〃 2P15A×1(設置端子付)ET

2.ケーブル配線において立上り、
　　引下げ等の壁内配線はPF管にて

　保護すること。

EM-EEF2.0-2C（PF16）

OA床ころがし

EM-EEF2.0-3C（PF16）

ホースタワー

通信機械室

11
,5

00

Ｙ２

8,000

Ｘ１１

通信指令室

8,000

Ｘ９
（参考品番：LBJ70075）

Z　フットライト

Y　埋込ダウンライト

X　埋込ダウンライト(人感センサ－付)
LDS2-LRS1-13（参考品番：XNS1560WNK）

LRS1-13（参考品番：XND1569WN）

撤去部分

現況のまま

凡例

現況のまま

凡例

改修部分

現況のまま

改修部分

凡例撤去部分

現況のまま

凡例

斜線部コンセント設備拡大図(改修後）

代表理事　小杉　隆光

管理建築士 一級建築士第135266号 小田野淳一

審　査 担当ﾁｰﾌ 担当ｻﾌﾞ

図面名称

図面番号

備 考
所在地：〒959-0232 新潟県燕市吉田東栄町48番1号 電話/FAX=０２５６（９３）５８００

燕 市 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

年月日

一級建築士事務所 新潟県知事登録(ニ)第4445号 

工事名称

縮 尺

担当ｻﾌﾞ

設計番号

2階電灯設備図(現況）

2階コンセント設備図(現況）

2階電灯設備図(改修後）

2階コンセント設備図(改修後）

２階　電灯・コンセント設備図（現況、改修後） 1:100 令和5年6月

Ｅ－０４通信仮眠室整備工事



２Ｌ－２

通信課事務室

書庫

休憩室

テラス

男子洗面・便所

ＤＮ ＤＮ

リフレッシュコーナー

階段Ｂ

階段Ｃ

外階段

通路－３

ＵＰ
ＵＰ

脱衣室

ＵＢ

湯沸室

通路－２

倉庫

前室

通信指令室 通信機械室

ホースタワー

ＤＮ

ｾﾝﾀｸｷ

11
,5

00

Ｙ２

Ｙ３

4,000 4,000

8,000 8,000 8,000

Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１１

通信課事務室

書庫

休憩室

テラス

男子洗面・便所

ＤＮ ＤＮ

リフレッシュコーナー

階段Ｂ

階段Ｃ

外階段

通路－３

ＵＰ
ＵＰ

脱衣室

ＵＢ

湯沸室

通路－２

倉庫

前室

通信指令室 通信機械室

ホースタワー

ＤＮ

ｾﾝﾀｸｷ

11
,5

00
9,

00
0

Ｙ２

Ｙ３

4,000 4,000

8,000 8,000 8,000

Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１１

FV
204

HEU
210

2A ×2

HEU

PAC
×2

211

2B

２Ｌ－３

ＭＤＦ

※

※

HEU
209

PAC

PAC
1F

Ｌ

4

※

※
PAC

×21G

２Ｌ－２

5

6

4

Ｌ

2.
0

Ｌ ※

Ｕ
Ｓ

UKB401

UA20A

KA13

KA13

２Ｌ－２

2.
0 1KA13UB20B

UG101

2

UG101
KA13

KA13

KC13

VVF1.6-2C(ラック)

ホースタワー

通信機械室通信指令室

前室

倉庫

通路－２

ＵＰ
ＵＰ

通路－３

外階段

階段Ｃ

ＤＮＤＮ

男子洗面・便所

休憩室

書庫

通信課事務室

11
,5

00

Ｙ２

Ｙ３

8,000 8,000

Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１１

57
.
5

ホースタワー

通信機械室通信指令室

前室

倉庫

通路－２

ＵＰ
ＵＰ

通路－３

外階段

階段Ｃ

ＤＮＤＮ

男子洗面・便所

休憩室

通信課事務室

11
,5

00

Ｙ２

Ｙ３

4,000 4,000

8,000 8,000 8,000

Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１１

Ｌ

KC13

Ｕ
Ｓ

UKB401

UA20A

KA13

KA13

2.
0 1KA13UB20B

UG101

2

UG101
KA13

KA13

KC13

VVF1.6-2C(ラック)

KC13

非常用照明（電池内臓型）

非常用ハロゲン電球13W×1

本体；鋼板
反射板；アルミ（シンプライト）

ﾌﾟﾚ-ﾄ；鋼板（ホワイト）

FV
203

※

FV
204

HEU
210

2A ×2

HEU

PAC
×2

211

2B

２Ｌ－３

ＭＤＦ

※

※

HEU
209

PAC

PAC
1F

Ｌ

※

※
PAC

×21G

２Ｌ－２

5

6
Ｌ

2
.0

Ｌ ※

※

KC13’

非常用照明（電池内臓型）

仮眠室

仮眠室

仮眠室

ＤＮ

湯沸室階段Ｂ

テラス

4,000 4,000

8,000

Ｘ７

仮眠室

仮眠室

仮眠室

ＤＮ

湯沸室階段Ｂ

テラス

書庫

KC13’

RC
2.2kw

RC
2.2kw

RC
2.2kw

1

2

3

44
入室管理電源

4

2.ケーブル配線において立上り、
　　引下げ等の壁内配線はPF管にて

　保護すること。

天井ころがし

1.特記なき配管配線は下記による。

VVF1.6-2C（PF16）

記 号

凡 例

分電盤

非常用照明 姿図参照

名 称

2.ケーブル配線において立上り、
　　引下げ等の壁内配線はPF管にて

　保護すること。

天井ころがし

1.特記なき配管配線は下記による。

記 号

凡 例

分電盤

非常用照明

名 称

分電盤図参照

摘 要 摘 要

分電盤図参照

Ａ

記 号

凡 例

分電盤

Ｌ 埋込タンブラスイッチ

分電盤図参照

1P15A×1+PL×1

摘 要名 称

2.ケーブル配線において立上り、

　引下げ等の壁内配線はPF管にて

　保護すること。

天井ころがし

1.特記なき配管配線は下記による。

VVF1.6-2C（PF16）

2.0

VVF1.6-3C（PF22）

VVF2.0-2C（PF16）

VVF2.0-3C（PF22）

記 号

凡 例

分電盤

Ｌ 埋込タンブラスイッチ

分電盤図参照

1P15A×1+PL×1

摘 要名 称

2.ケーブル配線において立上り、

　引下げ等の壁内配線はPF管にて

　保護すること。

天井ころがし

1.特記なき配管配線は下記による。 Ａ EM-CET14□ E5.5(PF28)

KC13 KC13

2.0

2.
0

2.
0

2.0

EM-EEF1.6-2C（PF16）

EM-EEF1.6-3C（PF22）

EM-EEF2.0-2C（PF16）

EM-EEF2.0-3C（PF22）

EM-EEF1.6-2C（PF16）

2L-2B新設

K1-LRS11-2

２Ｌ－2B

撤去部分

現況のまま

凡例

撤去部分

現況のまま

凡例

現況のまま

凡例

現況のまま

凡例

改修部分

改修部分

代表理事　小杉　隆光

管理建築士 一級建築士第135266号 小田野淳一

審　査 担当ﾁｰﾌ 担当ｻﾌﾞ

図面名称

図面番号

備 考
所在地：〒959-0232 新潟県燕市吉田東栄町48番1号 電話/FAX=０２５６（９３）５８００

燕 市 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

年月日

一級建築士事務所 新潟県知事登録(ニ)第4445号 

工事名称

縮 尺

担当ｻﾌﾞ

設計番号

1:100２階　幹線・非常用照明誘導灯設備図（現況、改修後）

2階幹線設備図(現況）

2階　非常用照明・誘導灯設備図(現況）

2階幹線設備図(改修後）

2階　非常用照明・誘導灯設備図(改修後）

令和5年6月
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C

通信課事務室

休憩室

テラス

男子洗面・便所

ＤＮ ＤＮ

リフレッシュコーナー

階段Ｂ

階段Ｃ

外階段

通路－３

ＵＰ
ＵＰ

脱衣室

ＵＢ

湯沸室

通路－２

倉庫

前室

通信指令室 通信機械室

ホースタワー

ＤＮ

ｾﾝﾀｸｷ
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00

Ｙ２

Ｙ３

4,000 4,000

8,000 8,000 8,000
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ホースタワー

通信機械室通信指令室

前室

倉庫

通路－２

ＵＰ
ＵＰ

通路－３

外階段

階段Ｃ

ＤＮＤＮ

男子洗面・便所

休憩室

11
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00

Ｙ２

Ｙ３

8,000 8,000

Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１１

仮眠室

仮眠室

仮眠室

ＤＮ

湯沸室階段Ｂ

テラス

通信課事務室

4,000 4,000

8,000

4,000 4,000

8,000 8,000 8,000

Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１１

通信課事務室

休憩室

男子洗面・便所

ＤＮ ＤＮ

リフレッシュコーナー

階段Ｂ

階段Ｃ

外階段

通路－３

ＵＰ
ＵＰ

脱衣室

ＵＢ

湯沸室

通路－２

倉庫

前室

通信指令室 通信機械室

ＤＮ

ｾﾝﾀｸｷ

5C 5C

S

8,000 8,000

Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１１

4,000 4,000

8,000

通信機械室通信指令室

前室

倉庫

通路－２

ＵＰ
ＵＰ

通路－３

外階段

階段Ｃ

ＤＮＤＮ

男子洗面・便所

休憩室

仮眠室

仮眠室

仮眠室

ＤＮ

湯沸室階段Ｂ

通信課事務室

5C 5C

ﾌﾞﾗﾝｸﾌﾟﾚ-ﾄ

ﾌﾞﾗﾝｸﾌﾟﾚ-ﾄ

仮眠室
仮眠室仮眠室仮眠室

　

4.火災時の地区警報は、非常放送設備と連動し、スピーカー鳴動により行う。

3.感知器はすべて確認灯付とする。

　保護の事とする。

2.配線の立ち上げ等は、電線管

1.特記なき配管配線は下記による。

AE1.2-2C

AE1.2-4C

　

4.火災時の地区警報は、非常放送設備と連動し、スピーカー鳴動により行う。

3.感知器はすべて確認灯付とする。

　保護の事とする。

2.配線の立ち上げ等は、電線管

1.特記なき配管配線は下記による。

記 号

凡 例

差動式スポット型感知器

定温式スポット型感知器

終端抵抗

２種

10KΩ

１種、75℃、防水型

名 称 摘 要 記 号

凡 例

差動式スポット型感知器

定温式スポット型感知器

終端抵抗

２種

10KΩ

１種、75℃、防水型

名 称 摘 要

凡 例

記 号 名 称 摘 要

天井埋込スピーカ

天井埋込スピーカ

〔SC6Hi-1V3-M〕　姿図参照

パネル無し　　　　　〃

アッテネータ 〔V-1S〕　　　　　　〃

壁付直列ユニット CS中間用(10～1880MHz）

呼出チャイム AC100V　〔EC730W〕同等品

チャイム用押釦 小型　　〔EG125〕 同等品

S

C

凡 例

記 号 名 称 摘 要

天井埋込スピーカ

天井埋込スピーカ

〔SC6Hi-1V3-M〕　姿図参照

パネル無し　　　　　〃

アッテネータ 〔V-1S〕　　　　　　〃

壁付直列ユニット CS中間用(10～1880MHz）

呼出チャイム

チャイム用押釦

S

C

(AE；警報用ケーブル、HP；耐熱ケーブル)(AE；警報用ケーブル、HP；耐熱ケーブル)

1.特記なき配管配線は下記による。

天井ころがし

OA床ころがし

2.ケーブル配線において立上り、
　　引下げ等の壁内配線はPF管にて

　保護すること。

1.特記なき配管配線は下記による。

天井ころがし

OA床ころがし

S-5C-FB （PF16）

HP1.2-3C（PF16）

書庫

書庫

書庫 書庫
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,
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スピーカーユニット

定格入力

出力音圧レベル

周波数特性

入力インピーダンス

アッテネーター

スピーカーパネル

16㎝ダイナミック型

6W

93dB/W(1m)

80～14,000Hz

4段階(OFF、-12、-6、0dB)

1.6KΩ(6W)、3.3KΩ(3W)、10KΩ(1W)

ピュアホワイト色アルミパンチング

天井埋込スピーカ(ATT付)　SC6Hi-1V3-M　L級

S

スピーカーユニット

定格入力

出力音圧レベル

周波数特性

入力インピーダンス

仕 上

そ の 他

16㎝ダイナミック型

6W

93dB/W(1m)

50～14,000Hz

黒色モールド成型

スピーカーパネルは別途

天井埋込スピーカ(本体)　L級

1.6KΩ(6W)、3.3KΩ(3W)、10KΩ(1W)

アッテネーター(1W)

入力容量

入力インピーダンス

音量調節

プレート

1W

10KΩ

4段階(OFF、0、-6、-12dB)

フルカラープレート

スピーカーユニット

定格入力

出力音圧レベル

周波数特性

入力インピーダンス

アッテネーター

スピーカーパネル

16㎝ダイナミック型

6W

93dB/W(1m)

80～14,000Hz

4段階(OFF、-12、-6、0dB)

1.6KΩ(6W)、3.3KΩ(3W)、10KΩ(1W)

ピュアホワイト色アルミパンチング

天井埋込スピーカ(ATT付)　SC6Hi-1V3-M　L級

S

スピーカーユニット

定格入力

出力音圧レベル

周波数特性

入力インピーダンス

仕 上

そ の 他

16㎝ダイナミック型

6W

93dB/W(1m)

50～14,000Hz

黒色モールド成型

スピーカーパネルは別途

天井埋込スピーカ(本体)　L級

1.6KΩ(6W)、3.3KΩ(3W)、10KΩ(1W)

アッテネーター(1W)

入力容量

入力インピーダンス

音量調節

プレート

1W

10KΩ

4段階(OFF、0、-6、-12dB)

フルカラープレート

インタ－ホン(子器)

インタ－ホン(親器)

電源ｱﾀﾞﾌﾟﾀ-　付 〔TD-6H/B、PS-1225A〕同等品
AC100V

〔TD-1H/B〕 同等品

AC100V　〔EC170〕同等品

小型　〔WQ4501〕 同等品

2.ケーブル配線において立上り、
　　引下げ等の壁内配線はPF管にて

　保護すること。

電源ｱﾀﾞﾌﾟﾀ-　

天井ころがし

天井ころがし

EM-AE-1.2-2C(PF16）

EM-HP1.2-3C（PF16）

EM-AE-1.2-2C(PF16）

EM-AE-0.9-7C(PF16）

EM-AE1.2-2C
天井ころがし凡例

凡例

凡例

凡例

代表理事　小杉　隆光

管理建築士 一級建築士第135266号 小田野淳一

審　査 担当ﾁｰﾌ 担当ｻﾌﾞ

図面名称

図面番号

備 考
所在地：〒959-0232 新潟県燕市吉田東栄町48番1号 電話/FAX=０２５６（９３）５８００

燕 市 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

年月日

一級建築士事務所 新潟県知事登録(ニ)第4445号 

工事名称

縮 尺

担当ｻﾌﾞ

設計番号

1:100 令和5年6月

Ｅ－０６

2階火災報知設備図(現況） 2階火災報知設備図(改修後）

2階弱電、放送設備図(現況） 2階弱電、放送設備図(改修後）

２階　火災報知、弱電、放送設備図（現況、改修後）

通信仮眠室整備工事

撤去部分

現況のまま

撤去部分

現況のまま

現況のまま

現況のまま

改修部分

改修部分



照明器具姿図

代表理事　小杉　隆光

管理建築士 一級建築士第135266号 小田野淳一

審　査 担当ﾁｰﾌ 担当ｻﾌﾞ

図面名称

図面番号

備 考
所在地：〒959-0232 新潟県燕市吉田東栄町48番1号 電話/FAX=０２５６（９３）５８００

燕 市 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

年月日

一級建築士事務所 新潟県知事登録(ニ)第4445号 

工事名称

縮 尺

担当ｻﾌﾞ

設計番号

令和5年6月

通信仮眠室整備工事

NOSCAL

2.5

20.5

　　　　　鳴動時　１２W（定格電圧にて）

適合ボックス　１コ用スイッチボックス

電源電圧　AC100V 50/60Hz

キセノンランプのフラッシュ光

４万回鳴動または、点滅動作１００時間

電子回路＋スピーカ

パナソニックEC170相当品

定　　格

発音方式

寿 命

光 出 力

形 状

消費電力　待機時 ３．５W(定格電圧にて)

3A 30V

押締端子式

パナソニックWQ4501相当品

定 格

結線方式

75 28

φ
1
6
8

φ
1
5
6

12
1

C

現況、改修後 改修後 改修後現況 現況、改修後

TD-6H/B PS-1225A TD-1H/B

電源電圧 ＤＣ１２Ｖ（電源アダプタ-から供給）

通話方式 電話型同時通話

形    状 壁取付・卓上両用（ＪＩＳ１個用スイッチボックス）

材    質 樹脂

局    数 ６局用

備    考 親子式・相互式親機

電源電圧 AC100V 50/60Hz

入力容量 75VA

出力電圧 DC12V

出力電流 2.5A

形　　状 据置・壁取付（専用金具）両用

材　　質 難燃性樹脂

電源電圧

通話方式

ＤＣ１２Ｖ（電源アダプタ-から供給）

電話型同時通話

形    状 壁取付・卓上両用（ＪＩＳ１個用スイッチボックス）

材    質 樹脂

局    数 １局用

電源アダプター 

100 73

2
1
0

1
6
7

90 52

100 73

2
1
0

改修後 改修後 改修後

現況 現況

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、

電源ユニット内蔵、一般光色タイプ

ひと（熱線）センサ付、５０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ

光源寿命：４００００時間（光束維持率８５％）

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）

枠・反射板（下部）：アルミダイカスト（ホワイトつや消し仕上）

埋込穴φ１５０

器具光束：１６７０ｌｍ、消費電力：１２．４Ｗ、

電圧：１００－２４２Ｖ

枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ１５０

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）

反射板（下部）：鋼板（ホワイトつや消し仕上）

５０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、

電源ユニット内蔵、一般光色タイプ

光源遮光角１５度、光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

器具光束：１６９５ｌｍ、消費電力：１１．６Ｗ、

電圧：１００－２４２Ｖ

（ホワイト）

明るさセンサ付

器具光束３ｌｍ、消費電力０．７Ｗ、電圧１００Ｖ

電球色（２７００Ｋ）、Ｒａ８５

改修後 改修後 改修後

埋込ダウンライト（人感センサー付）

LDS2-LRS1-13（参考品番：XNS1560WNK）

埋込ダウンライト

LRS1-13（参考品番：XND1569WN）

フットライト

（参考品番：LBJ70075）
Ｘ Ｙ Ｚ

弱電、放送設備姿図

弱電、放送設備、照明器具姿図（現況、改修後）

WQ4501

Panasonic

EC170

 弱

光量

 強

呼

WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501WQ4501

出

呼出チャイム チャイム用押釦

インターホン（親器） インターホン（子器）

Ｅ－０７



代表理事　小杉　隆光

管理建築士 一級建築士第135266号 小田野淳一

審　査 担当ﾁｰﾌ 担当ｻﾌﾞ

図面名称

図面番号

備 考
所在地：〒959-0232 新潟県燕市吉田東栄町48番1号 電話/FAX=０２５６（９３）５８００

燕 市 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

年月日

一級建築士事務所 新潟県知事登録(ニ)第4445号 

工事名称

縮 尺

担当ｻﾌﾞ

設計番号

機械設備特記仕様書（その１）

通信仮眠室整備工事

NOSCAL
令和5年6月

Ｍ－０１

  ・泡消火設備　　　・粉末消火設備　　　・屋外消火栓設備　　　・連結送水管

  ・スプリンクラー設備　　　・不活性ガス消火設備（消火剤：　　　　　　　　　　）

　　　　　※ 設ける　(80φ、煙道直線部）

　下記の機器は標仕第5編1.6.1(b)を適用する。

　自動閉鎖機構はソレノイド（瞬時通電式）又は電動式とし、自動復帰機構は電動式とする。

　耐塩仕様  ダンパー軸（ステンレス棒鋼）  軸受（テフロン製）

　使用区分（ ※ OAダクト   ・ SAダクト   ・ RAダクト   ・                  ）

　下記の使用区分のダンパーは耐塩仕様とする。

　・ 送風機吐出ダクト又は吸込ダクト　・ 空調機出口チャンバーの分岐ダクト

3-2.2.1

3-2.2.3

3-2.2.2

3-1.15.1

3-1.15.10

3-1.15.8

3-1.15.6

3-2.2.6

　定格入力はDC24V、0.7A以下とする。

　煙感知器、連動制御機器及びこれに係る配線類は（・ 本工事     ※ 別途工事）とする。

　※ 遠隔復帰式（電気式）     ・　　

　※ 遠隔復帰式               ・ 手動復帰式

  ﾀﾞﾝﾊﾟｰ

  込口

　・ 図示の位置     　　　　 　　　　・ 外気取入れダクト      

　取付位置は下記による。

       　　 ・ アングルフランジ工法（長辺の長さ1,500mm超）

　※ アルミニウム製     ・ 鋼板製

　　　　　　・ 共板フランジ工法     ・ スライドオンフランジ工法

　工法　　※ コーナーボルト工法（長辺の長さ1,500mm以下）

　区分　　※ 低圧ダクト     ・ 高圧１ダクト    ・ 高圧２ダクト

　ヒーター用の弁及びトラップは（※ 内臓  ・ 露出）とする。

　温水用には温水用放熱器弁及びレタンコックを取付ける。コンベクター及びベースボード

　 ℃

　 ℃ 　 ％

　 ％　 ℃

　 ℃ 　 ％

　 ％　 ℃

　 ℃ 　 ％

　 ％　 ℃

　 ℃ 　 ％

　 ％

 外 気
　　　　　　　　室　　内

　　　　系統　　　　系統　　　　系統

冬 期

夏 期

区 分

　相対温度　乾球温度　相対温度　乾球温度　相対温度 乾球温度　相対温度　乾球温度

　煙突　　・ 本工事     ※ 別途工事

　　　　　・ 設けない

　ばいじん量測定口

　　   　　　配管配線は（※ 本工事     ・ 別途工事）とする。

       　　　電源はバーナー電源（2次側）から取り出すものとし、

　　　　　※ 設ける （位置は図示による。）

　　ばい煙濃度計

　煙道　　※ 本工事     ・ 別途工事

　　鋼板厚　※ 3.2mm     ・ 4.5mm

　・ 冷媒の種類   ※HFC-R32　　　    ※ HFC-R410A       ・ HFC-R407C     

              　  ・ 温水床暖房方式          ・ 電気床暖房方式

　・ 暖房設備     ・ ファンコンベクタ-方式   ・ FF温風暖房方式（・ガス・灯油）

           　     ・ ガスエンジンヒートポンプエアコン（GHP）＋全熱交換器

             　   ・ ヒートポンプエアコン（EHP）＋ 全熱交換器

             　   ・ 輻射方式 ＋ ダクト併用方式

　・ 冷暖房設備   ・ ファンコイルユニット ＋ 全熱交換器

         　       ・ ファンコイルユニット ＋ ダクト併用方式

　・ 空気調和     ・ ダクト方式（・ 定風量     ・ 変風量 ）

3.煙道等

2.設計温湿度条件

1.空気調和方式

　掻き揚げ用具、ビニールホース、デッキブラシ、ゴム手袋を備える。

　・　ノズル式　　・　消泡剤式

　一括故障表示用無電圧接点及び端子（※ 設ける     ・ 設けない）

　水替工事（ ※ 本工事     ・ 別途工事 ）制御盤（ ※ 本工事     ・ 別途工事 ）

　土留工事（ ※ 本工事     ・ 別途工事 ）杭工事（ ※ 本工事     ・ 別途工事 ）

　送風機室（ ※ 本工事     ・ 別途工事 ）防護柵（ ※ 本工事     ・ 別途工事 ）

　ユニット型の底板及び上スラブ工事は（ ※ 本工事     ・ 別途工事 ）

　※ ユニット型（国土交通大臣型式適合認定品）　　・その他（　　　　　）

　・ 脱窒ろ床接触ばっ気方式　　 ・ その他（　　　　　　　　　　）

　・ 嫌気ろ床接触ばっ気方式     ・ 分離接触ばっ気方式

　COD濃度      ppm以下                T-N濃度        ppm以下

　BOD濃度      ppm以下                BOD除去率      ％以上

　・　　人 JIS A 3302-2000類似用途別番号（   ）建築用途（   ）

　・　　m3/日

8.管理備品

7.消泡装置

6.施工範囲

5.型式

4.処理種別

3.放流水水質

2.処理水量

1.処理対象人員

5-1.6.4

5-1.6.4

5-1.6.4

　図示の寸法は参考とする。

　・ 都市ガス       （発熱量                             MJ/m3）

6-2.1.7

5-2.2.65-1.6.1

3.制御・操作盤

1.機器の寸法

2.機器の固定等

　製造者の標準形とする。

　・ 作業台の下部に設けるもの（ ※  なし　・すのこ　・戸棚）

　・ 流しの下部に設けるもの  （ ※  なし　・すのこ　・戸棚）

   （ ・ 流しの槽及び水切り　・ 作業台の甲板　 ・                            ）

　下記の機器はステンレス鋼板の厚さを1.2mm以上とする。

   （                                                                        ）

7.ｶﾞｽ漏警報機

　遮断装置

6.ｶﾞｽ漏警報連動

5.ｶﾞｽﾒｰﾀｰ

4.集合装置

　電気防食

3.土中埋設管の

2.配管材料

1.種別

　・ 取付ける  （ ※ 本工事  ・ 別途工事）     外部端子（・ あり  ・ なし）

　・ 取付けない

　※ あり      ・ なし

  計量方式（・ 実測式 ・ パルス式）

　※ 貸与品    ・ 買取   ※ マイコンメータ 　ガス漏警報器と連動（・ あり ・ なし）　

　ガスボンベ　　　※ 別途  　（※ 50kg     ・     　kg）

　転倒防止用鎖    ※ 本工事    ・ 別途工事

　※ 行わない     ・ 行う

　＜表 - 1＞「使用配管材料一覧表」のとおり。

　・ 液化石油ガス   （発熱量                             MJ/kg）

消
火
設
備

１０

2.配管材料

1.消防設備等の

  種類

　＜表 - 1＞「使用配管材料一覧表」のとおり。

  ・連結散水設備        ・フード等用簡易自動消火設備

　・屋内消火栓設備    （※易操作性１号 　・１号 　　・広範囲形２号 　・２号）

１３

１２

１１ 
 
ガ

ス

設

備

浄
化
槽（

小
規
模
合
併
処
理）

8-1.1.1

8-1.1.1

8-1.1.1

厨
房
機
器
設
備

１４

空

気

調

和

設

備

     ～4

3-1.10.8

　　 基準」による成績表を提出する。

　・ 建築物における衛生的環境の確保に関する法律施行令第２条の「建築物環境衛生管理

　ﾛｯｸｳｰﾙ・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ

材料及び施工順序

4. ｽﾃﾝﾚｽ鋼板

3. ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ

2. 鉄線

1. 保温筒

32A ～ 200A           40 mm

15A ～ 25A　　　　　　50 mm

保温厚さ（ mm ） 施工範囲

・ 膨張管

・ 冷温水管

・ 冷水管

・ 温水管

2-3.1.42.空調

　屋外露出配管の保温仕様

　標仕第２編３.１.４項によるほか下記による。

　　　　・ 図示による　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2-3.1.5

5-1.4.2

　（５）給排水弁の保温主材はポリスチレンフォームカバーとする。（６５Ａ以上）

       （ ・ 要（外装材は ・ アルミニウム板  ・ ステンレス鋼板 ）    ※ 不要 ）

　（４）ステンレス鋼板製パネルタンクの保温

　（３）鋼板製タンクの保温     （ ・ 要     ※ 不要 ）

　（６）屋内露出管の保温で合成樹脂製カバー２（ジャケットタイプ）の使用箇所

（１） 第１編　第１章　１.１.２[１.１.２]　用語の定義の（ｱ）及び（ﾃ）

（２） 　　　〃　　　　１.１.５[１.１.５]　書面の書式及び取扱いの（2）

　現場事務所、倉庫、下小屋等の仮設建物の位置は、あらかじめ監督員の承諾を受け、すべて

２

保

温

４

仕　様　書

Ⅰ 工事概要

3.建 物 概 要

建 物 名 称 構 　 造 階 　 数 建築面積(㎡) 延べ面積(㎡) 消 防 令 別 表 第 一

4.工 事 種 目

５．標仕及び改修標仕の次の項目の規定は適用しない。

（２） 　　　〃　　　　１.６.２[１.７.２]　技術検査

  　＜別　表＞　

共

 
通

 
工

 
事

 （

 
配

 
管

 
工

 
事

 
等

 ）

（１） 第１編　第１章　１.１.２[１.１.２]　用語の定義の（ﾄ）

　下記のものを作成し提出する。なお、作成方法及び部数等は監督員の指示による。

　　※建物の保全に関する説明書(取扱説明書を含む｡)　　

1-1.7.1 1-1.8.2

　施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に委譲するものとする。

　扱い

重要機器

重要水槽

　設計用標準水平震度

設 置 場 所

耐     震     安     全     性     の     分     類

・ 特定施設（ ・ 甲類    ・ 乙類） ・ 一般の施設（乙類）

重要機器・水槽

2.0

（2.0）

＜2.0＞

1.5

（2.0）

＜1.5＞

重要機器・水槽 一般機器・水槽

1.5

（2.0）

＜1.5＞

1.0

（1.5）

＜1.0＞

一般機器・水槽

1.5

（1.5）

＜1.5＞

（1.5）

1.0

＜1.0＞

1.0

（1.5）

＜1.0＞

0.6

（1.0）

＜0.6＞

1.0

（1.0）

＜1.5＞

0.6

（1.0）

＜1.0＞

（1.0）

＜1.0＞

0.6 0.4

（0.6）

＜0.6＞

中   間   階

地  下  階  ・  1  階

上層階・屋上及び塔屋

（注）１．（   ）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

　　　２． ＜  ＞内の数値は水槽類に適用する。

　　　３．上層階の定義は、２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、

　　　　　１０～１２階建の場合は上層３階、１３階建以上の場合は上層４階。

　　　　（１）設計用水平地震力・・機器の重量(N)に設計用水平震度を乗じたものとする。

　下記の機器は標仕の第２編 １.２.２.１項を適用する。

　追加する接点及び端子は機器表による。

2-1.2.2

2-1.2.2

7.制御及び操作盤

8.ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ用制

　御及び操作盤

2-2.5.12

共

 
通

 
工

 
事

 （

 
関

 
連

 
工

 
事

 
等

 ）

３

４

保

温

　　　

　受注者の負担とする。

　（１）機器類の能力、容量は表示された数値以上とする。

　（２）電動機出力、燃料消費量、圧力損失は原則として表示された数値以下とする。

　（３）参考図の寸法は概略寸法とする。

　※ 50 Hz     ・ 60 Hz

　既存コンクリート床、壁等の配管貫通の穴あけは原則としてダイヤモンドカッターによる。

　・ 水量調整（・ 空調設備　　・ 衛生設備）

1.監督員事務所

2.工事用水

3.工事用電力

4.仮設建物等

5.残土処理

6.地業工事

7.鉄筋工事

8.ｺﾝｸﾘｰﾄ工事

　※ 設けない

　・ 設ける（仮設事務所の中に監督員用ｽﾍﾟｰｽを  10  ㎡程度確保する。）

　構内既存の施設     ※ 利用できる（ ※ 有償 ・ 無償）     ・ 利用できない 

　構内既存の施設     ※ 利用できる（ ※ 有償 ・ 無償）     ・ 利用できない

　※ 構内指示の場所に敷均し   ・ 構内指示の場所に堆積   ・ 構外搬出適切処理

　砂利地業   砂利種別（ ※ 再生クラッシャラン       ・ 砂利       ・ 砕石 ）

　※ 異形鉄筋（ ※ Ａ種     ・ Ｂ種）  （ ※ ＳＤ２９５Ａ     ・ ＳＤ３４５）

　・ 丸鋼　　（ ※ Ａ種     ・ Ｂ種）

　粗骨材   　　　※ 砂利    ・ 砕石     ・ 砂利と砕石の混合（        /Wt以下）

　細骨材   　　　※ 洗砂

　普通ｺﾝｸﾘｰﾄ     ※ レディーミクスコンクリート（ ※ Ⅰ類     ・ Ⅱ類）

　設計基準強度（N/mm2）     スランプ15㎝又は18cm

2-4.1.1 1-2.3.1

2-4.1.1 1-2.2.2

2-4.2.1 2-7.1.1

2-4.3.1 2-7.2.1

2-4.4.1 2-7.3.1

2-4.4.1 2-7.3.1

9.電動機

10.容量等の表示

11.電源周波数

　機器は標仕第2編1.2.1項を適用する。ただし、下記の機器は製造者の標準仕様としてよい。 2-1.2.1 2-1.2.1

2-1.3.1 2-1.3.1

12.はつり

13.総合試運転

2-2.2.12

2-3.1.5 2-3.1.3 1. 衛生 　標仕第２編３.１.５項によるほか下記による。

　（１）屋外露出配管の保温仕様

　　15A ～ 25A

　・ 給水管

　・ 排水管

　・ 消火管

材料及び施工順序 保温厚さ（ mm ） 施工範囲

　50 mm

　ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

   2. 粘着ﾃｰﾌﾟ

   1. 保温筒

9.建築導入部の

　点検桝

　調整等

14.絶縁接手 　・図示による　　　・（　　　　　）

　下記の機器は標仕第2編 1.2.2.2項を適用する。

図示の建築導入部において、ポリエチレン管と異種管の接合部に点検桝を設置する。

　　※完成図　(A1製本１部　A3縮小製本３部)及び電子媒体(CAD図及びPDFﾃﾞｰﾀ)　１枚

　　※施工図　(A1製本１部)及び電子媒体(CAD図及びPDFﾃﾞｰﾀ)　１枚

　重要機器・重要水槽については、下表に適合する設計用水平震度から算出したアンカーボ

　ルト等を選定して固定する。

　　　　（２）設計用鉛直地震力・・設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に

　　　　　　　　　　　　　　　　　働くものとする。

　　１８   施工箇所（                                   　  　      ）

　　２１   施工箇所（                               　　            ）

　　２４   施工箇所（                              　　             ）

　　２１   施工箇所（                               　　            ）

　強度試験　　　※ 省略する ・ 実施する（                           ）

　　（※ 換気扇     ※ 圧力扇     ・　　　　　　　　　　 　　　　　 ）

　・ 風量調整        　　　　 ・ 室内外空気の温湿度測定

　・ 室内気流及び塵埃の測定　 ・ 騒音測定     ・ 初期運転状態の記録

　　　基準約款（以下「約款」という。）」に読み替える。

（２）「監督職員」を「監督員」に読み替える。

Ⅱ．共通仕様

１．本共通仕様及び特記仕様に記載されていない事項は、次による。

　新築及び増築に係る機械設備工事においては、「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建築工事標準仕様書（機

　改修に係る機械設備工事においては、「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建築改修工事標準仕様書（機械設

標仕による。

２．建築工事及び電気設備工事を含む場合は、建築工事及び電気設備工事はそれぞれの工事仕様を適用する。

３．標仕及び改修標仕に用いられている用語を次のとおり読み替える。

なお、建築工事の工事仕様書は（　　）図、電気設備工事の工事仕様は（　　）図による。

４．次の各号に該当する標仕及び改修標仕の項目について、標仕及び改修標仕の規定を別表に置き換えて適用する。

（以下[　]内は、改修標仕の項目を表示する。）

械設備工事編）令和4年版」（以下「標仕」という。）及び「国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修　公

共建築設備工事標準図(機械設備工事編)令和4年版」（以下「標準図」という。）による。

備工事編）令和4年版」(以下｢改修標仕｣という。)及び標準図による。ただし、改修標仕に記載されていない事項は

（１）「契約書」を「燕市財務規則(平成18年3月20日燕市規則第47号)別記(第189、190条関係)建設工事請負

（３） 　　　〃　　　　１.４.２[１.４.２]　機材の品質等の（1）及び（3）

（４） 　　  〃　　　　１.４.５[１.４.５]　機材の検査等の（1）

（５） 　　　〃　　　  １.６.１[１.７.１]　工事検査の（2）及び（3）

1.工事実績情報 請負工事費 500万円以上の場合登録する。　 1-1.1.4 1-1.1.4

　ｼｽﾃﾑ(CORINS)

一

般

事

項

１

　　　でない。

　　　について監督員の指示を受けるものとする。

　　　規定する検査は、発注者から通知された検査日に検査を受ける。

　　　しくは（ｲ）に該当する場合又はあらかじめ監督員の承諾を受けた場合は、この限り

　　　（ｱ）工事完成検査時又は工事写真で、ＪＩＳ、ＪＡＳ及び「給水装置の構造及び

　　　（ｲ）建築基準法その他の認定品と指定された材料で、工事完成検査時または工事

　　　　　 材質の基準に関する省令」（平成９年厚生省令第１４号）に適合することを示

　　　　　 す認証機関のマークを確認できる場合

　　　　　 写真で品質、性能を証明するマーク等を確認できる場合

（2） 約款に基づく部分払を請求する場合は、当該請求に係る出来形部分等の算出方法

（3） （1）の通知又は（2）の請求に基づく検査並びに約款第４９条及び第５０条に

（1） 現場に搬入した機材は、種別ごとに監督員の検査を受ける。ただし、次の（ｱ）若

Ⅲ．特記仕様

凡　例

（１）章と項目は番号に 　 のついたものを適用する。特記事項は ・ に　　のついたものを適用する。

　　　・ 印と ※ 印のある場合は両方適用する。

（３）根拠項目の｢ a-b.c.d ｣は標仕並びに改修標仕の第 a編 b章 c節 d項を表す。

（２）特記事項で、 ・ 印のない場合は、 ※  印を適用する。 ・ 印と ※ 印のある場合は ・ 印のみ適用する。

　項       目 特          記          事          項章
改 修
仕様書
根拠項目根拠項目

仕様書
標 準

1-1.2.1 1-1.2.1

※ 無　　　・ 有（工期    令和　　　年　　　月　　　日）2.概成工期

のうえ決定する。）

　期間等

3.内部の工事

　※ 工場製作のための現場寸法調査

ただし、次の作業は内部工事着手前に行える。（着手日、作業箇所は施設及び監督員と協議

着手　令和　　年　　月　　日　～　終了　令和　　年　　月　　日　とする。

　への登録

部分使用に係る条件に変更がある場合は、部分使用承諾書により施設内部の使用を開始する。

　・ 配管施工　　　　　　　　（建築配管作業）    

　・ 熱絶縁施工　　　　　　　（保温、保冷、防湿）

　・ 冷凍・空気調和機器施工　（機器据付及び整備）    

　・ 建築板金施工　　　　　　（ﾀﾞｸﾄ製作及び取付）    

1-1.5.2 1-1.6.2

　※ 実施しない

　・ 実施する（　　　　　　　　　　　　　　　　　   ）

1-1.5.4 1-1.6.5

　伴う試験

　下記の機材は、標仕あるいは改修標仕 第1編1.4.6(1)(ｳ)を適用する。

　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　＜表－２＞　「発生材の処理等」による。 1-1.3.9 1-5.1.1

1-1.4.6 1-1.4.6

4.発生材の処理等

5.機材の検査に

6.技能士

　　　（契約時の最新版）」の名簿に記載されている品目については、当該名簿に記載され

　　　ている材料又は製造所の製品とするほか、設計図書に定める品質及び性能を有する新

　　　品とする。ただし、仮設に使用する機材は、新品に限らない。

（1）　使用する機材は、「建築材料・設備機材等品質性能評価事業　設備機材等評価名簿

（3）　使用する機材が、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資料を

　　　（ｱ）建築基準法その他に基づく認定品で、マーク等の確認ができる機材

　　　（ｲ）建築材料・設備機材等品質性能評価事業設備機材等評価名簿に記載されてい

　　　　　 る機材又は製造所の製品（特記で標仕及び改修標仕の規定に基づく品質及び性

　　　　　 能以外を規定した場合を除く。）

　　　（ｳ）特記により指定された機材または製造者の製品

　　　　なお、「新品」とは、品質及び性能が製造所から出荷された状態であるものを指し、

　　　製造者による使用期限等の定めがある場合を除き、製造後一定期間内であることを

　　　条件とするものではない。

　　　監督員に提出する。

　　　　ただし、設計図書においてJIS、JAS又は「給水装置の構造及び材質の基準に関する

　　　省令」によると指定された機材で、JISマーク、JASマーク及び「給水装置の構造及び

　　　材質の基準に関する省令」に適合することを示す認証機関のマークのある機材を使用

　　　する場合及びあらかじめ監督員の承諾を受けた場合（次の（ｱ）から（ｳ）までのいず

　　　れかに該当する場合は、あらかじめ監督員の承諾を受けたとみなすことができる。）

　　　は、資料の提出を省略することができる。

（ﾃ） 「工事検査」とは、約款に基づく次の各事項の確認をするために発注者又は検査職

号 置　き　換　え　後　の　共　通　仕　様　の　規　定項　　　目

第１章　一般事項

第１編　一般共通事項

（１） [１.１.２]

用語の定義

１.１.２

        ①工事の完成（約款第33条）

 　     ②部分払の請求に係る出来形部分又は部分払指定工事材料等（約款第39条）

 　     ③部分引渡しの指定部分に係る工事の完成（約款第40条）

 　     ④契約の解除時における出来形部分（約款第49条）

　      ⑤必要があると認めたときの臨時検査（約款第50条）

（ｱ） 「監督員」とは、約款第11条に基づき受注者に通知された者をいう。

　　　 検査（ただし、②に係る検査を除く。）を含む。

　　　 員が行う検査をいい、工事の施工体制、施工状況、出来形、品質及び出来ばえの

１.１.５

[１.１.５]

書面の様式

及び取扱い

（2）　書面により行わなければならないこととされている「監督員の承諾」、「監督員の

機材の検査等

[１.４.５]

１.４.５

（４）

（２）

機材の品質等

[１.４.２]

１.４.２

（３）

工事検査

[１.７.１]

１.６.１

（５）

7.見本施工

　　 指示」、「監督員と協議」、「監督員に報告」及び「監督員に提出」については、

　　 電子メール等の情報通信の技術を利用する方法を用いて行うことができる。

8.完成図等

9.施工図等の取

　撮影計画書の作成を省略できる。

一

般

事

項

１

　写真

　工事施工状況写真の撮影は、工事に係る材料、施工及び品質管理の状況が確認できるよう

　に行うものとし、「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　営繕工事写真撮影要領（平成28

　年版）による工事写真撮影ガイドブック機械設備工事編（平成30年版）」を参考に、撮影

　合い

　スリーブ、箱入れなど他工事との取合いは＜表 - 3＞「工事区分表」によるものとし、

　施工に支障をきたさない時期までに必要な大きさ、位置などを関係者と調整する。

　計画書を作成して監督員に提出する。ただし、あらかじめ監督員の承諾を受けた場合は、

11.工事施工状況

12.他工事との取

　工事完了後整理のうえ監督員に提出する。提出部数　２　部　　   10.工事完成写真

　工事完成写真は機械室機器、主要各室の冷暖房衛生機器及び屋外施設等とし、改修工事につ

　いては、主要な部分の改修前と改修後が、比較できるものとする。このほか特に監督員が必

　要と認め指示した個所とする。

　　提出部数　1　部　印刷物若しくは電子データ（DVD等のメディア）で提出する。

1.溶接部の非破

　壊検査

2-2.5.17 2-2.3.16　　※ 適用しない　　・ 適用する（・ ＲＴ　・ ＰＴ　・ ＭＴ）

　（ ・ 油管　・ 低圧蒸気管　・ 冷却水管　・ 冷温水管　・ 高圧蒸気管 　・ 高温水管）

ダブル

シングル
防振吊金物

　機械室内等配管で振動の伝播を防ぐ必要のある場合の吊金物は下記による。2.吊り及び支持 2-2.6.3

3.管の埋設

4.埋設配管の表示

5.埋め戻し土・ 

　盛土

6.耐震措置

　地中埋設標　　　（※ 要（ 図示の箇所）     ・ 不要）

　埋設表示テープ　（※ 要     ・ 不要）

　※ 掘削土の良質土（ただし、管の周囲は山砂の類とする。）

　・ すべて山砂の類で行う

　設備機器の固定は下記に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針

2-2.7.1

2-4.2.1

3-2.1.1

機械室名

施工範囲    ・給水管 ・消火管 ・ダクト ・冷却水管 ・冷温水管 ・温水管

・ ・ ・

※※※

2-2.4.3

2-2.5.1

2-7.1.1

3-2.1.1

　床下地中埋設配管は、床配筋から吊金物で支持する。

　独立行政法人建築研究所監修 2014年版」による。また、100kg未満の機器については

　製造者の指定する方法で確実に支持・固定する。

2-2.3.11

     　　　　   

排

水

設

備

８
　洗面器及び手洗器に直結する排水管寸法は器具トラップより１サイズアップとする。

　建物内汚水と雑排水（ ※ 分流     ・ 合流 ）

　＜表 - 1＞「使用配管材料一覧表」のとおり。

　エルボ返しに通気金物を下方から取付けてはならない。

2.配管材料

3.衛生器具等の

1.排水方式

  排水管

4.塩ビ立管の通

5.ｲﾝﾊﾞｰﾄ桝、た

　め桝

  気金物

6.満水試験継手 　・ 図示の箇所に取付ける。 ※ 排水管が3階以上にわたる場合は各階ごとに取付ける。

　※ 小口径塩ビ桝     ・ 標準図による。     ・ 下水道事業者指定品

　※ 塩ビ桝蓋の場合は鎖付とする。（ただし、適合品がない場合は除く）

　＜表 - 1＞「使用配管材料一覧表」のとおり。

5-1.8.5

5-1.8.6

2-2.4.8 2-2.2.8

　給湯ボイラー    煙突（ ・ 本工事   ※ 別途工事 ） 煙道（ ・ 本工事   ※ 別途工事 ）

　ガス湯沸器    排気筒（ ※ 本工事   ・ 別途工事 ）

　頂部の形状（ ※ ステンレス製防鳥網付排気トップ　・ 図示による ）

　材質、厚さ（ ※ SUS304、0.3mm以上　　  ・ 図示による ）

1.配管材料

2.煙突煙道等
給

湯

設

備

９

5-1.3.10

　建物外放流先　　汚水    ・ 直放流下水道   ・ 浄化槽　・ 既存し尿浄化槽

　　　　　　　　　雑排水  ・ 直放流下水道   ・ 浄化槽  ・ 排水管   ・側溝

　鋼板の厚さ　　　　  （ ※ 3.2mm    ・　　 　mm ）

（２）床下、暗渠内配管の保温仕様（外気の流入する部分）

   4. 着色ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ

   3. ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ

   2. 粘着ﾃｰﾌﾟ

   1. 保温筒

　ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

　30 mm

施工範囲保温厚さ（ mm ）

　・ 消火管

　・ 給水管

　　15A ～ 150A

　材料及び施工順序

　　32A ～ 200A 　40 mm

   4. ｽﾃﾝﾚｽ鋼板

   3. ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ

 ・ 以下の屋外露出配管等は凍結防止ヒータ（12.5W/m程度、自己温度制御型、

　　電源ランプ・通電ランプ付きサーモスタット付属）を設置する。

　　　※ 定水位弁

　　　※ 定水位弁の二次側パイロット配管（副給水管）

　　　・ 図示による

摘 要

　全て

　全て

　外壁から１ｍ

　ダクト 施工範囲

　外気（ＯＡ）

　給気（ＳＡ）

　排気（ＥＡ）

保温厚

　標仕第２編表２.３.７ XI（５０㎜、２５mm）

　２５mm

　２５mm

※ する   ・ しない

・ する   ※ しない

※ する   ・ しない

・ する   ※ しない

　サプライチャンバー

  消音チャンバー・消音エルボ

　レタンチャンバー

  吹出口ボックス

　Ｍ,（イ）or（ロ）,Ⅸ

　Ｌ,（イ）or（ロ）,Ⅷ

　Ｌ,（イ）or（ロ）,Ⅷ

　Ｌ,（イ）or（ロ）,Ⅷ

保温種別区 分

　　・ 膨張タンクよりボイラー等への補給水の保温は、標準仕様書第２編３.１.４の温水管

2-3.1.5　屋内露出管の保温で合成樹脂製カバー２（ジャケットタイプ）の使用箇所

　　・ 図示による　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　 の項による。

　　・ 建物内の空気抜き管の保温は標準仕様書第２編３.１.４の温水管の項による。

　　・ 空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は標準仕様書第２編３.１.５の

　 　　排水及び通気管の項による。

　　・ 共同溝の保温（                                                           ）

　下記の施工箇所の保温の仕様は、それぞれの項を適用する。

区 分 施工箇所（室名） 保温種別 外 装

ダクト

配 管

　・ 保温化粧ケース

　　　・ 使用する（※ 塩ビ製     ・　　　　）　・ 使用しない

　・ 高圧蒸気管の保温厚は冷温水管による。

　・ 高圧蒸気ヘッダーの保温厚は７５mmとする。

　下記のﾀﾞｸﾄは標仕第２編表２.３.２により保温を行う。

　標仕第２編表２.３.２による。

2-3.1.6

2-3.1.4

2-3.1.43.消音

1.大便器洗浄方式

2.小便器

3.水栓

4.自動水栓

5.温水洗浄便座

5-1.1.8

5-1.1.2

5-1.1.7

5-1.1.13

　・　普通便座（暖房便座、ソフト閉止付き）

　手動スイッチ（ ※ なし     ・ あり ）

　電源供給（ ※ ＡＣ１００Ｖ     ・ 乾電池　　　・自己発電）

　水栓の接続には、器具接続用異種金属接触防止継手(水栓接続側青銅製)を使用する。

　水抜栓を使用する場合の水栓は（ ※ 吸気こま     ・ 固定こま ）とする。

　水圧の不足する場所は低圧型とする。

1.塗装の箇所

　 　　（  ・ 機械室  　 ・ 電気室    ・自家発電機室    ・EV機械室　　・　　　　　）　

　　・下記の亜鉛めっきされた配管、ダクトは塗装を行わない。

   　　（　・屋外露出　　・               　　　　　　       　　　　　　　　　   ）

　標仕第２編３.２.１項によるほか下記による。

　　・下記の亜鉛めっきされた金属電線管は塗装を行う。

2-3.2.1 2-3.2.1

　屋外部分 ※溶融亜鉛めっき（ ※２種35  ・２種50） ・ステンレス（SUS304） 2-4.6.2

2-2.7.3 2-2.5.3　コンクリート内埋設部、貫通部、支持部の金属管にはプラスチックテープ１／２重ね1回巻

　きを行う。

2.鋼材工事の防錆

3.防食処置

衛
生
器
具
設
備

６

塗

装

・

防

錆

５

2-3.1.3

　※ ＦＶ洗浄タンク併用式

　・ ＦＶ(洗浄弁)方式　（※ 押しボタン式　・ ハンドル式）

　・ ロータンク方式

　※　自動洗浄小便器（洗浄装置一体型）　　・　

　※　温水洗浄便座　（　加温方式　　※　貯湯式　　・　瞬間式　）

　　　　（　付加機能　　・　温風乾燥機能　　・　擬音装置　　・　リモコン　）

　　　　（　リモコン　　・　AC電源　　　　　・　乾電池　　　・　自己発電　）

　・ 水道直結方式     ・ 高置タンク方式     ・ 加圧給水方式     ・ 増圧直結方式

　　・ ＦＲＰ製（・ パネル形    ・ 一体形）（※ 複合板     ・ 単板）

　　・ 鋼板製　（・ パネル形    ・ 一体形）

　　・ ステンレス鋼板製パネル（・ ボルト組立形 ・ 溶接組立形）保温（・ あり ・ なし）

       形状及び寸法　　　　　（・ 標準図による ・ 図示による）

     　タンクに給水栓用配管の接続口   （・ 設ける   ※ 設けない ）

     　タンクに緊急遮断弁   　　　　　（・ 設ける   ※ 設けない ）

     　水位センサ　　　　　　　　　　 （※ 電極棒   ・ 電極帯）

　　・ ＦＲＰ製 （・ パネル形     ・ 一体形）（※ 複合板     ・ 単板）

　　・ 鋼板製   （・ パネル形     ・ 一体形）

　　・ ステンレス鋼板製パネル（・ ボルト組立形 ・ 溶接組立形）保温（・ あり ・ なし）

    　 水位センサ（ ※ 電極棒　　・ 電極帯）

5-1.4.1

1.給水方式

2.タンク

3.量水器

4.量水器桝

5.弁

6.弁桝

7.配管材料

8.飲料水の水質

  の測定

2-2.2.1

5-1.8.4

2-2.1.1

2-2.2.16

2-2.2.22

2-1.3.3 2-1.3.3

9.雑用水の水質

  の測定

2-1.3.3 2-1.3.3

　※現地表示式（直読式）　・遠隔表示式

　※ 標準図による。     ・ 水道事業者の仕様による。

　※ 標準図による。     ・ 水道事業者の仕様による。

　＜表 - 1＞「使用配管材料一覧表」のとおり。

　　 ＋残留塩素)の成績表を提出する。

　・ 省略する。

　親メーター  （ ※ 貸与     ・ 買取 ）

　子メーター  （ ・ 貸与     ※ 買取 ）  

     　形状及び寸法          （・ 標準図による ・ 図示による）

　（１）受水タンク     材質（※ 下記による　・ 任意)

　（２）高置タンク     材質（※ 下記による　・ 任意)

　※ 建築物における衛生的環境の確保に関する法律施行規則第4条による水質検査(16項目

　・ 水道法施行規則第１０条による水質検査(51項目＋残留塩素)の成績表を提出する。

給

水

設

備

７

　水道直結部分は水道事業者の規定による他、JIS又はJV（ ※ 0.98MPa  ・       ）とする。

　その他の部分はJIS又はJV（ ※ 0.49MPa  ・ 0.98MPa）とする。

　既製流し台などの床上露出部の配管は硬質塩化ビニル管（ＶＰ）とする。

　排水管の接続は下記による。

　　（１）大便器     　　　　　　　塩ビ製フレキシブル継手

　　（２）小便器、洗面、手洗器  　 ＶＰ

3-1.1.2 3-2.1.3

6-3.1.3

6-3.1.3

3-1.1.2

3-1.1.3

3-1.1.2

4.ﾀﾞｸﾄ

5.吹出口及び吸

6.風量測定口

7.風量調節

8.防煙ﾀﾞﾝﾊﾟｰ

9.ﾋﾟｽﾄﾝﾀﾞﾝﾊﾟｰ

ver.2023.4 

通信仮眠室整備工事（機械設備）　設計図

1.工 事 場 所 ： 燕 市 吉 田 浜 首 408番 地 1

2 .敷 地 面 積 ： ≒ 12. 9 3 1㎡

（13）項・（15）項4,228.56㎡3,171.25㎡2+PHRC造
燕・弥彦消防事務組合

消防本部

令和　５年　６月（全 ５ 枚）

　　（　ＡＣＰ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　（　ＡＣＰ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

総 務 消 防 局 総 務 課
燕 ・ 弥 彦 総 合 事 務 組 合



代表理事　小杉　隆光

管理建築士 一級建築士第135266号 小田野淳一

審　査 担当ﾁｰﾌ 担当ｻﾌﾞ

図面名称

図面番号

備 考
所在地：〒959-0232 新潟県燕市吉田東栄町48番1号 電話/FAX=０２５６（９３）５８００

燕 市 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

年月日

一級建築士事務所 新潟県知事登録(ニ)第4445号 

工事名称

縮 尺

担当ｻﾌﾞ

設計番号

機械設備特記仕様書（その２）

通信仮眠室整備工事

NOSCAL
令和5年6月

Ｍ－０２

・ 埋設配管等の確認方法でＸ線法を指定する場合は、図示による。

　はつり作業を行う場合は、埋設物の調査を行い、埋設配管等に損傷を与えないように行う。

   全対策

3-1.15.5

水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ

ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

○ ○
銅及び銅合金継目

無管
JIS H 3300 硬質(M)

JIS H3330

JCDA 0008 ○ ○

○○

○ ○VP又はHIVPJIS K 6742

JIS K 6762 ○

JWWA K 144 ○

ﾎﾟﾘﾌﾞﾃﾞﾝ管 JIS K 6778 ○ ○

＜表 - 1＞使用配管材料一覧表

規　　格

名　　称 番　号 備　考

用 途 ・ 種 別 ・ 施 工 部 位

給水管

地
中
埋
設

給

湯

管

屋

内

屋

外

排水管
通

気

管

消火管

水系

一
般

埋
設

ガ

ス

系

一

般

地
中
埋
設

ガス管 油管

一

般

暗

渠

内

地
中
埋
設

備考（接合工法等）

JWWA K 116 SGP-VA

【給水及び給湯管】

〃

〃

〃

〃

SGP-VB

SGP-VD

SGP-HVAJWWA K 140

○

○

○

○

○
ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

水道用耐熱性硬質塩

水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ粉体
JWWA K 132 SGP-PB

〃〃 SGP-PD ○

一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼

鋼管
JIS G 3448 ○ ○ ○

□ねじ

   

外面被覆銅管

保温付被覆銅管

水道用硬質ﾎﾟﾘ塩化

 ﾋﾞﾆﾙ管

水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ二層管

水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管

で被覆したもの

JIS　H　3300の外面に発泡断熱材（厚さ14mm以上）

□軟質管・ﾒｶﾆｶﾙ　□硬質管・ﾒｶﾆｶﾙ

□接着（TS）　　 □ｺﾞﾑ輪(RR）

□ねじ　　　　　 □ﾌﾗﾝｼﾞ

□ねじ　　　　　 □ﾌﾗﾝｼﾞ

□ねじ　　　     □ﾌﾗﾝｼﾞ

□ねじ　　　　　 □ﾌﾗﾝｼﾞ　　

□ねじ　　　　　 □ﾌﾗﾝｼﾞ　　      □ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ　

□熱溶着　       □電気融着　     □ﾒｶﾆｶﾙ

＜表 - 2＞「発生材の処理等」

下記資材の使用に際し、再生資材を利用すること。

再 生 資 材 名 使 用 箇 所 再 資 源 化 施 設 名 ・ 所 在 地 備　　考規 　　格

 
共
　
通
　
工
　
事

２

    　　

一

般

    １. 再生資材の利用

    ５. 建設リサイクル法の対象建設工事において、特定建設資材廃棄物の再資源化等が完了したときは、同法第18条に基づき

　　　　再資源化等完了報告書を提出すること。

　　　　はない。

　　６. 自ら産業廃棄物を運搬・処分する以外は、委託契約書の写しを提出すること。

　　７. 協議について

　　　　建設工事発注後に明らかになったやむを得ない事情により、上記の指定や条件によりがたい場合は、速やかに監督員に

　　　　報告し、協議すること。

＜表ー3＞工事区分表 

注）　原則○印を適用する。

項　　　　　目

　1. RC造（梁・壁・床）

   　の貫通孔・開口部

　2. S・SRC造・梁貫通口

■躯体関係

■仕上げ関係

■電気関係

■その他（工事区分を特に間違えやすい項目）

電気工事

○

○

○

建築工事

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

本工事

補強を要する型枠材及び取付け

補強を要しない型枠材及び取付け

貫通孔・開口部の墨出し

貫通孔・開口部の補強

建築設計図に記入のあるもの

室内の基礎（建築設計図に記入のないもの）

屋外・屋上の基礎

開口部の墨出し

機器付属の制御盤以降の配管配線（接地線共）

機器付属の制御盤への電源供給配管配線

機器と付属操作リモコン等の取付け及び渡り配管配線

各種配管配線作業用

各種配管配線作業用

衛生陶器は衛生設備

機器納入

取付

機器納入

取付

     
　天井材の取外し再取付

　床はつり補修

　流し台、ガス台

　便所手洗い・カウンター

　洗面化粧台

　ガス漏れ警報器

　24H換気扇連動スイッチ

　湯沸器連動スイッチ

　電気配管配線

　軽鉄天井・壁下地

　3. 設備機器の基礎

貫通スリーブ材及び取付け

スリーブ・型枠の穴埋め

S・SRC造貫通鋼管スリーブ・補強

使用されたスリーブの穴埋め

予備スリーブの穴埋め

屋上基礎で押えコンにアンカーしない軽微なもの

機器取付け用アンカー・架台

屋内受水タンク用の基礎

補強を要するボードの切り込み及び下地の補強

補強を要しないボードの切り込み

３

 
追
 
加
 
特
 
記
 
事
 
項

□電気融着　     □ﾒｶﾆｶﾙ

　　保温材ﾒｰｶｰ推奨品とする。）     

 
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

    

１

Ⅳ．改修特記仕様

     塗装鋼管

排水用ﾉﾝﾀｰﾙｴﾎﾟｷｼ

□ねじ　

国土交通省認定品

【排水及び通気管】

配管用炭素鋼鋼管

配管用炭素鋼鋼管

ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

排水用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ

JIS G 3452

JIS G 3452

WSP 042

WSP 032

白管

白管

排水用塩化ﾋﾞﾆﾙ

ｺｰﾃｲﾝｸﾞ鋼管

排水・通気用鉛管

硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管

SHASE-S203

JIS K 6741 VP

〃 VU

AS - 58 REP-VU
排水用ﾘｻｲｸﾙ

硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管

〃

ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化
JIS K 9798 RF-VP

ﾋﾞﾆﾙ三層管

ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化

ﾋﾞﾆﾙ発泡三層管

JIS K 9797 RS-VU

耐火二層管

ｺﾝｸﾘｰﾄ管 JIS A 5372       外圧管1種のB形

○

○

○ ○

○ ○

○ ○

○

○ ○ ○

□接着（DV）  　 □ｺﾞﾑ輪（RR）

□接着（DV）　   □ｺﾞﾑ輪（RR）

□接着（DV）　   □ｺﾞﾑ輪（RR）

□接着（DV）　   □ｺﾞﾑ輪（RR）

□接着（DV）　   □ｺﾞﾑ輪（RR）

□接着（DV）　   □ｺﾞﾑ輪（RR）

□ねじ　         □ＭＤ　

□ねじ　         □ＭＤ　

□ねじ　         □ＭＤ　

□ｿｹｯﾄ接合（B形）　

□ねじ　

○

○

○

○

○ ○

○

【消火管】【消火管】

配管用炭素鋼鋼管

圧力配管用炭素鋼鋼管 JIS G 3454
STPG 370白管

消火用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ

外面被覆鋼管
WSP 041

○

○

○

○

Sch40

SGP-VS

鋼管

一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼
JIS G 3448

□ねじ　　       □ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ　      □溶接　

□ねじ　         □ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ　      □溶接　

□ねじ　         □ﾌﾗﾝｼﾞ　        □ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ　

□圧縮・ﾌﾟﾚｽ　   □拡管式　       □ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ　

□溶接　

□溶接　

□ﾌﾗﾝｼﾞ　        □ﾊｳｼﾞﾝｸﾞﾅｲﾛﾝｺｰﾃｨﾝｸﾞ鋼管 ○ ○WSP067
SGP-FNP
SGP-RNP

□ねじ　

□ねじ　         □溶接

□溶接　

□ねじ　         □溶接

□ねじ　         □溶接　

□溶接　

【ｶﾞｽ管及び油管】

配管用炭素鋼鋼管

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ被覆鋼管

〃

ｶﾞｽ用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管

配管用炭素鋼鋼管

JIS G 3452

JIS G 3469

JIS G 3469

白管

PLS

PLP

JIS K 6774

JIS G 3452 黒管

JIS G 3469 PLS

JIS G 3469 PLP

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ被覆鋼管

〃

（注）● 印及び■ 印を適用する。

○

○ ○

○

○

○

○ ○ ○

○

□熱溶着　       □電気融着　     □ﾒｶﾆｶﾙ

備考（接合工法等）

規　　格

番 号 備 考名　　称

用 途 ・ 種 別 ・ 施 工 部 位

冷
温
水
管

冷
却
水
管

蒸気管

給
気
管

還

管

一

般

暗
渠
内

地
中
埋
設

油 管
冷
 
媒
 
管

ド
レ
ン
排
水
管

補
給
水
管

空
気
抜
管

膨
 
張
 
管

配管用炭素鋼鋼管

水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ

ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管
JWWA K 116 SGP-VA

【冷温水及び冷却水管】

JIS G 3452 白管 ○ ○

○

一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼

鋼管
JIS G 3448 SUS　304 ○

保温材ﾒｰｶｰ推奨品とする。)

□ねじ　□ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ　□溶接

□ねじ　□ﾌﾗﾝｼﾞ　□ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ　

(温水管にｽﾃﾝﾚｽ鋼管を使用する場合の保温材は、

【蒸気管及び油管】

配管用炭素鋼鋼管 JIS G 3452 黒管

圧力配管用炭素鋼

鋼管
JIS G 3454

STPG 370

黒管Sch40

SUS　304
一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼

鋼管

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ被覆鋼管

〃

JIS G 3448

JIS G 3469

JIS G 3469

PLS

PLP

○ ○

○ ○

○

○ ○ ○

○

□ねじ           □溶接

□ねじ　         □溶接　

□溶接           □フランジ

□ねじ　　

□溶接　

□ねじ　         □ＭＤ

□接着（ＴＳ）　 □ｺﾞﾑ輪（ＲＲ）

□ねじ　         □ﾌﾗﾝｼﾞ　        □ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ　

□ねじ　         □ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ　      □溶接　

□ねじ　         □ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ　      □溶接　

○
液        管：   □保温厚10mm以上

ｶﾞ    ｽ   管：   □保温厚10mm以上 □保温厚20mm以上

○

○

○

○

○

断熱材被覆銅管

【冷媒管】

【空調ﾄﾞﾚﾝ排水管】

配管用炭素鋼鋼管

硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管

JIS G 3452 白管

VPJIS K 6741

原管は、JIS H 3300による

水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ

ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管
JWWA K 116 SGP-VA

配管用炭素鋼鋼管

【膨張管】

配管用炭素鋼鋼管

JIS G 3452

JIS G 3452

白管

白管

（注）冷媒管で液管の呼び径9.52以下は、保温厚8mmとしてよい。

      ● 印及び■ 印を適用する。

□ﾌﾗﾝｼﾞ　        □ﾊｳｼﾞﾝｸﾞWSP067
SGP-FNP
SGP-RNP ○

（給湯管にｽﾃﾝﾚｽ鋼管を使用する場合の保温材は、

JIS G 3452

□圧縮・ﾌﾟﾚｽ　 □拡管式　　□ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ　□溶接

□圧縮・ﾌﾟﾚｽ　 □拡管式　　□ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ　□溶接

【補給水管】

【空気抜き管】

ﾅｲﾛﾝｺｰﾃｨﾝｸﾞ鋼管

  　　　上表は積算上の条件であり、処理施設を指定するものではない。なお、受注者の提示する施設と異なる場合においても

　　　　設計変更の対象としない。ただし、現場条件や数量の変更等、受注者の責によるものでない事項についてはこの限りで

施工場所の設備機能停止に伴う非施工場所の代替え設備。

　※設けない     ・設ける（図示による）

天井解体の条件に従い、天井内の機器、配管及びダクト等を施工する。

　天井解体の条件    ※ 建築工事     ・本工事（図示による）

工事車両の駐車場及び資機材置場については、次による。

　※敷地内     　・敷地外（受注者の手配とする）

状態、性能及び機能等、取外し前に行う確認項目は、監督員と協議する。

取外した機器は、清掃又は洗浄等を行う。

※別途工事       ・本工事（図示による）

2.再使用品

1.工事現場管理

3.固定された備

　品、机・ﾛｯｶｰ

　等の移動

4.本工事で設置

　する仮設

・ 足場

   内部足場の種別     ※ A ～ D 種     ・ E 種     ・ F 種     ・ G 種

   外部足場の種別     ※ A ,  C 種     ・ B 種     ・ D 種     ・ E 種

   外部足場は　・枠組足場　・くさび緊結式足場　とする。

   足場を設置する場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン（厚生労働省　基発第０４

   ２４００１号平成２１年４月２４日）」の「手すり先行工法等に関するガイドライン」によ

   り、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機

   能を有する足場とし、足場の組立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法による足場

   の組立て等に関する基準」の２の（２）手すり据置方式又は（３）手すり先行専用足場方式

   により行うこと。

・ 仮設間仕切り       ※ A 種          ・ B 種     ・ C 種

撤去前に内容物の回収を要する機器及び配管は図示による。

　 ・冷媒             ・吸収液         ・廃油

5.養生

6.内容物の回収

1-1.3.3

1-1.4.3

1-2.2.1

1-3.1.1

1-4.1.1

 る。

既設配管の撤去範囲は図示による。ただし、その位置で不具合と判断される場合は監督員と協議す

下記の撤去材の集積場所は、監督員と協議する。

　   （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

工法 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ）

  調査箇所及びサンプリング個数は、図示による。

・ 埋設する部分の舗装等のはつり及び復旧工事の施工範囲及び舗装仕様は、図示による。

・ 地盤対策は、図示による。

・ 植栽、芝生、舗装、石貼、タイル等の移植及び撤去、復旧並びに再利用品等は、図示による。

システム全体の試験　　      ※行わない　   ・行う（　　　　　　　 　 　　）

既設配管を含む部分の試験方法は監督員と協議する。

・ 既存のコンクリート床及び壁等の配管貫通場所及び貫通口径は、図示による。

・ 解体基礎の仕様（有筋・無筋、防水・非防水、寸法等）は、図示による。

・ 防水層等の補修は、図示による。

・ 基礎解体、撤去後の床面仕上げ及び補修は、図示による。

既存のインサート及びアンカーボルトは原則として使用しない。やむを得ず既存のインサート及び

アンカーボルトを再使用する場合は、状態及び強度をよく確認し、十分に清掃してから使用する。

　　引張強度の確認試験      ※行わない     　　　　　　　　・行う（　　　　　　　　　　）

　  （　　　　　　　　　　　　　                               　　　　）

　　   施工後確認試験      ※ 行わない     ・ 行う（　　　　　　　　　　　）

　　   性能確認試験        ※ 行わない     ・ 行う（　　　　　　　　　　　）

1.既設配管の撤去

3.既設配管の再生

2.既設配管の搬出

6.はつり及び穴

5.試験

　開け

7.既設基礎の解

　体はつり

8.ｲﾝｻｰﾄ及びｱﾝｶｰ

1.給水設備

3.空調設備

2.給油設備

下記の露出配管の保温は、ワンタッチ保温材（硬質ウレタンフォーム２０ｍｍ）を使用する。

     ・ シャワー室

配管材料は、＜表－１＞「使用配管材料一覧表」のとおり。

弁は、マレアブル玉形弁とする。

（ディスクはテフロン製、パッキンはH350+H2200(灯油使用可能品 0.98MPa))

試験は、空気圧縮試験とし、最大常用圧力の1.5倍の圧力とする。試験結果のチャートを提出する。

冷媒管は、断熱材被覆銅管（原管ＪＩＳ　Ｈ　３３００）とし、保温厚は以下による。

液管       ※  １０ｍｍ以上（呼び径９．５２以下は８ｍｍとしてよい。）

ガス管     ・  １０ｍｍ以上     ※  ２０ｍｍ以上

2-2.8.2

2-2.8.3

2-2.2.11

2-2.5.1

2-2.7.1

2-4.1.1

2-4.1.3

2-4.1.5

2-5.1.1

下記の機器に使用するアンカーは耐震計算を行い選定する。

あと施工アンカーの試験は次による。

3-1.15.5

機器名 部 位

　・地下タンク貯蔵所   能力単位         ×      個   格納箱（・ SS     ※ SUS）

　・ボイラー室         能力単位         ×      個   格納箱（※ SS     ・ SUS）

　下記の箇所に消火器を設置する。

　　　・ 20A～  40A用    個   ・ 50A～100A用    個   ・ 125A～250A用    個

　なお、着脱型の支持部は下記を標準とする。

　瞬間流量計はピトー管方式によるもので止水コック付とする。

　圧力計は標仕第2編2.3.1による。(目盛板外径は100mm、コック・赤針(設置針)付とする。)

　（ボイラー、貯湯タンクを除く）

　温度計はバイメタル式温度計とし、目盛板外径は100mmとする。 2-2.3.2

2-2.3.1

2-2.3.8

ボイラー

熱交換器

冷 凍 機

吸収冷温水器

温水発生機

空気調和機

冷温水ヘッダ

温風暖房機

空気調和機

（ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形を含む）

冷温水管及び冷却水管（出口側）

温水管（出入口側）

温水管（入口側）

冷温水管（出入口側）

冷温水管（出口又は入口側）

冷温水管（出入口側）

（ ・ 各送り管     ・ 各返り管 ）

吐出ダクト、レタンダクト

外気取入れダクト及びレタンチャンバー

（往ヘッダー）及び各返り管

サプライチャンバー、ダクト

外気取入れダクト及びレタンチャンバー

 ※ ※

 ※

 ※ ※

 ※

 ※

 ※

 ※

 ※ ※

 ※

 ※ ※

 ※

 ※

 ※

 ※

・固定型 ※着脱型

・固定型 ※着脱型

・固定型 ※着脱型

・固定型 ※着脱型

・固定型 ※着脱型

備 考

 計 器

瞬
間
流
量
計

温

度

計

圧

力

計

冷水管及び冷却水管（出入口側）

冷水管及び冷却水管（出口側）

冷温水管及び冷却水管（出入口側）

温水管（入口側）

　＜計器類取付け一覧表＞

　取付け部は下表による。

　＜表 - 1＞「使用配管材料一覧表」のとおり。

換

気

設

備

１５

2.多湿箇所の排

区分

　※低圧ダクト　　・高圧１ダクト　　・高圧２ダクト

使用ダクト

　 ・アングルフランジ工法ダクト（長辺の長さ1,500mm超）

材質

　※ 亜鉛鉄板

　・塩ビ被覆鋼板      （膜厚　※0.2mm　・     mm）

下記のダクトは標準仕様書第３編表３.２.２よりも１番手厚いものを使用する。

制気口およびダンパーは14.空気調和設備による。

3-2.2.3

3-2.2.2

3-2.2.1

3-2.2.1

排
煙
設
備

１６ ※ 亜鉛鉄板製   ・ 普通鋼板製

・天井取付け（・スリット形 ・スイング形） ・壁取付け（・スリット形 ・            ）

・ワイヤー式  ・電気式（遠隔操作 ・ 要 ・ 不要 ）

建築設備定期検査業務指導書（日本建築設備安全センター）の排煙風量の検査方法に準ずる。

2.排煙口の形式

3.排煙口手動開

4.排煙風量測定

  放装置

3-2.2.5

・ あり（詳細は      図参照）     ・ なし

・ 総合試運転完了後、制御計測調整報告書を監督員に提出する。 4-2.4.22.総合調整

1.中央監視制御

1.公共事業労務

2.工事監理方式

3.適用基準等

4.総合図

※ 協力する。

・ 営繕工事電子納品要領（案）（国土交通省大臣官房官庁営繕部営繕計画課監修）

※ 作成する     ・作成しない

  受注者は、工事成績評定の対象となる工事施工において、自ら立案した創意工夫や工事特

性に関する項目、又は地域社会への貢献として評価できる項目について、工事完了までに所

定の様式により提出することができる。

※ 本工事に含まない。

・ 本工事に含む。（                                                          ）

アスベスト含有の建材は使用しない。

6.負担金の支払

5.工事成績評定

　区分

7.アスベスト含

  有の建材

8.中間技術検査 低入札価格調査基準価格を下回った額で契約となった場合は、中間技術検査を１回実施する。

検査時期については、工事現場着手前に監督員と協議すること。

１７
自
動
制
御

追

加

特

記

事

項

１８

　費調査

共同監理     ・あり     ※なし

水抜き管　　・要　　・不要

1.ダクト

1.ダクト

　気ダクト

　 ・コーナーボルト工法ダクト （長辺の長さ1,500mm以下）

　（・厨房用排気ダクト　　・　　　　　　）

9.建設現場の｢快適

　トイレ｣設置の適用

・　本工事は、建設現場に「快適トイレ」設置を促進する制度の試行対象工事である。

(1) 試行にあたっては『建設現場に「快適トイレ」設置を促進する制度の試行実施要領』

　　に基づき行うものとする。

(2) 快適トイレの手配等が困難である場合は、監督員と協議のうえ、本特記仕様書の

　　対象外とすることができる。

・　本工事は、建設現場に「快適トイレ」設置を促進する制度(受注者希望型)の試行対象

　　工事である。

(1) 試行にあたっては『建設現場に「快適トイレ」設置を促進する制度の試行実施要領』

　　に基づき行うものとする。

(2) 受注者は、施工計画書作成前に、快適トイレ設置希望の有無について、打合せ簿に

　　より監督員と協議を行うものとする。

・　本工事は、建設現場に設置する「快適トイレ」の試行案件でない。

4-2.4.2

10.配管材料

11.計器類

12.消火器の設置

　※スパイラルダクト　　　　　（長方形ダクトとの使い分けは図示による）

　※共板フランジ工法　　　　・スライドオンフランジ工法

　・ステンレス鋼板 

　・硬質塩化ビニル板　

   ※別途工事　       ・本工事（図示による）

　上記の他、撤去部にアスベスト含有の懸念がある場合は監督員と協議する。

　・本工事により含有について分析を実施する（箇所：　　     　          　　）

　・アスベスト含有材使用箇所（　　　　　　　　　　　               　　　　）

　アスベスト含有材については次による。 7.撤去作業の安 1-4.1.2

　・撤去箇所は図示による。

　 ※建築工事         ・本工事（図示による）

   ※建築工事         ・本工事（図示による）

壁付け機器、床置き機器及び天井付け機器撤去跡の取付けボルト孔、壁面、天井面の変色等の

補修及び床補修等は、次による。

床、壁及び天井等の撤去後の開口部について、補修の方法及び仕上げの仕様は、次による。

8.撤去跡の補修

1-4.2.1

1-4.2.4

4.地中配管

＜用語の説明＞

 （１）「撤去」とは、既存物を壊し取ること。

 （２）「取外し」とは、再利用を考慮して、丁寧に外すこと。

 （３）「撤去・新設」とは、既存物を撤去し、新たな物を設置すること。

 （４）「取外し・再取付け」とは、既存物を取外し、同じ物を取付けること。

 （５）「備品移動」とは、工事の施工に支障となる備品を一時別の場所に保管し、工事終了後に元の場所に戻すこと。

 （６）「移動」とは、既存物を取外し、取付場所を変更して再取付すること。

盛土等に使用する発生土は、下記の工事からの建設発生土を利用すること。

発 注 機 関 工 事 名 発 生 場 所 施 工 会 社 名 ・ 連 絡 先 備　　考

工事の施工により発生する建設発生土は、下記の場所に搬出すること。

工事の施工により発生する廃棄物は、下記の場所に搬出するものとし積算している。

受入工事名/施設名称

工事場所/施設所在地

連　絡　先

仮置場所の有無

搬出する廃棄物名

    ２. 建設発生土の利用

    ３. 建設発生土の搬出

備　　考

    ４. 建設廃棄物の搬出

その他

≪搬出する廃棄物名≫

「その他」・・・混合廃棄物、ガラス、陶磁器くず　など

金属くず

連　絡　先

備　　考

0256-94-7737 0258-41-7800

処理施設名称

施設所在地

県央エコプラント
㈱セキヤ

燕市吉田鴻巣
1568

㈱エコパーク
いずもざき

大字稲川884
三島郡出雲崎町
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2階冷暖房配管設備図(現況） 2階冷暖房配管設備図(改修後）
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現況のまま

凡例

ＲＣ

１

室内機

代表理事　小杉　隆光

管理建築士 一級建築士第135266号 小田野淳一

審　査 担当ﾁｰﾌ 担当ｻﾌﾞ

図面名称

図面番号

備 考
所在地：〒959-0232 新潟県燕市吉田東栄町48番1号 電話/FAX=０２５６（９３）５８００

燕 市 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

年月日

一級建築士事務所 新潟県知事登録(ニ)第4445号 

工事名称

縮 尺

担当ｻﾌﾞ

設計番号

1:100 令和5年6月

Ｍ－０３

⑥×2

Ｒ
Ｒ

Ｄ

Ｒ ＲPACPAC
-6
⑥

-5
⑥

Ｒ Ｄ

RC ⑥×2

Ｒ
Ｒ

Ｄ

Ｒ ＲPACPAC
-6
⑥

-5
⑥

Ｒ Ｄ

RC

２階　冷暖房配管設備図、冷暖房機器表（現況、改修後）

ＲＣ

１

室内機

ＲＣ

１

室内機

Ｄ
Ｄ

Ｄ
Ｒ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｒ

配管化粧カバ－
75×63

１

ＲＣ

室外機

１

ＲＣ

室外機

１

ＲＣ

室外機

型　　式

1消費電力

能　　力

ＲＣ－１ ＥＨＰ室内外機

100

2.2 kW（冷房）　2.2 kW（暖房）

記　号 台数名　  　称
φ Ｖ Ｗ・ｋＷ

電源・消費電力
仕　　　  　　　様 備　　　　考

階 室　　名

設置場所

通信仮眠室：ﾜｲﾔ-ﾄﾞﾘﾓｺﾝ通信仮眠室23 壁掛型室内機

冷暖房機器表

0.52 kW（冷房）0.45 kW（暖房）最大1.41kw 0.52 kW

通信仮眠室整備工事

【注記】　１．冷媒はＲ４１０Ａ、もしくはＲ３２とする。

　　　　　２．能力表示はＪＩＳ条件による。

　　　　　３．消費電力及び冷媒配管サイズは参考値とする。

　　　　　４．室内外機操作線の渡り配線は本工事とし冷媒管共巻とする。(EM-EEF 2.0-3C)

　　　　　５．各室リモコンの取付、配線及び配管は本工事とする。

　　　　　６．室内機のプレフィルターは、ロングライフフィルターとする。

　　　　　７．室外機架台類は、溶融亜鉛メッキ製とする。

８．室内機は自動掃除フィルタ－付とする。

９．ドレン管はＡＣドレンとする。

10．屋外は保温化粧ケースを使用する。

11．冷媒管は液管をφ6.35、ガス管をφ9.52とする。

13．外部化粧カバー、ドレンパイプ設置にはダクターチャンネルを使用する。

12．ドレンパイプは室内機接続を25mm、集合管を30mmとする。

改修部分

凡例

現況のまま
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2階　換気設備・ダクト図(現況） 2階　換気設備・ダクト図(改修後）

250φ

450×350

600×350

SA

内貼り　GW25t

BL-D 2000

Q=701m3/h

BOX　300×2150×300

10

1箇所撤去
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SA  9
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14RA
E2-30

Q=867m3/h

BOX　500×500×400

1箇所撤去1箇所撤去

FV-203

FV-207

FV-206

消防本部

FV-203 天井扇 ﾘﾌﾚｯｼｭｺ-ﾅ- １ 風量　300ｍ3/ｈ　 インテリア用

機器表

撤去

天井扇 １FV-206 脱衣室 風量　70ｍ3/ｈ　 サニタリ－用

天井扇 １ サニタリ－用 撤去FV-207 浴室 風量　60ｍ3/ｈ　

現況のまま

FV-206 ｼｬﾜ-ﾕﾆｯﾄ付属品
（建築工事）

150φ

150φ

150φ

F-1

F-1

F-1

新設機器表

天井扇 通信仮眠室Ｆ-1 新設３
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風量　強 70ｍ3/ｈ 弱 44m3/h 消音型 ﾌﾗｯﾄｲﾝﾃﾘｱﾀｲﾌﾟ VD-10ZLEC13-FPS

逆流防止用ｼｬｯﾀ-φ100　3か所
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凡例

通気ﾕﾆｯﾄ P-13TU2(ﾊﾟﾈﾙ二個ｾｯﾄ)

（スパイラルダクトφ100にて接続）
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ダクト調整説明図　S=1/200
凡例

風量等測定、風量調節部分

凡例

凡例

代表理事　小杉　隆光

管理建築士 一級建築士第135266号 小田野淳一

審　査 担当ﾁｰﾌ 担当ｻﾌﾞ

図面名称

図面番号

備 考
所在地：〒959-0232 新潟県燕市吉田東栄町48番1号 電話/FAX=０２５６（９３）５８００

燕 市 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

年月日

一級建築士事務所 新潟県知事登録(ニ)第4445号 

工事名称

縮 尺

担当ｻﾌﾞ

設計番号

1:100 令和5年6月２階　換気設備、ダクト図（現況、改修後）

記号 機 器 名 称 設 置 場 所 台数 備 考仕 様 記号 機 器 名 称 設 置 場 所 台数 備 考仕 様

Ｍ－０４通信仮眠室整備工事

現況のまま

現況のまま

改修部分

撤去部分
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2階衛生設備図(現況） 2階衛生設備図(改修後）

凡例
凡例

斜線部詳細図(現況）

斜線部詳細図(改修後）

現況のまま

代表理事　小杉　隆光

管理建築士 一級建築士第135266号 小田野淳一

審　査 担当ﾁｰﾌ 担当ｻﾌﾞ

図面名称

図面番号

備 考
所在地：〒959-0232 新潟県燕市吉田東栄町48番1号 電話/FAX=０２５６（９３）５８００

燕 市 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

年月日

一級建築士事務所 新潟県知事登録(ニ)第4445号 

工事名称

縮 尺

担当ｻﾌﾞ

設計番号

1:100 令和5年6月２階　衛生設備図（現況、改修後）
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通信仮眠室整備工事

現況のまま

改修部分
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